
平平
成成
２２８８
年年
のの
新新
春春
をを
迎迎

ええ
、、
謹謹
んん
でで
おお
慶慶
びび
申申
しし
上上

げげ
まま
すす
。。
新新
年年
をを
迎迎
ええ
るる
にに

ああ
たた
りり
、、
経経
済済
産産
業業
政政
策策
のの

諸諸
課課
題題
とと
意意
気気
込込
みみ
にに
つつ
いい

てて
一一
言言
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。

はは
じじ
めめ
にに
、、
福福
島島
第第
一一
原原

発発
のの
廃廃
炉炉
・・
汚汚
染染
水水
対対
策策
とと

福福
島島
のの
復復
興興
はは
、、
経経
済済
産産
業業

省省
がが
担担
うう
べべ
きき

もも
重重
要要
なな

課課
題題
でで
すす
。。

東東
日日
本本
をを
襲襲
っっ
たた
大大
震震
災災

かか
らら
３３
月月
でで
丸丸
５５
年年
とと
なな
りり

まま
すす
。。
昨昨
年年
９９
月月
にに
はは
全全
町町

避避
難難
とと
なな
っっ
てて
いい
たた
楢楢
葉葉
町町

なな
らら
はは
まま
ちち
のの
避避
難難
指指
示示
がが

解解
除除
ささ
れれ

まま
しし
たた
。。

今今
後後
もも
被被

災災
事事
業業
者者

のの
事事
業業
再再

開開
にに
向向
けけ

たた
官官
民民
合合

同同
チチ
ーー
ムム

にに
よよ
るる
支支

援援
、、
イイ
ノノ

ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
・・
ココ
ーー
スス
トト
構構

想想
のの
着着
実実
なな
具具
体体
化化
、、
企企
業業

立立
地地
にに
よよ
るる
雇雇
用用
創創
出出
なな
どど

をを
、、
関関
係係
者者
一一
丸丸
でで
進進
めめ
てて

まま
いい
りり
まま
すす
。。

福福
島島
第第
一一
原原
発発
のの
廃廃
炉炉
・・

汚汚
染染
水水
対対
策策
にに
つつ
いい
てて
はは
、、

昨昨
年年
９９
月月
にに
ササ
ブブ
ドド
レレ
ンン
がが

運運
用用
開開
始始
、、
１１００
月月
にに
はは
海海
側側

遮遮
水水
壁壁
のの
閉閉
合合
がが
完完
了了
しし
まま

しし
たた
。。
引引
きき
続続
きき
、、
中中
長長
期期

ロロ
ーー
ドド
ママ
ッッ
ププ
にに
則則
りり
、、
国国

もも
前前
面面
にに
立立
っっ
てて
安安
全全
かか
つつ

着着
実実
にに
対対
策策
をを
進進
めめ
てて
まま
いい

りり
まま
すす
。。

第第
二二
にに
、、
「「
希希
望望
をを
生生
みみ

出出
すす
強強
いい
経経
済済
」」
のの
実実
現現
でで

すす
。。政政

府府
がが
掲掲
げげ
るる
「「
一一
億億
総総

活活
躍躍
社社
会会
」」
はは
、、
日日
本本
のの
構構

造造
的的
なな
課課
題題
でで
ああ
るる
少少
子子
高高

齢齢
化化
にに
真真
正正
面面
かか
らら
挑挑
むむ
、、

未未
来来
をを
見見
据据
ええ
たた
新新
たた
なな
国国

づづ
くく
りり
でで
すす
。。
中中
でで
もも
、、
戦戦

後後

大大
とと
なな
るる
名名
目目
ＧＧ
ＤＤ
ＰＰ

６６
００
００
兆兆
円円
のの
達達
成成
にに
向向

けけ
、、
「「
希希
望望
をを
生生
みみ
出出
すす
強強

いい
経経
済済
」」
をを
生生
みみ
出出
すす
ここ
とと

はは
経経
済済
産産
業業
省省
のの
大大
きき
なな
使使

命命
でで
すす
。。

我我
がが
国国
はは
デデ
フフ
レレ
脱脱
却却
まま

でで
もも
うう
一一
息息
のの
とと
ここ
ろろ
まま
でで

来来
てて
いい
まま
すす
。。
昨昨
年年
末末
にに
取取

りり
まま
とと
めめ
たた
税税
制制
改改
正正
大大
綱綱

でで
はは
、、
経経
済済
のの
好好
循循
環環
をを
確確

実実
なな
もも
のの
とと
すす
るる
たた
めめ
、、「「
法法

人人
実実
効効
税税
率率
２２００
％％
台台
のの
来来
年年

度度
かか
らら
のの
実実
現現
」」
とと
、、
史史
上上

初初
のの
「「
固固
定定
資資
産産
税税
のの
投投
資資

促促
進進
減減
税税
のの
創創
設設
」」
をを
決決
めめ

まま
しし
たた
。。

企企
業業
のの
皆皆
様様
にに
はは
、、
ここ
れれ

らら
のの
措措
置置
をを
活活
用用
しし
たた
設設
備備

・・
技技
術術
・・
人人
材材
にに
対対
すす
るる
投投

資資
へへ
のの
点点
火火
とと
、、
３３
巡巡
目目
のの

賃賃
上上
げげ
にに
向向
けけ
たた

大大
限限
のの

努努
力力
、、
ああ
わわ
せせ
てて
、、
取取
引引
先先

企企
業業
にに
対対
すす
るる
仕仕
入入
れれ
価価
格格

のの
上上
昇昇
等等
をを
踏踏
まま
ええ
たた
価価
格格

転転
嫁嫁
をを
改改
めめ
てて
おお
願願
いい
しし
まま

すす
。。強強

いい
経経
済済
をを
生生
みみ
出出
すす
たた

めめ
にに
はは
、、
企企
業業
のの
生生
産産
性性
をを

抜抜
本本
的的
にに
高高
めめ
るる
ここ
とと
がが
必必

要要
でで
すす
。。
世世
界界
にに
先先
駆駆
けけ
たた

第第
４４
次次
産産
業業
革革
命命
のの
達達
成成
にに

向向
けけ
、、
イイ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
をを

加加
速速
しし
、、
そそ
れれ
をを
支支
ええ
るる
人人

材材
へへ
のの
未未
来来
投投
資資
をを
拡拡
大大
しし

てて
まま
いい
りり
まま
すす
。。

昨昨
年年
かか
らら
、、
自自
動動
走走
行行
、、

ロロ
ボボ
ッッ
トト
・・
ドド
ロロ
ーー
ンン
、、
医医

療療
・・
健健
康康
なな
どど
のの
幅幅
広広
いい
分分

野野
でで
産産
業業
のの
未未
来来
像像
をを
議議
論論

しし
、、
「「
ＩＩ
ｏｏ
ＴＴ
推推
進進
ココ
ンン
ソソ

ーー
シシ
アア
ムム
」」
でで
先先
駆駆
的的
事事
業業

をを
後後
押押
しし
しし
てて
まま
いい
りり
まま
しし

たた
。。
本本
年年
はは
、、
産産
業業
構構
造造
やや

働働
きき
方方
のの
変変
化化
のの
方方
向向
性性
をを

提提
示示
しし
たた
「「
新新
産産
業業
構構
造造
ビビ

ジジ
ョョ
ンン
」」
のの
議議
論論
をを
通通
じじ
、、

大大
胆胆
なな
変変
革革
にに
取取
りり
組組
んん
でで

まま
いい
りり
まま
すす
。。

産産
業業
をを
支支
ええ
るる
ササ
イイ
ババ
ーー

セセ
キキ
ュュ
リリ
テテ
ィィ
のの
確確
保保
もも
重重

要要
なな
課課
題題
でで
すす
。。
情情
報報
処処
理理

推推
進進
機機
構構
（（
ＩＩ
ＰＰ
ＡＡ
））
のの
知知

見見
をを
活活
用用
しし
、、
独独
法法
等等
のの
対対

策策
強強
化化
やや
電電
力力
等等
のの
重重
要要
イイ

ンン
フフ
ララ
産産
業業
にに
おお
けけ
るる
対対
策策

強強
化化
にに
取取
りり
組組
んん
でで
まま
いい
りり

まま
すす
。。

イイ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
をを
加加
速速

すす
るる
たた
めめ
にに
はは
、、
技技
術術
・・
人人

材材
のの
流流
動動
化化
にに
加加
ええ
、、
海海
外外

トト
ッッ
ププ
人人
材材
やや
投投
資資
のの
呼呼
びび

込込
みみ
にに
よよ
っっ
てて
、、
世世
界界
にに
開開

かか
れれ
たた
拠拠
点点
をを
形形
成成
すす
るる
ここ

とと
がが
必必
要要
でで
すす
。。
例例
ええ
ばば
、、

再再
生生
医医
療療
のの
分分
野野
でで
はは
、、
世世

界界

先先
端端
のの
研研
究究
開開
発発
とと
大大

胆胆
なな
規規
制制
緩緩
和和
にに
よよ
りり
、、
世世

界界
中中
かか
らら
人人
材材
がが
集集
まま
っっ
てて

きき
てて
いい
まま
すす
。。
研研
究究
者者
のの
みみ

なな
らら
ずず
、、
起起
業業
家家
、、
ＩＩ
ＴＴ
等等

のの
高高
度度
人人
材材
のの
大大
胆胆
なな
獲獲
得得

にに
向向
けけ
、、
アア
ジジ
アア
のの
教教
育育
機機

関関
とと
連連
携携
しし
たた
人人
材材
育育
成成
をを

進進
めめ
るる
とと
とと
もも
にに
、、
対対
日日
直直

接接
投投
資資
のの
促促
進進
にに
よよ
りり
「「
内内

なな
るる
国国
際際
化化
」」をを
進進
めめ
まま
すす
。。

まま
たた
、、
ここ
うう
しし
たた
施施
策策
にに

よよ
るる
研研
究究
開開
発発
のの
成成
果果
をを
市市

場場
開開
拓拓
にに
繋繋
げげ
るる
べべ
くく
、、
知知

財財
戦戦
略略
のの
強強
化化
やや
、、
我我
がが
国国

発発
のの
国国
際際
標標
準準
獲獲
得得
にに
努努
めめ

てて
まま
いい
りり
まま
すす
。。

ここ
れれ
らら
にに
加加
ええ
、、
全全
国国

津津
々々
浦浦
々々
のの
中中
堅堅
・・
中中
小小
企企

業業
のの
皆皆
様様
にに
もも
地地
域域
経経
済済
をを

牽牽
引引
しし
てて
いい
たた
だだ
くく
必必
要要
がが

ああ
りり
まま
すす
。。
ササ
ーー
ビビ
スス
業業
等等

のの
事事
業業
分分
野野
ごご
とと
にに
生生
産産
性性

向向
上上
のの
たた
めめ
のの
指指
針針
をを
策策
定定

しし
、、
きき
めめ
細細
やや
かか
にに
支支
援援
すす

るる
仕仕
組組
みみ
をを
新新
たた
にに
作作
りり
まま

すす
。。
なな
おお
、、
消消
費費
税税
のの
軽軽
減減

税税
率率
制制
度度
のの
導導
入入
にに
ああ
たた
っっ

てて
はは
、、
事事
業業
者者
のの
円円
滑滑
なな
準準

備備
にに
向向
けけ
てて
全全
力力
をを
尽尽
くく
しし

まま
すす
。。

第第
三三
にに
、、
通通
商商
交交
渉渉
のの
果果

実実
をを

大大
限限
にに
活活
かか
しし
たた
経経

済済
発発
展展
のの
実実
現現
でで
すす
。。

昨昨
年年
１１００
月月
にに
はは
、、
長長
期期
にに

及及
ぶぶ
交交
渉渉
のの
末末
にに
ＴＴ
ＰＰ
ＰＰ
協協

定定
がが
大大
筋筋
合合
意意
しし
、、
１１２２
月月
にに

はは
日日
本本
がが
議議
長長
国国
とと
なな
りり
、、

先先
進進
国国
とと
途途
上上
国国
がが
参参
加加
すす

るる
２２１１
世世
紀紀
初初
のの
大大
型型
関関
税税
交交

渉渉
でで
ああ
るる
ＩＩ
ＴＴ
ＡＡ
拡拡
大大
交交
渉渉

がが
妥妥
結結
しし
まま
しし
たた
。。
ここ
れれ
らら

のの
通通
商商
交交
渉渉
にに
よよ
るる
巨巨
大大
なな

自自
由由
貿貿
易易
圏圏
のの
誕誕
生生
はは
、、
多多

くく
のの
企企
業業
にに
新新
たた
なな
成成
長長
のの

機機
会会
をを
提提
供供
しし
まま
すす
。。

特特
にに
、、
ＴＴ
ＰＰ
ＰＰ
をを
追追
いい
風風

にに
市市
場場
開開
拓拓
・・
事事
業業
拡拡
大大
をを

目目
指指
しし
てて
がが
んん
ばば
るる
中中
堅堅
・・

中中
小小
企企
業業
をを
ああ
らら
ゆゆ
るる
段段
階階

でで
支支
援援
すす
るる
たた
めめ
、、
ＪＪ
ＥＥ
ＴＴ

ＲＲ
ＯＯ
・・
中中
小小
機機
構構
等等
のの
支支
援援

機機
関関
をを
幅幅
広広
くく
結結
集集
しし
たた

「「
新新
輸輸
出出
大大
国国
」」
ココ
ンン
ソソ
ーー

シシ
アア
ムム
のの
構構
築築
、、
ココ
ンン
ビビ
ニニ

エエ
ンン
スス
・・
スス
トト
アア
とと
ＪＪ
ＥＥ
ＴＴ

ＲＲ
ＯＯ
のの
連連
携携
強強
化化
等等
をを
進進
めめ

てて
まま
いい
りり
まま
すす
。。

ＴＴ
ＰＰ
ＰＰ
にに
よよ
っっ
てて
広広
がが
るる

市市
場場
獲獲
得得
にに
向向
けけ
、、
農農
商商
工工

がが
連連
携携
しし
てて
取取
りり
組組
むむ
ここ
とと

もも
重重
要要
でで
すす
。。
「「
攻攻
めめ
のの
農農

業業
」」
へへ
のの
転転
換換
にに
向向
けけ
、、
農農

商商
工工
連連
携携
にに
よよ
るる
新新
商商
品品
開開

発発
やや
、、
物物
流流
のの
効効
率率
化化
、、
販販

路路
開開
拓拓
等等
のの
取取
組組
をを
、、
関関
係係

省省
庁庁
のの
叡叡
智智
をを
結結
集集
しし
てて
強強

力力
にに
進進
めめ
てて
まま
いい
りり
まま
すす
。。

イイ
ンン
フフ
ララ
シシ
スス
テテ
ムム
輸輸
出出

もも
海海
外外
市市
場場
獲獲
得得
にに
向向
けけ
たた

重重
要要
なな
取取
組組
でで
すす
。。
先先
般般
、、

抜抜
本本
的的
なな
制制
度度
拡拡
充充
をを
行行
っっ

たた
「「
質質
のの
高高
いい
イイ
ンン
フフ
ララ
パパ

ーー
トト
ナナ
ーー
シシ
ッッ
ププ
」」
をを
着着
実実

にに
実実
施施
しし
、、
２２
００
２２
００
年年
まま

でで
にに
約約
３３００
兆兆
円円
のの
イイ
ンン
フフ
ララ

シシ
スス
テテ
ムム
のの
受受
注注
をを
目目
指指
しし

まま
すす
。。

海海
外外
展展
開開
だだ
けけ
でで
はは
ああ
りり

まま
せせ
んん
。。
急急
増増
すす
るる
訪訪
日日
外外

国国
人人
旅旅
行行
客客
はは
、、
我我
がが
国国
経経

済済
のの
起起
爆爆
剤剤
とと
なな
るる
存存
在在
でで

すす
。。
眠眠
れれ
るる
観観
光光
資資
源源
をを
開開

発発
しし
、、
世世
界界
にに
売売
りり
込込
むむ
強強

靭靭
なな
観観
光光
産産
業業
をを
育育
成成
すす
るる

たた
めめ
、、
フフ
ァァ
イイ
ナナ
ンン
スス
やや
まま

ちち
づづ
くく
りり
等等
のの
在在
りり
方方
にに
つつ

いい
てて
検検
討討
をを
進進
めめ
、、
観観
光光
消消

費費
額額
のの
増増
加加
にに
つつ
なな
がが
るる
外外

国国
人人
目目
線線
でで
のの
観観
光光
拠拠
点点
形形

成成
をを
行行
いい
まま
すす
。。

今今
後後
もも
日日
ＥＥ
ＵＵ
・・
ＥＥ
ＰＰ
ＡＡ

をを
始始
めめ
、、
ＲＲ
ＣＣ
ＥＥ
ＰＰ
、、
日日
中中

韓韓
ＦＦ
ＴＴ
ＡＡ
なな
どど
のの
経経
済済
連連
携携

交交
渉渉
とと
多多
国国
間間
・・
複複
数数
国国
間間

のの
取取
組組
をを
果果
敢敢
にに
推推
進進
しし
、、

海海
外外
市市
場場
のの
成成
長長
をを
積積
極極
的的

にに
取取
りり
込込
んん
でで
まま
いい
りり
まま

すす
。。今今

年年
はは
、、
申申
年年
とと
なな
りり
まま

すす
。。
猿猿
はは
「「
魔魔
がが
去去
るる
」」
にに

通通
じじ
、、
古古
来来
よよ
りり
病病
やや
悪悪
いい

ここ
とと
がが
去去
りり
、、
縁縁
起起
がが
よよ
いい

とと
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
まま
たた
、、

申申
のの
字字
にに
イイ
（（
にに
んん
べべ
んん
））

をを
加加
ええ
るる
とと
、、
「「
伸伸
」」
とと
いい

うう
字字
にに
なな
りり
まま
すす
。。
デデ
フフ
レレ

がが
去去
りり
、、
人人
のの
力力
がが
加加
わわ
るる

ここ
とと
でで
「「
伸伸
」」
びび
てて
いい
くく
、、

今今
年年
一一
年年
のの
日日
本本
経経
済済
にに
そそ

のの
よよ
うう
なな
期期
待待
をを
しし
てて
おお
りり

まま
すす
。。

「「
希希
望望
をを
生生
みみ
出出
すす
強強
いい

経経
済済
」」
のの
創創
出出
にに
向向
けけ
、、
経経

済済
産産
業業
省省
でで
総総
力力
をを
挙挙
げげ
てて

取取
りり
組組
んん
でで
まま
いい
りり
まま
すす
。。

皆皆
様様
のの
よよ
りり
一一
層層
のの
御御
理理
解解

とと
御御
支支
援援
をを
賜賜
りり
まま
すす
よよ

うう
、、
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
申申
しし

上上
げげ
まま
すす
。。

時
計
工
藝
新
聞
の

購
読
と
広
告
掲
載

の
お
申
し
込
み
は

�
０
３
�
３
８
３
４
�
４
８
８
６
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皆
様
方
に
と
っ
て
良
き

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

本本
年年
もも
よよ
ろろ
しし
くく

おお
願願
いい
致致
しし
まま
すす

２２００１１６６年年謹謹賀賀 年年申申
希希
望望
をを
生生
みみ
出出
すす
強強
いい
経経
済済
をを
実実
現現

経経
済済
産産
業業
大大
臣臣

林林

幹幹
雄雄
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
業
界
の
皆
様

方
に
は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

昨
年
５
月
に
服
部
真
二
前

日
本
時
計
協
会
会
長
に
替
わ

り
私
、
戸
倉
敏
夫
が
就
任
し

ま
し
た
の
で
、
新
し
い
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
日
本
時
計

協
会
を
代
表
し
て
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
日

本
経
済
は
、

年
間
を
通
じ

て
堅
調
に
推

移
し
、
為
替

も
安
定
し
た

動
き
で
輸
出
産
業
は
総
じ
て

明
る
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
、
中
国
・
ア
ジ
ア

を
中
心
と
し
て
海
外
か
ら
の

訪
日
客
が
順
調
に
増
え
続

け
、
こ
れ
に
伴
い
時
計
の
需

要
も
大
き
く
伸
び
ま
し
た
。

ま
た
、
難
航
し
て
い
た
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
も
大
筋
合
意
を
見
る

に
至
り
ま
し
た
。

一
方
、
海
外
市
場
は
中
国

経
済
の
減
速
感
は
あ
る
も
の

の
、
米
国
経
済
は
安
定
的
に

推
移
し
ま
し
た
。
た
だ
、
後

半
は
中
東
情
勢
の
悪
化
や
テ

ロ
活
動
の
活
発
化
等
不
安
要

因
も
増
加
し
て
来
て
お
り
ま

す
。そ

の
よ
う
な
環
境
の
中

で
、
見
込
み
を
含
む
２
０
１

５
年
の
日
本
時
計
協
会
の
統

計
で
は
、
完
成
品
の
総
出
荷

金
額
（
輸
出
と
国
内
出
荷
の

合
計
）
は
、
ウ
オ
ッ
チ
は
対

前
年
１７
％
増
、
ク
ロ
ッ
ク
は

５
％
増
に
な
る
見
込
み
と
な

り
ま
し
た
。本
年
に
向
け
て
、

引
き
続
き
時
計
本
来
の
機
能

・
美
し
さ
の
追
求
と
更
な
る

品
質
向
上
に
努
め
、
よ
り
一

層
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
に

よ
り
更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る

年
と
な
る
よ
う
に
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
、
当
協
会
は
中
心

事
業
で
あ
る
調
査
広
報
委
員

会
、
消
費
者
委
員
会
、
通
商

委
員
会
、
知
的
財
産
権
委
員

会
、
技
術
標
準
化
委
員
会
、

環
境
委
員
会
の
６
つ
の
委
員

会
活
動
に
加
え
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
時

計
規
格
の
国
際
会
議
へ
の
参

画
、
国
内
の
関
連
機
関
と
の

提
携
事
業
等
を
行
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
若
者
の
技
能
の
祭

典
で
あ
る
「
技
能
五
輪
全
国

大
会
」
で
の
時
計
の
継
続
的

な
開
催
を
通
し
て
次
世
代
へ

の
技
能
継
承
を
進
め
、
こ
ど

も
達
向
け
に
は
、
モ
ノ
作
り

の
楽
し
さ
と
時
計
の
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
う
時
計
組
立
体

験
を
継
続
し
て
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う

に
、
従
来
か

ら
の
事
業
及

び
新
規
事
業

の
推
進
に
も

積
極
的
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

後
に
な
り
ま
し
た
が
、

業
界
皆
様
の
一
層
の
ご
繁
栄

と
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
年
頭

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ

り
当
協
会
の
活
動
に
対
し

様
々
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
緩
や
か
な
景
気
回

復
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
１
年

で
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

時
計
業
界
も
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
特
需
」
を
中
心
に
、
よ
り

販
売
が
促
進
さ
れ
、
一
昨
年

に
引
き
続
き
好
況
で
、
堅
調

な
実
績
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る

新
し
い
動
き
と
し
て
は
、
Ａ

ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
社
が
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ

Ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
で
「
ス
マ
ー
ト

ウ
ォ
ッ
チ
」
市
場
に
参
入
し

た
こ
と
に
よ
り
、
輸
入
時
計

市
場
に
も
変
化
が
も
た
ら
さ

れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
直
接
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
社
と

提
携
し
て
発
売
さ
れ
た
商
品

や
、
他
社
と
の
提
携
に
よ
り

製
造
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ

ッ
チ
が
次
々
と
発
売
さ
れ
、

中
に
は
瞬
く
間
に
売
り
切
れ

た
輸
入
の
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ

チ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ト

レ
ン
ド
が
「
新
た
な
風
」
と

な
り
、
多
く
の
消
費
者
に
と

っ
て
腕
時
計
の
魅
力
を
再
確

認
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
一
方
で
販
売
環
境
の

変
化
も
進
ん
で
お
り
、
多
く

の
店
舗
が
拡
大
や
改
装
を
行

い
ま
し
た
。
中
で
も
高
級
ブ

ラ
ン
ド
の
販
売
環
境
の
改
善

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ

ー
ジ
で
統
一
さ
れ
、
充
実
し

た
商
品
陳
列
、
広
い
空
間
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
接
客
ス
ペ

ー
ス
を
持
っ
た
店
舗
は
、
消

費
者
の
支
持
を
得
て
販
売
実

績
を
劇
的
に
伸
ば
し
て
い
ま

す
。輸

入
時
計
市
場
が
多
く
の

消
費
者
の
支
持
の
も
と
好
調

を
維
持
で
き
て
い
る
こ
と
に

は
、
特
筆
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
特
に
こ
こ
近
年
、
消
費

者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ラ
ン

ド
毎
に
共
通
し
た
購
買
環
境

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
れ

以
上
の
環
境
で
な
け
れ
ば
購

入
す
る
意
欲
が
十
分
に
湧
か

な
い
と
い
う
意
識
変
化
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
と

よ
り
お
客
様
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
商
品
を
提
供
す
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、

消
費
者
に
と
っ
て
何
が
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
か
と
い
う
条
件

は
、
市
場
と
情
報
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
っ
て
確
実
に
変

化
し
て
い
ま
す
。
『
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
�
消
費
者
の
納
得
�

商
品
価
値
と
価
格
の
バ
ラ
ン

ス
』
だ
け
が
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

は
商
品
に
『
安
心
、
信
頼
』

『
ス
ト
ー
リ
ー
と
ロ
マ
ン
』

『
永
く
身
に
纏
え
る
サ
ポ
ー

ト
』
な
ど
の
付
加
価
値
を
ど

の
よ
う
に
つ
け
、
さ
ら
に
そ

の
よ
う
な
商
品
を
ど
う
い
っ

た
環
境
で
ど
の
よ
う
に
提
案

し
、
感
動
を
共
感
し
て
『
納

得
し
て
購
入
』
い
た
だ
け
る

か
を
考
え
、
『
消
費
者
か
ら

選
ば
れ
る
』
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
構
築
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

当
協
会
は
昨
年
、
お
か
げ

を
も
ち
ま
し
て
設
立
６０
年
の

節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日

本
市
場
に
海
外
の
時
計
の
魅

力
を
広
げ
よ
う
と
い
う
情
熱

と
意
欲
を
持
っ
た
多
く
の
会

員
の
方
々
や
関
係
各
社
の
ご

支
援
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
設
立
当
初
は
時
計

の
輸
入
に
係
る
条
件
や
市
場

環
境
を
よ
り
良
い
も
の
に
し

て
い
く
た
め
に
活
動
し
て
お

り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
消

費
者
に
と
っ
て
よ
り
一
層
、

時
計
の
魅
力
を
楽
し
み
な
が

ら
ご
購
入
い
た
だ
け
る
よ
り

良
い
環
境
づ
く
り
を
す
る
た

め
に
活
動
す
る
団
体
と
な
り

ま
し
た
。

昨
年
夏
か
ら
年
末
ま
で
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
イ
ン

ポ
ー
ト
・
ウ
オ
ッ
チ
・
オ
ブ

・
ザ
・
イ
ヤ
ー
は
好
評
の
う

ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、

１
月
に
開
催
す
る
ウ
オ
ッ
チ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
検

定
試
験
は
５
年
目
を
迎
え
５

５
０
人
を
超
え
る
受
験
者
に

お
申
込
み
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
６０
周
年
を
記
念

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

行
い
ま
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
高
い

関
心
と
ご
理
解
の
も
と
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

そ
の
収
益
金
を
国
連
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
協
会
と
あ
し
な
が
育
英

会
に
寄
付
す
る
こ
と
で
さ
さ

や
か
な
が
ら
社
会
貢
献
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
れ
ま
で
い

た
だ
い
た
ご
支
援
に
お
応
え

す
る
た
め
、
正
し
い
知
識
と

適
切
な
環
境
の
も
と
輸
入
時

計
の
魅
力
を
で
き
る
だ
け
多

く
の
消
費
者
に
お
伝
え
で
き

る
よ
う
、
更
な
る
努
力
を
重

ね
て
参
る
所
存
で
す
。

今
年
も
変
化
の
多
い
年
と

な
る
と
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
、
そ
し
て
更
な
る
飛
躍

の
１
年
と
な
る
こ
と
を
お
祈

り
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
２８
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
旧
年
中
は
一

方
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
消
費
税
増
税

の
影
響
な
ど
が
あ
り
前
半
は

と
て
も
厳
し
い
状
況
で
し

た
。
た
だ
後
半
は
何
と
か
持

ち
返
し
た
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
業
界
動
向
を
予

測
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い

こ
と
で
す
が
、
言
え
る
こ
と

は
国
内
景
気
と
違
う
形
で
の

動
き
に
な
る

と
は
考
え
ら

れ
ず
、
景
気

動
向
に
依
存

す
る
こ
と
に

な
る
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
本
年
は
ま
た
消
費
税
の

問
題
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ

り
予
断
を
許
さ
な
い
と
い
う

の
が
偽
ら
ざ
る
状
況
で
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
Ｊ
Ｊ
Ａ

は
本
年
も
業
界
の
活
性
化
に

結
び
つ
け
る
べ
く
諸
施
策
を

実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
個

別
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り

で
あ
り
ま
す
。

（
１
）
消
費
者
の
信
頼
向
上

の
た
め
の
情
報
開
示
の
推
進

こ
の
こ
と
は
従
来
よ
り
実

行
し
、
ま
た
今
後
も
実
行
す

べ
き
こ
と
の
第
一
で
あ
り
ま

す
。
業
界
の
活
性
化
に
は
消

費
者
の
信
頼
が
絶
対
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
為
に
も
更
な
る

情
報
開
示
・
消
費
者
啓
発
が

必
須
と
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ｊ
Ａ

と
し
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

Ｈ
Ｐ
を
は
じ
め
と
し
て
あ
ら

ゆ
る
方
法
で
情
報
開
示
を
更

に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

（
２
）
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
（
Ｊ
Ｃ
）
資
格

者
の
増
加

消
費
者
の
信
頼
に
は
店
舗

の
第
一
線
で
活
躍
で
き
る

「
信
頼
さ
れ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
」
の
養
成
拡
充
が
必

須
で
あ
り
ま
す
。
現
在
全
国

で
８
０
０
０
人
弱
の
Ｊ
Ｃ
が

活
躍
中
で
あ
り
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
少
な
い
。
こ
の
数
を

当
面
１
万
人
、
近
い
将
来
に

は
１
万
５
０
０
０
人
を
育
成

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
「
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ｃ
」

の
存
在
が
個
別
企
業
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
ひ
い
て
は
業
界
全

体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
「
全
て
の
店
舗
に
Ｊ
Ｃ

を
」
と
い
う
こ
と
を
目
指
し

今
後
も「
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ｃ
」

育
成
の
た
め
、

制
度
拡
充
を
含

め
側
面
か
ら
ご

支
援
い
た
し
ま

す
。

（
３
）
人
材
育
成
に
つ
い
て

の
支
援

現
在
、
業
界
で
は
人
材
の

育
成
が
急
務
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ｊ
Ａ
と

し
て
は
若
手
支
援
の
一
環
と

し
て
「
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ

ン
ア
ワ
ー
ド
（
デ
ザ
イ
ン

面
）」「
Ｊ
Ｃ
接
客
コ
ン
テ
ス

ト
（
販
売
面
）」「
技
能
五
輪

（
製
造
面
）
」
の
受
賞
者
に

対
す
る
表
彰
制
度
の
更
な
る

充
実
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
が
業
界
の
基

盤
拡
充
に
少
な
か
ら
ず
寄
与

す
る
も
の
と
確
信
を
し
て
お

り
ま
す
。

以
上
、
経
営
環
境
厳
し
き

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
年

は
上
記
を
中
心
と
し
た
諸
施

策
を
地
道
に
実
行
す
る
こ
と

が
会
員
増
強
に
つ
な
が
り
、

結
果
的
に
業
界
活
性
化
の
近

道
と
な
る
も
の
と
確
信
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
Ｊ
Ｊ
Ａ
の
諸
活
動

に
対
し
、
皆
様
の
ご
支
援
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

２２
００
１１
６６

�年年
�頭頭
�所所
�感感

２
０
１
６
年
の
新
春
を
迎

え
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
今
年
の
抱
負
を
語
る

に
当
た
り
、
昨
年
を
振
り
返

っ
て
見
ま
す
と
３
月
に
北
陸

新
幹
線
が
開
業
し
金
沢
・
富

山
な
ど
の
北
陸
観
光
ブ
ー
ム

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
観
光

と
言
え
ば
、
中
国
は
じ
め
多

く
の
海
外
か
ら
の
お
客
様
に

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
が

ま
す
ま
す
進
み
ま
し
た
。
７

月
に
は
世
界
遺
産
と
し
て

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
、
長
崎
軍
艦
島
な
ど

新
た
な
観
光
資
源
も
増
え
ま

し
た
。

世
界
に
目
を
移
す
と
、
１１

月
の
パ
リ
で
起
き
た
同
時
多

発
テ
ロ
事
件
な
ど
に
よ
り
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
観
光
が
落
ち
込

ん
で
お
り
、
相
対
的
に
日
本

が
見
直
さ
れ
人
気
を
高
め
て

お
り
、
ま
す
ま
す
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
消
費
が
増
加
し
、
ホ
テ

ル
、
旅
館
の
部
屋
数
が
不
足

し
て
い
る
状
況
で
す
。
以
前

な
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
予

約
も
簡
単
に
取
れ
ま
し
た

が
、
今
や
急
な
宿
泊
予
約
は

取
れ
ず
、困
難
な
状
態
で
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
に
て
、

プ
ラ
ス
面
と
同
時
に
マ
イ
ナ

ス
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

全
て
を
取
り
入
れ
、
社
会
に

マ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
経
営
に

生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

私
の
地
元
は
滋
賀
県
で
す

が
、
ご
存
知
の
よ
う
に
近
江

商
人
の
「
精
神
」
に
「
三
方

よ
し
」
が
あ
り
ま
す
。
「
売

り
手
よ
し
」「
買
い
手
よ
し
」

「
世
間
よ
し
」
と
、
今
で
言

う
と
こ
ろ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
あ

り
、
企
業
の
社
会
的
責
任
で

す
。
社
会
の
一
員
と
言
う
認

識
の
重
要
性
を
強
調
し
た
近

江
商
人
の
精
神
は
今
も
経
営

の
精
神
に
脈
々
と
生
き
て
お

り
ま
す
。

企
業
は
営
利
を
目
的
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
自
己
の
営

利
の
み
を
が
む
し
ゃ
ら
に
目

指
す
こ
と
は
、
遮
眼
帯
を
し

て
走
る
よ
う
な
も
の
で
、
極

め
て
危
な
い
も
の
で
す
。
自

分
が
取
り
扱
っ
て
い
る
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
が
人
々
の
役
に

立
ち
、
喜
ば
れ
、
自
分
の
営

業
活
動
が
社
会
の
役
に
立
っ

て
い
る
と
言
う
信
念
が
大
切

で
あ
り
、
そ
う
い
う
精
神
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
回
り
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
情
報
が
入
り
、
危

な
い
こ
と
も
事
前
に
知
り

得
、
危
険
を
避
け
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
す
。
自
分
だ
け

で
は
な
く
、「
相
手
も
よ
し
」、

「
社
会
も
よ
し
」
ｗ
ｉ
ｎ
・

ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
と
な
る
の
で

す
。ジ

ュ
エ
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン

は
個
々
の
企
業
の
集
ま
り
で

す
が
、
自
社
だ
け
で
は
な
く

「
会
員
全
体
」、「
取
引
先
」

も
よ
し
、
「
お
客
様
」
も
よ

し
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

こ
の
精
神
を
中
心
に
お
い

て
、
「
ジ
ュ
エ
ラ
ー
ズ
ジ
ャ

パ
ン
」
と
言
う
名
前
を
企
業

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
て
て
行

く
こ
と
が
私
達
の
使
命
で
あ

り
、
そ
の
戦
略
を
立
て
実
行

す
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

昨
年
３
月
に
社
長
に
就
任

し
、
ま
も
な
く
１
年
を
迎
え

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
間
数

多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
仕
事
を
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
新
体
制
に
て

消
費
者
の
生
活
向
上
、
業
界

の
発
展
、
Ｊ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
の

発
展
に
尽
く
す
べ
く
、
新
し

い
視
点
に
立
ち
Ｊ
Ｊ
改
革
を

進
め
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組

む
所
存
で
す
。

皆
様
方
の
益
々
の
ご
発
展

を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
申

し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
の
宝
飾
品
販

売
は
、
前
半
ま
で
一
定
の
堅

調
さ
を
見
せ
て
い
ま
し
た

が
、
第
３
四
半
期
は
金
額
ベ

ー
ス
で
微
増
も
個
数
ベ
ー
ス

で
は
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
円
安
等
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

や
素
材
の
値
上
げ
が
主
な
要

因
で
、
ジ
ュ

エ
リ
ー
全
体

で
は
後
半
以

降
が
や
や
厳

し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
な
か
で
プ
ラ

チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
は
底
堅

く
推
移
し
、
１１
月
以
降
は
良

い
兆
し
が
出
て
い
る
と
い
う

声
も
Ｐ
Ｇ
Ｉ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

社
か
ら
は
聞
こ
え
、
結
果
と

し
て
国
内
の
プ
ラ
チ
ナ
消
費

量
は
、
販
売
ベ
ー
ス
で
前
年

比
１
～
２
％
増
加
と
見
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
は
プ
ラ
チ
ナ

の
地
金
価
格
が
年
初
よ
り
ゴ

ー
ル
ド
を
下
回
っ
て
い
る
こ

と
で
、
ホ
ワ
イ
ト
ゴ
ー
ル
ド

の
シ
ェ
ア
を
奪
い
、
素
材
の

高
純
度
化
が
進
む
な
ど
、
使

い
や
す
い
環
境
が
続
い
て
い

る
こ
と
も
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
ま
す
。

■
転
換
期
を
迎
え
た
日
本
の

プ
ラ
チ
ナ
戦
略

昨
年
、
南
ア
フ
リ
カ
の
プ

ラ
チ
ナ
鉱
山
は
地
金
価
格
の

低
迷
と
採
掘
コ
ス
ト
の
上
昇

と
い
う
と
て
も
厳
し
い
状
況

に
直
面
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｇ
Ｉ

も
活
動
内
容
の
見
直
し
が
迫

ら
れ
、日
本
の
Ｐ
Ｇ
Ｉ
で
は
、

こ
の
３
年
間
続
け
て
き
た
活

動
を
も
う
一
度
精
査
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
教
育
や
プ

ラ
チ
ナ
・
ブ
ラ
ン
ド
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
根
幹

と
な
る
活
動
は
継
続
し
つ

つ
、
今
年
は
新
た
な
可
能
性

の
調
査
に
多
く
の
予
算
と
時

間
を
投
下
し
、
次
の
戦
略
を

具
体
的
に
練
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
日
本
で
プ
ラ

チ
ナ
の
宝
飾
品
需
要
を
高
め

る
と
い
う
Ｐ
Ｇ
Ｉ
の
基
本
理

念
は
変
え
る
こ
と
な
く
、
よ

り
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
、
そ
し
て
次
世
代
に
つ
な

が
る
活
動
内
容
へ
の
転
換
を

図
り
ま
す
。

ひ
と
つ
に
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
市
場
へ
の
輸
出
支
援
活
動

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は

メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
プ

ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
世

界
に
発
信
し
普
及
さ
せ
る
役

割
を
担
う
も
の
で
、
す
で
に

Ｐ
Ｇ
Ｉ
が
存
在
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

香
港
と
い
っ
た
市
場
に
向
け

た
活
動
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
予
定
で
す
。
日
本
は
プ
ラ

チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
作
り

手
と
し
て
高
い
技
術
を
持

ち
、
特
に
普
及
品
に
お
い
て

は
断
然
ト
ッ
プ
の
地
位
に
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
日
本
の

巧
の
技
を
、
Ｐ
Ｇ
Ｉ
の
グ
ロ

ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

駆
使
し
て
世
界
へ
と
後
押
し

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
成
熟
し
た
日
本

の
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
や
教
育
サ

ポ
ー
ト
も
合
わ
せ
て
提
供
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

プ
ラ
チ
ナ
鉱
山
会
社
に
と

っ
て
宝
飾
需
要
は
売
り
上
げ

シ
ェ
ア
の
２
位
で
す
が
、
単

な
る
素
材
と
し
て
の
自
動
車

そ
の
他
工
業
用
需
要
と
異
な

り
、
つ
ね
に
市
場
が
創
出
さ

れ
、
「
プ
ラ
チ
ナ
だ
か
ら
こ

そ
」
選
ば
れ
る
宝
飾
需
要
は

非
常
に
重
要
な
分
野
で
す
。

な
か
で
も
日
本
は
、
プ
ラ
チ

ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
成
熟
国

と
し
て
、
ま
た
作
り
手
と
し

て
の
高
い
品
質
や
洗
練
さ
れ

た
販
売
環
境
、
人
口
比
１
人

当
た
り
�
１
の
プ
ラ
チ
ナ
・

ジ
ュ
エ
リ
ー
消
費
国
と
い
う

点
で
も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
立
ち

位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
日
本
市
場
は
Ｐ
Ｇ

Ｉ
本
部
か
ら
も
南
ア
フ
リ
カ

の
ス
ポ
ン
サ
ー
会
社
か
ら
も

引
き
続
き
認
め
ら
れ
た
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
安
定
と
可
能
性
の
日
本
市

場

消
費
税
増
税
に
よ
る
駆
け

込
み
需
要
で
、
今
年
は
宝
飾

業
界
全
体
と
し
て
期
待
の
持

て
る
年
に
な
る
の
で
は
と
考

え
て
い
ま
す
。
中
長
期
的
な

展
望
で
も
日
本
は
、
ア
メ
リ

カ
に
次
い
で
富
裕
層
が
多

く
、
女
性
の
社
会
進
出
は
広

が
り
、
安
心
し
て
長
く
使
え

る
本
物
志
向
と
い
っ
た
要
素

に
加
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

控
え
た
マ
イ
ン
ド
的
な
景
気

の
高
揚
感
、
と
い
う
潜
在
的

な
プ
ラ
ス
材
料
が
揃
っ
て
い

る
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
ま
た

相
続
の
分
野
で
プ
ラ
チ
ナ
・

ジ
ュ
エ
リ
ー
が
資
産
と
し
て

認
識
さ
れ
る
可
能
性
も
浮
上

す
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
引
き

出
す
余
地
が
多
く
残
さ
れ
た

市
場
で
す
。
さ
ら
に
日
本
の

著
名
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
で
Ｐ
ｔ

９
９
９
を
始

め
と
し
た
高

純
度
プ
ラ
チ

ナ
・
ジ
ュ
エ

リ
ー
の
取
り

扱

い

が

増

え
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
も
豊
富

に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
方
向
性

と
し
て
と
て
も
心
強
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
今
年
Ｐ
Ｇ
Ｉ

は
、
こ
う
し
た
日
本
市
場
の

可
能
性
を
リ
サ
ー
チ
し
直

し
、
プ
ラ
ン
を
練
り
、
次
へ

と
つ
な
げ
て
行
く
べ
き
転
換

の
年
と
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
一
般
社
団
法
人
日

本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
を
は
じ

め
業
界
各
団
体
と
協
力
し
、

宝
飾
業
界
の
健
全
な
発
展
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

２
０
１
６
年
が
皆
様
に
と

っ
て
実
り
多
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

日
本
時
計
輸
入
協
会

理
事
長

小
谷

進

『消費者から選ばれる』

リーズナブルプラス付加価値

一
般
社
団
法
人

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

会
長

丸
山

朝信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ｃ
増
や
す

業
界
の
基
盤
拡
充
に
は
人
材
育
成

次
世
代
へ
技
能
継
承
進
め
る

新
事
業
推
進
に
も
積
極
的
に
努
力

新視点に立ち改革

近江商人の精神を貫く

プ
ラ
チ
ナ
・
ギ
ル
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
�株

代
表
取
締
役

社

長

ハ
ン
キ
ン
ソ
ン
尚
子

新
時
代
へ
活
動
転
換
の
年

日
本
市
場
の
可
能
性
再
リ
サ
ー
チ

一
般
社
団
法
人

日
本
時
計
協
会

会
長

戸
倉

敏
夫

�株
ジ
ュ
エ
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

社

長

中
澤
実
仟
盛

�����	�
������� 	�（第三種郵便物認可）������
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
は
格
別
の
お
引
き
立

て
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
５
年
は
、
国
内
の

景
気
動
向
は
堅
調
に
推
移
し

た
一
方
、
海
外
で
は
テ
ロ
な

ど
に
よ
る
不
安
定
な
要
素
も

あ
る
１
年
で
し
た
。
国
内
時

計
市
場
は
本
物
の
価
値
を
求

め
る
お
客
様
に
加
え
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
後
押
し
も

あ
り
、
お
陰
様
で
中
高
価
格

帯
を
中
心
に
大
変
好
調
に
推

移
し
て
お
り
ま
す
。
グ
ラ
ン

ド
セ
イ
コ
ー
は
、
昨
年
、
発

売
５５
周
年
を
迎
え
幅
広
い
お

客
様
に
ご
支
持
い
た
だ
け
る

ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
大
き
く

成
長
い
た
し

ま
し
た
。
世

界
初
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
ソ
ー
ラ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ア
ス

ト
ロ
ン
は
、
９
月
に
待
望
の

デ
ュ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
デ
ル
を

発
売
し
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
大

き
く
拡
充
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
カ
ニ
カ
ル
ウ
オ
ッ

チ
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

拡
大
を
背
景
に
大
き
く
売
り

上
げ
を
伸
ば
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様

の
多
大
な
る
ご
支
援
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

私
ど
も
セ
イ
コ
ー
は
２
０

１
６
年
、
創
業
１
３
５
年
を

迎
え
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
、
下
記
重

点
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。（
１
）「
グ
ラ
ン
ド

セ
イ
コ
ー
」
を
セ
イ
コ
ー
の

フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
位
置
づ
け
、
国
内
海

外
で
の
拡
販
を
強
化
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
女
性
需
要
獲

得
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
２
）

世
界
初
の
ソ
ー
ラ
ー
Ｇ
Ｐ
Ｓ

ウ
オ
ッ
チ
「
ア
ス
ト
ロ
ン
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
更
に
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充
し
、
世

界
を
飛
び
回
る
グ
ロ
ー
バ
リ

ス
ト
達
の
定
番
ウ
オ
ッ
チ
と

し
て
育
成
し
て
ま
い
り
ま

す
。（
３
）中
普
及
品
で
は
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
、
ソ
ー
ラ
ー
電

波
お
よ
び
メ
カ
ニ
カ
ル
モ
デ

ル
の
強
化
を
更
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
特
に
メ
カ
ニ
カ

ル
ウ
オ
ッ
チ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
へ

の
対
応
も
含
め
幅
広
い
商
品

の
ご
提
案
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
私
た
ち
セ
イ
コ
ー

は
、
昨
年
制
定
い
た
し
ま
し

た
、
企
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
時

代
と
ハ
ー
ト
を
動
か
す
Ｓ
Ｅ

Ｉ
Ｋ
Ｏ
」
と
と
も
に
、
感
性

に
訴
え
る
技
術
、デ
ザ
イ
ン
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
の
ご
提

案
を
通
し
て
皆
様
と
ワ
ク
ワ

ク
、
ド
キ
ド
キ
を
分
か
ち
合

う
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
歩
み
続
け
て
参

り
ま
す
。
２
０
１
６
年
を
、

新
た
な
飛
躍

の
出
発
点
に

な
る
年
に
し

て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
本
年
も
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。最

後
に
業
界
の
皆
様
の
、

一
層
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を

祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。２

０
１
５
年
は
、
株
高
に

伴
う
資
産
効
果
や
賃
上
げ
の

影
響
で
個
人
消
費
が
持
ち
直

し
、
２
０
１
４
年
４
月
の
消

費
増
税
後
の
落
ち
込
み
か

ら
、
ゆ
る
や
か
な
景
気
の
回

復
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
円
安
や
ビ
ザ
の
発

給
緩
和
策
に
よ
り
中
国
人
を

始
め
と
す
る
観
光
客
の
訪
日

が
増
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
は
大
き
く
伸
び
ま
し
た
。

今
後
は
、
中
国
や
ア
ジ
ア
新

興
国
等
の
動
向
に
注
意
が
必

要
で
す
が
、
国
内
景
気
の
改

善
傾
向
は
続
い
て
い
く
と
思

わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
販
売
は
好
調
に
推
移
し
て

お
り
、
皆
様
の
多
大
な
る
ご

支
援
・
ご
協
力
に
よ
る
も
の

と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。特

に
、
世
界
で
最
も
時
刻

受
信
が
早
く
最
も
薄
い
衛
星

電
波
時
計
「
エ
コ
・
ド
ラ
イ

ブ

サ
テ
ラ
イ
ト
ウ
エ
ー
ブ

Ｆ
９
０
０
」
は
、
時
計
を

繰
る
楽
し
さ
、
宇
宙
と
つ
な

が
る
喜
び
、
人
を
ワ
ク
ワ
ク

さ
せ
る
よ
う
な
魅
力
を
お
客

様
に
ご
提
供
し
、
国
内
外
で

広
く
ご
支
持
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
高
機
能
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ウ
オ
ッ
チ
と
し
て
時

計
の
新
し
い
価
値
観
を
提
案

す
る
「
ク
ロ
ス
シ
ー
」
か
ら

は
、
ワ
ー
ル
ド
タ
イ
ム
機
能

搭
載
で
軽
さ
を
極
め
た
「
テ

ィ
タ
ニ
ア
ラ
イ
ン
ハ
ッ
ピ
ー

フ
ラ
イ
ト
」
を
発
売
し
、
こ

ち
ら
も
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
４
年
４
月

の
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
で
発
表

し
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

「
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
ｉ
ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｍ

Ｅ
」
が
ロ
ン
ド
ン
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ワ
ー
ズ

の
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
金
賞
受

賞
、
全
世
界
統
一
の
広
告
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
「
チ
ェ
イ
シ
ン

グ
・
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
ズ
」
が
カ

ン
ヌ
ラ
イ
オ
ン
ズ
国
際
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
「
Ｐ
ｒ

ｏ
ｍ
ｏ
＆
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
」
部
門
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ラ
イ
オ
ン
と
シ
ル
バ
ー
ラ

イ
オ
ン
の
ダ
ブ
ル
受
賞
と
、

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
お
客

様
に
お
伝
え
す
る
活
動
に
つ

い
て
も
、
世
界
的
に
高
い
評

価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。２

０
１
６
年
は
、
シ
チ
ズ

ン
の
基
幹
技
術
「
エ
コ
・
ド

ラ
イ
ブ
」
の
元
と
な
っ
た
、

世
界
初
の
ア
ナ
ロ
グ
式
光
発

電
時
計
を
発
売
し
て
か
ら
４０

年
と
な
り
ま
す
。
定
期
的
な

電
池
交
換
が
不
要
で
、
わ
ず

か
な
光
で
も
効
率
よ
く
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
、
シ

チ
ズ
ン
独
自
の
光
発
電
技
術

「
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
」
は
、

地
球
上
ど
こ
で
も
光
さ
え
あ

れ
ば
動
き
続
け
、
現
在
１
０

０
カ
国
以
上
で
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
」
は

今
も
進
化
を
続
け
て
お
り
、

効
率
的
な
発
電
や
省
電
力
技

術
の
研
究
に
よ
っ
て
、
多
機

能
化
と
デ
ザ
イ
ン
の
両
面
で

様
々
な
可
能
性
に
挑
ん
で
い

ま
す
。
２
０
１
６
年
は
４０
周

年
に
ふ
さ
わ
し
い
「
エ
コ
・

ド
ラ
イ
ブ
」
搭
載
商
品
を
取

り
そ
ろ
え
、
ご
提
案
し
て
ま

い
り
ま
す
。

「
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
サ
テ

ラ
イ
ト
ウ
エ
ー
ブ
」
は
最
新

作
を
加
え
、
さ
ら
に
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
充
実
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。
女
性
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
日
本
市
場
を
リ
ー
ド
す

る
「
ク
ロ
ス
シ
ー
」
も
機
能

と
美
し
さ
を
両
立
さ
せ
た
新

作
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
の
向
上
に
も
一
層
の
努
力

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
昨

年
話
題
を
さ
ら
っ
た
ラ
グ
ビ

ー
日
本
代
表
へ
の
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
長
年

継
続
し
て
い
る
全
米
オ
ー
プ

ン
テ
ニ
ス
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
協
賛
に
つ
い
て

も
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

シ
チ
ズ
ン
は
常
に
進
化

し
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
を

続
け
て
お
り
ま
す
。
「
Ｂ
Ｅ

Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
Ｎ

Ｏ
Ｗ
（
ど
ん
な
時
で
あ
ろ
う

と
『
今
』
を
ス
タ
ー
ト
と
考

え
て
行
動
す
る
限
り
、
私
た

ち
は
絶
え
ず
何
か
を
よ
く
し

て
い
け
る
の
だ
）
」
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

の
も
と
、
２
０
１
６
年
も
引

き
続
き
お
客
様
に
魅
力
的
な

商
品
と
価
値
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
、
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
倍
旧
の
お
引
立

て
を
賜
り
た
く
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
格
別
の
お
引
き

立
て
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
引
き

続
き
オ
リ
エ
ン
ト
時
計
を
ご

愛
顧
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
国
内
市
場
は
浮
き
沈
み

の
激
し
か
っ
た
一
昨
年
と
は

違
い
、
４
月
に
は
日
経
平
均

株
価
が
１５
年

ぶ
り
に
２
万

円
台
を
回
復

し
、
堅
調
な

消
費
と
引
き

続
き
好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
背
景
に
全
体
を
通
じ

て
活
況
を
呈
し
た
１
年
で
し

た
。ま

た
昨
年
に
続
き
２
名
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
輩

出
、
国
産
初
の
ジ
ェ
ッ
ト
旅

客
機
が
初
飛
行
に
成
功
し
、

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
は
ラ
グ
ビ

ー
Ｗ
杯
で
歴
史
的
勝
利
を
挙

げ
る
な
ど
、
明
る
く
元
気
な

日
本
を
印
象
付
け
る
話
題
も

多
か
っ
た
年
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

一
方
海
外
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
昨
年
来
の
円
安
が
継

続
し
、
輸
出
関
連
は
好
調
を

維
持
す
る
も
の
の
、
政
情
不

安
や
原
油
安
、
現
地
通
貨
の

下
落
な
ど
か
ら
前
年
に
比
べ

景
気
が
減
速
す
る
市
場
も
出

て
き
て
お
り
、
不
透
明
感
を

拭
え
な
い
１
年
で
あ
り
ま
し

た
。国

内
の
腕
時
計
市
場
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
を
追
い
風
に
日
本

製
、
高
単
価
か
つ
本
格
的
な

腕
時
計
が
好
調
で
、
海
外
旅

行
者
の
み
な
ら
ず
日
本
の
ユ

ー
ザ
ー
か
ら
も
支
持
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
ア
ッ
プ
ル
ウ
オ

ッ
チ
に
代
表
さ
れ
る
ス
マ
ー

ト
ウ
オ
ッ
チ
が
市
場
に
登
場

す
る
と
、
海
外
の
既
存
の
メ

ー
カ
ー
か
ら
も
相
次
い
で
商

品
が
発
表
さ
れ
、
ま
た
健
康

関
連
を
中
心
と
し
た
ウ
ェ
ア

ラ
ブ
ル
機
器
も
数
多
く
発
売

さ
れ
る
な
ど
、
リ
ス
ト
回
り

に
関
し
て
大
変
注
目
を
浴
び

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、

弊
社
で
は
主
力
ブ
ラ
ン
ド
で

あ
り
ま
す
「
オ
リ
エ
ン
ト
ス

タ
ー
」
で
今

後
の
基
幹
機

種
と
な
る
ム

ー
ブ
メ
ン
ト

を
搭
載
し
た

商
品
や
チ
タ
ン
ケ
ー
ス
・
バ

ン
ド
を
採
用
し
た
付
加
価
値

の
高
い
モ
デ
ル
を
発
売
す
る

な
ど
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
広
告
宣

伝
を
例
年
以
上
に
拡
充
し
、

ま
た
お
取
引
先
様
の
ご
協
力

の
元
、
機
械
式
時
計
を
訴
求

す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し

て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
活
動
を
通
し
て
機
械
式
時

計
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
の

お
客
様
か
ら
の
支
持
も
増

え
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
継
続
的

な
成
長
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
皆
様
の
ご
愛
顧
の
賜
物

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

技
術
の
進
歩
と
と
も
に
多

様
な
リ
ス
ト
機
器
が
増
え
る

中
、
腕
廻
り
に
身
に
着
け
る

商
品
も
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
選
択
さ
れ
る
時
代

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
世
の
中
の
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
す
る
現
在
、
嗜
好
性

の
高
い
商
品
に
対
し
て
お
客

様
か
ら
は
、
価
格
を
超
え
る

期
待
、
満
足
が
今
ま
で
以
上

に
要
求
さ
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。本

年
も
弊
社
に
お
き
ま
し

て
は
機
械
式
時
計
の
代
表
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
り
ま
す
「
オ
リ

エ
ン
ト
ス
タ
ー
」を
中
心
に
、

「
着
け
る
喜
び
、
魅
せ
る
喜

び
、
繋
ぐ
喜
び
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
、
お
客
様
の
期
待
を

超
え
る
満
足
と
感
動
を
与
え

ら
れ
る
商
品
を
「
創
っ
て
、

作
っ
て
、
お
届
け
す
る
」
こ

と
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
皆
様
方
の
一
層
の

ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
の
皆

様
、
本
年
も
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
消
費
税
増
税
後

の
消
費
低
迷
も
一
巡
し
、
業

界
全
体
で
は
消
費
の
回
復
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
部
で
は
、
中
国
人
に
よ

る
爆
買
い
も
話
題
に
な
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
ジ

ュ
エ
リ
ー
業
界
全
体
に
対
す

る
影
響
は
地
域
間
に
よ
る
格

差
が
顕
著
で
あ
り
、
す
べ
て

の
関
係
者
が
そ
の
恩
恵
に
浴

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

ま
た
、
通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
お
い
て
も
引
き
続
き
消
費

の
二
極
化
傾
向
が
見
受
け
ら

れ
、
百
貨
店
等
の
富
裕
層
を

顧
客
に
持
つ
業
態
の
業
績
は

好
調
で
し
た
が
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
ゾ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
中
間

層
を
対
象
と
す
る
業
態
は
全

般
的
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
事
象
か
ら

推
察
す
る
と
、
昨
年
は
決
し

て
皆
が
満
足
で
き
る
１
年
で

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

本
年
は
、
昨
年
来
の
中
国

経
済
減
速
や
世
界
的
な
テ
ロ

リ
ズ
ム
に
対
す
る
懸
念
な
ど

外
部
環
境
は
油
断
で
き
な
い

状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
国
内
消
費
に
関
し

て
は
、
来
年
４
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
消
費
税
再
増
税
に

向
け
て
、
業
界
内
で
も
様
々

な
先
取
り
的
な
動
き
も
出
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
と
変
化
に
対
応
で

き
る
体
制
作
り
が
最
終
的
な

業
績
へ
の
重
要
な
要
因
と
な

り
ま
す
。

ナ
ガ
ホ
リ
グ
ル
ー
プ
で

は
、
「
顧
客
満
足
度
の
高
い

企
業
グ
ル
ー
プ
に
な
る
」
こ

と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
取

引
先
様
か
ら
信
頼
さ
れ
て
支

持
さ
れ
る
商
品
開
発
や
催
事

企
画
の
提
案
を
積
極
的
に
行

う
所
存
で
す
。
商
品
に
関
し

て
は
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
及
び
ア

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
関
連
ブ
ラ
ン

ド
の
充
実
や
海
外
新
ブ
ラ
ン

ド
の
開
発
に
注
力
す
る
と
と

も
に
品
質
や
作
り
の
良
さ
に

こ
だ
わ
っ
た
本
物
志
向
の
路

線
を
引
き
続
き
追
求
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い

本
社
屋
に
は
保
税
蔵
置
場
も

併
設
の
予
定
で
す
の
で
、
当

社
の
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

駆
使
し
た
商
品
調
達
力
を
駆

使
し
て
、
様
々
な
企
画
提
案

を
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
お
り

ま
す
。

本
年
も
当
社
は
日
本
の
ジ

ュ
エ
リ
ー
業
界
の
発
展
の
た

め
に
寄
与
す
べ
く
努
力
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
年
も
良
き
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

景
気
の
方
は
大
企
業
や
輸

出
産
業
な
ど
で
は
大
分
回
復

し
て
き
た
よ
う
で
す
が
、

我
々
貴
金
属
宝
飾
品
業
界
で

は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
態
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
導
入
さ
れ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
は
、
昨
年
中
に
「
通
知

カ
ー
ド
」
が
皆
様
の
所
に
も

届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
年
よ
り
「
個
人
カ
ー

ド
」
の
収
得
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
難
し
い
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
に
こ

れ
か
ら
も
勉
強
し
合
っ
て
正

し
く
使
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
当
組
合
の
会
館
の

建
物
も
４０
年
以
上
経
過
し
て

き
ま
し
た
の
で
今
年
は
少
し

修
繕
を
し
て
今
後
と
も
マ
ン

シ
ョ
ン
事
業
の
方
も
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
組
合
に
お
き
ま
し
て
も

「
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
頂
く
」

と
い
う
基
本
に
立
ち
返
っ
て

頑
張
っ
て
い
き
た
く
思
い
ま

す
。結

び
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
事
業
の

繁
栄
と
ご
健
康
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
５
月
の
総
会
で
会

長
に
就
任
し
、
東
京
と
神
戸

間
を
何
度
往
復
し
た
で
し
ょ

う
。

７
月
に
は
日
伊
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
ジ
ュ
エ
リ
ー
交
流

展
「
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
―

対
話
」
が
Ｊ
Ｊ
Ｄ
Ａ
の
歴
史

に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
刻

み
、
５０
周
年
記
念
事
業
の
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

世
界
で
も
日
本
で
も
不
穏
な

空
気
が
流
れ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
の
世
界
観
と
は
ま
た
違

う
も
の
が
生
ま
れ
始
め
て
い

る
よ
う
で
す
。
先
の
見
え
な

い
不
安
と
い
う
も
の
で
し
ょ

う
か
。
常
に
付
き
ま
と
っ
て

い
る
も
の
で
も
あ
り
、
こ
の

正
体
を
知
る
た
め
に
人
は
考

え
、
作
り
、
行
動
し
、
を
繰

り
返
し
な
が
ら
生
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

若
者
た
ち
の
立
ち
上
が
る

姿
に
未
来
を
感
じ
る
反
面
、

電
車
に
乗
る
と
座
っ
て
い
る

人
の
ほ
と
ん
ど
が
ス
マ
ホ
を

眺
め
、
他
の
こ
と
と
は
無
縁

の
ふ
り
し
て
過
ご
し
て
い
る

様
に
何
と
も
言
え
な
い
気
持

ち
に
な
る
時
が
あ
り
ま
す
。

情
報
は
ド
ン
ド
ン
流
れ
、
何

が
良
い
の
か
悪
い
の
か
を
判

別
す
る
余
裕
さ
え
な
く
時
が

進
む
こ
と
で
、
人
の
脳
内
細

胞
は
変
化
し
思
い
も
よ
ら
ぬ

行
動
に
で
る
の
で
し
ょ
う
。

電
車
の
中
で
ず
っ
と
携
帯
で

話
を
し
て
い
る
若
い
女
性

に
、
み
ん
な
の
迷
惑
に
な
る

か
ら
や
め
て
ね
、
と
言
い
つ

つ
降
車
し
ま
し
た
が
、
彼
女

は
に
っ
こ
り
笑
っ
て
も
携
帯

を
放
そ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し

た
。多

く
の
情
報
が
流
れ
世
界

が
広
が
る
半
面
、
精
神
的
な

世
界
は
逆
行
し
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。

日
伊
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ジ
ュ
エ
リ
ー
交
流
展
の
「
対

話
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
私
の

中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
、

顔
を
あ
わ
せ
て
話
を
す
る
、

話
を
聞
く
、笑
い
が
生
ま
れ
、

疑
問
が
解
け
、
疑
問
が
生
ま

れ
、
ま
た
話
を
す
る
…
…
こ

れ
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と

が
人
間
関
係
、
信
頼
関
係
を

作
る
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
希
薄
に
な
っ
た
関
係
は

「
対
話
」
で
取
り
戻
せ
る
は

ず
で
す
。
量
産
さ
れ
る
ジ
ュ

エ
リ
ー
の
中
で
、
人
の
手
の

温
か
み
を
感
じ
る
ジ
ュ
エ
リ

ー
が
生
き
続
け
て
い
る
よ
う

に
。
時
間
は
か
か
り
ま
す
が

ア
ナ
ロ
グ
に
こ
だ
わ
っ
て
、

１
歩
ず
つ
歩
を
進
め
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

公
募
展
は
名
称
を
変
更

し
、
９
月
に
は
新
し
い
姿
で

お
披
露
目
い
た
し
ま
す
。

皆
様
と
の
対
話
を
楽
し
み

に
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

貴社と共に成長する会社を目指します

宝飾品の総合商社

片 岡 商 店 株 式 会 社

〒５５０―００１４ 大阪市西区北堀江１丁目１９番地１号
八光心斎橋ＡＩＲＢｌｄｇ５Ｆ

ＴＥＬ ０６（６１１０）１ ０ ０ ７
ＦＡＸ ０６（６５３１）６ ４ ２ ５

〒〒１１１１３３――００００３３４４ 東東京京都都文文京京区区湯湯島島３３丁丁目目７７番番６６号号
タタイイムムハハイイツツ湯湯島島５５００２２号号

東京時計産業連盟 理事長 涌井宏昌

電話 ０３―３８３２―１３１６＊ＦＡＸ ０３―３８３２―１３１８

�保険のご相談は（株）東時へ� 総合保険代理店

株式会社 東時 代表取締役社長 川又進

電話０３―５８１７―０３５３＊ＦＡＸ０３―５８１７―０３５９

セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
�株

代
表
取
締
役

社

長

服
部

真
二

東
京
貴
金
属
工
芸
品
工
業
協
同
組
合

理
事
長

松
本

正

�株
ナ
ガ
ホ
リ

代
表
取
締
役

社

長

長
堀

慶
太

シ
チ
ズ
ン
時
計
�株

代
表
取
締
役

社

長

戸
倉

敏
夫

「
お
客
様
が
喜
ぶ
」を
心
に

厳
し
き
中
、基
本
に
立
ち
帰
り
奮
闘

『
顧
客
満
足
度
』を
高
く

商
品
開
発
と
催
事
企
画
に
注
力

アナログで一歩ずつ

公募展は９月に各称変更

創
業
１３５
年
の
重
点
課
題

時
代
と
ハ
ー
ト
動
か
す
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

新エコ・ドライブ

機能と美しさを両立

感
動
与
え
る
商
品
提
供

着
け
る
見
せ
る
繋
ぐ
喜
び
今
年
も

公
益
社
団
法
人

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

会
長

小
宮

宇
子

オ
リ
エ
ン
ト
時
計
�株

代
表
取
締
役

社

長

川
名

政
幸
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
を
振
り
返
り

ま
す
と
、ジ
ュ
エ
リ
ー
産
業
、

と
り
わ
け
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
産

業
に
は
厳
し
い
年
と
な
り
ま

し
た
。
円
相
場
は
年
初
よ
り

徐
々
に
円
安
が
進
み
年
末
に

は
１
ド
ル
�
１
２
３
円
ま
で

進
み
ま
し
た
。
輸
入
業
者
に

と
り
ま
し
て
は
乱
高
下
が
な

か
っ
た
の
で
為
替
相
場
に
神

経
質
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
気

が
し
ま
す
。
一
方
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
の
国
際
相
場
は
１
ｃ
ｔ

―
Ｄ
Ｖ
Ｖ
Ｓ
１
が
年
初
に
１

万
８
０
０
０
�
／
ｃ
ｔ
で
し

た
が
本
年
末
に
は
１
万
７
０

０
０
�
／
ｃ
ｔ
と
３
年
連
続

の
値
下
が
り
と
な
り
、
ポ
イ

ン
タ
ー
の
リ
ス
ト
価
格
も
下

落
し
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
相
場
が
下

落
し
た
原
因
の
ひ
と
つ
に
中

国
経
済
の
減
速
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
過
去
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
そ
の
時
々
に
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
市
場
を
支
え
る
非
常

に
景
気
の
良
い
国
が
あ
り
、

一
時
的
に
ダ
イ
ヤ
が
大
量
に

売
れ
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。そ
の
良
い
例
が
日
本
で
、

８０
′
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
好
景

気
は
収
ま
り
、
そ
の
後
ア
メ

リ
カ
‐
イ
ン
ド
‐
中
国
の
順

に
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
好
調
期

が
あ
り
現
在

に
至
っ
て
い

ま
す
。
海
外

の
消
息
通
に
よ
れ
ば
中
国
の

ダ
イ
ヤ
市
場
は
現
在
ピ
ー
ク

の
１
／
２
ほ
ど
に
縮
小
し
、

将
来
１
／
３
程
度
ま
で
落
ち

込
む
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

１
／
３
と
い
っ
て
も
そ
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
は
現
在
の
ア
メ
リ

カ
と
同
等
で
、
中
国
の
市
場

規
模
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ

ま
す
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
市
場
が
低

迷
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
原
因

は
金
融
機
関
の
締
め
付
け
で

す
。
こ
の
１５
年
間
で
世
界
中

の
銀
行
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
業

界
か
ら
手
を
引
い
て
い
ま

す
。
現
在
残
っ
て
い
る
金
融

機
関
は
少
な
く
、
そ
の
殆
ど

は
イ
ン
ド
の
銀
行
で
す
。
な

ぜ
イ
ン
ド
の
銀
行
が
融
資
を

続
け
る
の
か
と
申
せ
ば
イ
ン

ド
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
研
磨
は

国
の
推
奨
産
業
で
あ
り
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
業
界
人
は
カ
ー

ス
ト
制

の

中

で

は

善

い

人
々
？
で
、
い
ま
ま
で
た
っ

ぷ
り
儲
け
さ
せ
て
も
ら
っ
た

か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２
０
１
５
年
の
欧
州
の
主

要
銀
行
の
経
営
状
況
は
軒
並

み
低
迷
し
ま
し
た
。
経
営
悪

化
の
要
因
は
制
裁
金
で
す
。

Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ（
英
）、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
バ

リ
パ（
仏
）、
サ
ン
タ
ン
デ
ー

ル（
ス
ペ
イ
ン
）、
ド
イ
チ
ェ

バ
ン
ク（
独
）な
ど
の
大
手
銀

行
は
制
裁
金
の
支
払
い
で
経

営
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
Ｂ
Ｎ
Ｐ
バ
リ
パ
は
２

０
１
４
年
に
米
国
敵
対
国
へ

の
不
正
送
金
で
１０
億
ド
ル
の

制
裁
金
支
払
い
に
加
え
１
年

間
の
ド
ル
決
済
停
止
の
処
分

を
受
け
ま
し
た
。
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
産
業
も
有
名
な
サ
イ
ト

ホ
ル
ダ
ー
が
マ
ネ
ロ
ン
と
脱

税
の
疑
い
で
告
発
さ
れ
た
こ

と
が
記
事
に
な
り
ま
し
た
。

欧
州
の
景

気
減
速
は
銀

行
間
不
正
取

引
を
防
止
す

る
た
め
一
般

の
現
金
送
金
を
締
め
付
け
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
産
業
の
将
来

は
ど
う
な
る
の
か
？

Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｂ
（
世
界
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
取
引
所
連
盟
）
は
各

国
の
加
盟
取
引
所
に
取
引
の

透
明
性
を
厳
し
く
求
め
て
い

ま
す
。
Ｔ
Ｄ
Ｅ
は
昨
年
に
引

き
続
き
情
報
を
公
開
し
、
消

費
者
信
頼
に
つ
な
げ
る
所
存

で
す
。
ま
た
本
年
か
ら
上
海

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
エ
ク
ス
チ
ェ

ン
ジ
（
Ｓ
Ｄ
Ｅ
）
と
の
交
流

を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ジ
ュ
エ
リ

ー
は
こ
れ
か
ら
も
人
々
の
心

に
潤
い
と
満
足
を
与
え
続
け

る
と
確
信
し
、
そ
の
素
材
を

扱
う
者
と
し
て
誇
り
を
も
っ

て
日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

本
年
も
皆
様
方
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
に

と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
１

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
平
成
２８
年
の

新
年
を
ご
健
勝
に
て
お
迎
え

の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

旧
年
中
は

私
ど
も
の
日

本
宝
石
協
同
組
合
に
近
畿
経

済
産
業
局
や
中
小
企
業
団
体

中
央
会
ま
た
、
多
く
の
業
界

の
関
係
者
の
皆
様
方
か
ら
、

組
合
の
運
営
に
多
大
の
御
指

導
御
協
力
や
格
別
の
御
高
配

を
賜
り
ま
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
、
本

年
も
引
き
続
き
宜
し
く
御
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
年
明
け
か

ら
世
界
的
な
景
気
の
低
迷
と

金
融
不
安
か
ら
コ
モ
デ
ィ
テ

ィ
、
中
で
も
原
油
や
鉄
・
銅

な
ど
の
価
格
の
急
落
の
流
れ

の
中
で
私
達
の
業
界
で
取
扱

い
ま
す
色
々
な
商
品
価
格
が

大
き
く
変
化
し
て
大
変
難
し

い
１
年
で
し
た
。

少
し
遡
っ
て
組
合
の
創
立

の
頃
か
ら
の
お
話
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
と
、
１
９
７
１
年

は
、
金
と
ド
ル
の
交
換
を
停

止
し
た
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク

や
７３
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

で
イ
ン
フ
レ
が
進
み
ス
ー
パ

ー
の
棚
か
ら
商
品
が
無
く
な

る
ほ
ど
買
い
漁
り
が
激
し

く
、
旧
ソ
連
が
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
に
侵
攻
し
た
１
９
８
０

年
に
は
１５
年
で
日
本
国
民
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
１０
倍
近
く
伸
び
る

ほ
ど
の
高
度
成
長
の
時
代
で

宝
石
業
界
も
活
気
に
溢
れ
、

為
替
の
関
係
も
有
り
ま
す

が
、
金
の
価
格
も
６
４
９
５

円

高
値
を
つ
け
て
い
ま
し

た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
や
色
石

も
そ
の
頃
が

高
値
で
、
根

本
大
使
が
書
か
れ
た
「
歪
ん

だ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
と
言
う
本

が
出
た
の
も
そ
の
頃
で
し

た
。そ

の
次
に
は
１
９
８
５
年

の
プ
ラ
ザ
合
意
に
寄
る
円
高

不
況
に
対
処
し
た
金
融
緩
和

や
財
政
出
動
が
９０
年
に
向
け

て
も
の
す
ご
い
バ
ブ
ル
を
起

こ
し
株
式
相
場
が
３
万
８
９

１
５
円
を
付
け
て
世
の
中
が

浮
か
れ
て
い
た
頃
で
す
。
７０

年
代
の
１０
年
と
８０
年
代
の
後

半
５
年
間
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
大
変
伸
び
て
い
た
頃
は
日

本
に
大
変
質
の
高
い
宝
石
類

が
大
量
に
輸
入
さ
れ
、
町
を

行
き
交
う
人
達
の
装
い
も
な

ん
と
な
く
綺
羅
び
や
か
な
も

の
で
し
た
。
９０
年
に
は
市
場

規
模
は
１０
倍
以
上
に
膨
ら
み

３
兆
円
と
も
４
兆
円
と
も
言

わ
れ
る
よ
う
に
成
長
し
た
時

も
有
り
ま
し
た
が
バ
ブ
ル
が

弾
け
て
デ
フ
レ
に
変
わ
り
市

場
の
規
模
も
数
分
の
１
に
成

っ
て
居
ま
す
。

２
０
０
２
年
か
ら
６
年

間
、
戦
後
成
長
の
景
気
回
復

が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
途

切
れ
て
し
ま
い
、
町
に
は
時

計
・
宝
石
よ
り
も
「
金
・
プ

ラ
チ
ナ
買
い
ま
す
」
の
看
板

の
方
が
心
な
し
か
目
立
つ
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
２
０
０

８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
後
の
日
米
欧
の
金
融
緩
和

マ
ネ
ー
が
中
国
や
イ
ン
ド
等

の
新
興
国
に
流
れ
、
資
源
や

宝
石
需
要
を
急
拡
大
さ
せ
て

い
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の

利
上
げ
問
題
の
前
に
緩
和
マ

ネ
ー
が
逆
流
し
は
じ
め
、

色
々
な
資
源
や
宝
石
業
界
の

商
品
価
格
も
大
き
く
変
化
を

し
て
い
ま
す

日
本
経
済
も
デ
フ
レ
脱
却

ま
で
も
う
一
息
の
と
こ
ろ
ま

で
来
て
い
る
と
言
う
事
で
す

し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

も
６
０
０
兆

円
に
向
け
て

が
ん
ば
っ
て

頂
い
て
居
る

よ
う
で
す
か
ら
私
達
、
日
本

宝
石
協
同
組
合
も
こ
の
よ
う

に
先
の
見
え
に
く
い
混
沌
と

し
た
時
代
に
２
０
０
人
を
数

え
る
組
合
員
全
員
が
強
い
絆

で
宝
石
業
界
の
発
展
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
益
々
の
御
繁
栄
、

そ
し
て
こ
の
１
年
が
皆
様
方

に
と
り
ま
し
て
、
す
ば
ら
し

い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
致
し
ま
し
て
、
新
年
の
御

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

平
成
２８
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

旧
年
中
は
当
会
の
活
動
な
ら

び
に
当
会
会
員
に
対
し
、
多

大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
新
年
を
占
う
上
で

昨
年
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
消
費
者

心
理
の
低
迷
と
い
う
厚
い
壁

に
跳
ね
返
さ

れ
続
け
た
一

年
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

俗
に
言
う
、

財
布
の
紐
が
幾
重
に
も
鍵
が

か
け
て
あ
る
状
態
、
少
子
高

齢
化
と
相
ま
っ
て
物
販
全
般

に
お
い
て
厳
し
い
１
年
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
明
る
い
兆

し
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
大

手
企
業
の
業
績
ア
ッ
プ
に
よ

る
賃
金
上
昇
へ
の
道
筋
、
中

国
人
に
よ
る
爆
買
に
代
表
さ

れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の

拡
大
、
ど
ち
ら
も
今
年
の
ジ

ュ
エ
リ
ー
業
界
に
プ
ラ
ス
に

働
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
ま
た
今
年
は
販
売
、
流

通
方
法
の
変
化
に
も
着
目
す

べ
き
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま

す
。
古
く
か
ら
現
物
、
対
面

販
売
が
当
た
り
前
の
業
界
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
瞬
時
の
情
報
発
信
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
に
よ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
活
用
な
ど
、
発
想
の

転
換
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
消
費
者
心
理
の
消
極
性

を
刺
激
し
、
い
か
に
向
上
さ

せ
る
か
、
業
界
全
体
が
協
力

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
ジ
ュ
エ
リ
ー
タ
ウ

ン
お
か
ち
ま
ち
と
し
て
は
、

昨
秋
、
上
野
警
察
署
の
協
力

の
も
と
大
規
模
な
強
盗
訓

練
、
１２
月
に
は
台
東
区
、
東

京
都
の
補
助
を
受
け
街
頭
防

犯
カ
メ
ラ
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
本

年
も
日
本
全
国
か
ら
の
来
街

者
、

近
と
み
に
増
え
て
い

る
海
外
か
ら
の
バ
イ
ヤ
ー
に

対
し
「
安
心

安
全
な
街

お
か
ち
ま
ち
」
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
皆
さ
ま
の
商
売
の
サ
ポ

ー
ト
に
な
れ
ば
と
日
々
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
に
お
け

る
情
報
発
信
基
地
と
し
て
、

日
本
の
み
な

ら
ず
世
界
に

も
認
識
さ
れ

る
べ
く
、
本

年
も
Ｊ
Ｔ
Ｏ

会
員
各
社
へ
の
ご
支
援
、
ご

鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

本
年
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界

の
益
々
の
発
展
と
関
係
者
の

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
は
私
に
と
っ

て
新
た
な
創
作
の
発
想
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
と
て
も
充

実
し
た
１
年
で
し
た
。

昨
年
の
５
月
に
は
私
の
代

表
作
「
エ
マ
ー
ユ
ジ
ュ
エ
リ

ー
」
の
エ
マ
ー
ユ
（
七
宝
）

を
創
作
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

リ
モ
ー
ジ
ュ
に
工
房
を
持
つ

エ
マ
ー
ユ
作
家
Ｃ
・
シ
ェ
ロ

ン
の
も
と
を
訪
ね
、
エ
マ
ー

ユ
創
作
の
現
場
で
作
品
づ
く

り
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
し
、
と
も
に
生
み
出
す

作
品
が
「
１
０
０
年
後
も
輝

く
愛
さ
れ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
」

と
な
る
よ
う
さ
ら
に
魅
力
的

な
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

千
年
を
超
す
歴
史
を
持
つ

フ
ラ
ン
ス
の
芸
術
リ
モ
ー
ジ

ュ
エ
マ
ー
ユ
が
日
本
の
技
術

に
よ
り
フ
レ
ー
ム
が
施
さ

れ
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
し
て
日

本
の
宝
飾
界
で
色
あ
せ
る
こ

と
無
く
守
ら
れ
輝
き
続
け
る

こ
と
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
再
認
識
し
、�
フ

ラ
ン
ス
と
日
本
の
融
合
�
を

テ
ー
マ
と
し
た
新
し
い
エ
マ

ー
ユ
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
構
想
に

繋
が
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
昨
年
よ
り
、
日
本

の
伝
統
工
芸
で
あ
る
蒔
絵
を

施
し
た
べ
っ
甲
の
フ
レ
ー
ム

を
エ
マ
ー
ユ
に
施
す
こ
と
で

日
仏
の
技
術
が
融
合
し
た
独

自
性
の
あ
る
個
性
的
な
ジ
ュ

エ
リ
ー
を
創
作
し
、
昨
年
末

の
私
の
個
展
で
「
ジ
ャ
ポ
ネ

ス
ク
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発

表
し
た
時
に
は
お
客
様
に
と

て
も
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
今

年
か
ら
本
格
的
に
展
開
し
、

さ
ら
な
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
加

え
、
作
品
を
通
し
て
日
仏
の

伝
統
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
作
品
づ
く
り

の
ほ
か
、
個
展
の
企
画
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。�
ジ
ュ
エ

リ
ー
を
身
に
つ
け
、
お
し
ゃ

れ
を
楽
し
む
場
を
提
供
す

る
�
と
い
う
考
え
の
も
と
始

ま
っ
た
毎
年
１２
月
開
催
の

「
梶
光
夫
ク
リ
ス
マ
ス
ジ
ュ

エ
リ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」
も
お

陰
様
で
昨
年
１３
回
目
を
数
え

ま
し
た
。

海
外
で
の
ク
ル
ー
ズ
の
旅

な
ど
に
出
掛
け
る
と
フ
ォ
ー

マ
ル
で
集
う
場
が
あ
り
、
皆

ジ
ュ
エ
リ
ー
を
身
に
つ
け
て

お
し
ゃ
れ
を
楽
し
む
機
会
が

あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
あ
ま
り
馴
染
み

が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
よ
う
な
場
を
自
分

し
か
で
き
な
い
独
自
の
ス
タ

イ
ル
で
創
出
し
、
ジ
ュ
エ
リ

ー
を
も
っ
と
お
客
様
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ジ
ュ
エ
リ
ー

創
作
と
身
に
つ
け
て
楽
し
む

場
、
ふ
た
つ
の
側
面
か
ら
総

合
的
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
世
界

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

本
年
、
カ
ジ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
で
は
、
カ
ジ
ジ
ュ

エ
リ
ー
ア
ー
ト
と
し
て
私
と

梶
武
史
ふ
た
り
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
で
さ
ら
に
創
作
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

私
は
自
分
独
自
の
世
界
観

を
追
求
し
た
一
点
も
の
の
作

品
の
創
作
に
取
り
組
み
、
梶

武
史
は
次
世
代
の
ジ
ュ
エ
リ

ー
と
し
て
カ
ジ
ジ
ュ
エ
リ
ー

フ
ァ
ン
層
を
広
げ
て
い
く
作

品
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
新

た
な
魅
力
を
持
つ
カ
ジ
ジ
ュ

エ
リ
ー
を
確
立
さ
せ
、
さ
ら

に
邁
進
し
て
い
く
年
に
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
業
界
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

後
に
な
り
ま
す
が
、
本

年
が
皆
様
に
と
っ
て
希
望
と

輝
き
に
満
ち
た
１
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

し
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
眼
鏡
業

界
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
２

０
１
６
年
の

新
春
を
つ
つ

が
な
く
お
迎
え
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

自
民
党
の
安
倍
政
権
に
な

っ
て
か
ら
３
年
余
に
な
り
ま

す
が
、
様
々
な
施
策
に
よ
っ

て
景
気
が
好
転
し
て
い
る
と

は
い
え
、
眼
鏡
業
界
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。
実
感
と
し
て

景
気
が
上
向
き
で
あ
る
と
言

え
る
事
業
者
は
、
極
端
に
言

え
ば
皆
無
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
ど
も
の
業
界
に
は
即
効
性

の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
実

感
で
き
る
迄
に
は
も
う
少
し

時
間
が
か
か
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

そ
れ
故
、
業
界
を
挙
げ
て

景
気
回
復
の
為
の
手
を
打
た

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
は
、
眼
鏡
技
術
者
国
家

資
格
取
得
も
間
接
的
に
起
爆

剤
に
も
な
り
う
る
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
初
計

画
よ
り
大
幅
な
遅
れ
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
資
格
所

得
が
消
費
者
（
生
活
者
）
の

選
択
の
大
き
な
目
安
に
成
る

事
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
信
頼
・
信
用
・
安
心

で
き
る
眼
鏡
店
選
び
の
一
助

に
は
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

当
協
議
会
に
と
り
ま
し
て

２
０
１
５
年
は
、
販
売
店
の

店
舗
削
減
、
（
こ
れ
に
は
各

種
の
事
情
が
あ
り
一
概
に
は

景
気
の
低
迷
に
よ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
）
会
員
の

減
少
は
続
い
て
い
ま
す
。

他
の
業
界
に
眼
を
向
け
て

見
ま
す
と
、
町
の
電
気
屋
さ

ん
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
八
百

屋
さ
ん
の
激
減
、
こ
れ
は
郊

外
に
大
型
店
の
出
店
に
よ
り

車
の
利
用
に
よ
っ
て
の
購
買

と
な
り
、
町
の
中
心
街
か
ら

少
し
離
れ
た
零
細
業
者
は
影

響
を
ま
と
も
に
受
け
廃
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
例
が
か
な

り
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
生

活
弱
者
は
大
変
な
苦
労
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

眼
鏡
業
界
は
「
め
が
ね
」

を
雑
貨
と
見
做
し
、
本
来
あ

る
べ
き
姿
を
見
失
っ
て
い
る

販
売
店
も
多
数
あ
る
事
も
事

実
で
す
。
眼
鏡
の
持
つ
機
能

を
充
分
満
た
す
技
術
と
知
識

が
必
要
で
あ
る
事
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

業
界
の
各
団
体
に
は
、「
正

し
い
原
産
国
表
示
を
し
よ

う
」
と
啓
蒙
活
動
に
努
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
昨

年
９０
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
集
計
中
で
あ
り
ま
す

の
で
、
近
い
う
ち
に
ご
報
告

で
き
る
事
と
思
い
ま
す
。
オ

ー
プ
ン
価
格
の
推
進
と
共
に

原
産
国
表
示
は
当
協
議
会
の

大
き
な
活
動
の
柱
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
事
あ
る
毎
に
お
願

い
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
が
現
状
で

す
。
疑
わ
し

い
事
案
が
あ

れ
ば
、
規
約

違
反
調
査
手

続
等
関
連
規
則
に
従
い
調
査

委
員
会
が
精
査
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
委
員
会

が
活
発
で
な
い
こ
と
を
祈
念

す
る
次
第
で
す
。

後
に
な
り
ま
し
た
が
、

新
し
く
迎
え
た
２
０
１
６
年

が
眼
鏡
業
界
に
と
っ
て
、
飛

躍
の
年
に
な
る
こ
と
を
心
よ

り
願
い
、
又
当
協
議
会
に
格

別
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
事
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

動
向

今
月
は
マ
ル
チ
カ
ラ
ー
サ
フ
ァ
イ
ヤ
メ
レ
の
注
文
が
多
く
サ
イ
ズ

に
よ
っ
て
は
揃
わ
な
い
サ
イ
ズ
が
有
り
リ
カ
ッ
ト
し
て
ま
で
も
揃
え

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
ほ
ど
で
し
た
。

他
に
は
、
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
ー
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
注
文
が
こ
こ
数
か
月
つ
づ
い
て
い

ま
す
、
ト
ル
コ
石
も
大
き
い
サ
イ
ズ
の
注
文
が
多
い
の
で
す
が
ネ
ッ
ト
が
入
ら
な
い

ト
ル
コ
石
の
入
荷
が
ほ
と
ん
ど
無
い
状
態
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。

１２
月
の
誕
生
石
タ
ン
ザ
ナ
イ
ト
も
単
品
物
か
ら
メ
レ
サ
イ
ズ
ま
で
の
動
き
が
良
か

っ
た
で
す
。

（
五
十
嵐
）

売れ筋ベスト１０

�１ サファイア

�２ ルビー

�３ ガーネット族

�４ スフェーン

�５ ラピスラズリー

�６ タンザナイト

�７ トルコ石

�８ トルマリン

�９ ペリドット

�１０ 翡翠

＊２０１５年１２月１カ月店頭販売（数量伸び率比較）調べ

資料提供�ミユキグループ（ジュエリーおかちまち）

�０３―３８３６―４３３１

綜合ジュエリーメーカー

株式会社
ハナブサ

英 工 芸

代表取締役社長 後 藤 俊 明

HANABUSA KOGEI CO.LTD
東京都荒川区西日暮里４―３―３
Tel.（０３）３８２２―２２１８ Fax.（０３）３８２２―０５１２

１１２２月月のの色色石石ルルーースス

日
本
宝
石
協
同
組
合

理
事
長

片
岡

清
人

�株
テ
ィ
ー
デ
ィ
ー
イ
ー
代
表
取
締
役
社
長

東
京
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
理
事
長

岩
崎

道
夫

ジ
ュ
エ
リ
ー
タ
ウ
ン
お
か
ち
ま
ち

会

長

高
橋

隆
之

眼
鏡
公
正
取
引
協
議
会

会
長

馬
場

康
男

ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

梶

光
夫

中
国
Ｓ
Ｄ
Ｅ
と
交
流
開
始

今
年
も
情
報
公
開
し
信
頼
を
得
る

組
合
員
全
員
が
強
い
絆
で

宝
石
業
界
発
展
の
た
め
全
力
傾
注

業
界
の
情
報
発
信
基
地
に

安
心
で
安
全
な
街
『
お
か
ち
ま
ち
』

正
し
い
原
産
国
表
示
を

９０
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
近
く
公
表

光夫、武史で二人三脚

カジジュエリーに新魅力

���	
����
���� ���（第三種郵便物認可）������
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平
成
２８
年
の
新
春
を
迎
え

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
、
当
組
合
の

運
営
や
活
動
に
対
し
多
大
な

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

安
倍
政
権
発
足
し
２
年
が

た
ち
大
手
企
業
は
業
績
回
復

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
中
国

経
済
の
減
速
や
世
界
的
な
株

安
の
進
行
な
ど
金
融
市
場
の

混
乱
も
あ
り
中
小
企
業
の
景

況
感
は
足
踏
み
状
態
を
続
け

て
い
ま
す
。

我
々
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界

も
一
部
百
貨
店
等
を
の
ぞ
き

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
に
お
い
て
東
貴
組

合
は
昨
年
の
９
月
の
総
会
に

お
き
ま
し
て
３
期
７
年
理
事

長
を
務
め
た
木
島
さ
ん
に
代

わ
り
私
が
第
１２
代
理
事
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

６１
年
間
長
い
歴
史
あ
る
東

貴
組
合
の
理
事
長
を
受
け
、

大
変
な
重
責
を
担
う
と
共
に

身
が
引
き
し
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

当
組
合
で
も
組
合
員
の
減

少
に
よ
り
事
業
収
益
が
前
年

を
下
回
り
き
び
し
い
経
営
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

現
存
は
徹
底
し
た
経
費
削

減
を
努
め
る
と
共
に
２４
社
に

な
っ
た
組
合
員
が
一
致
団
結

し
、
難
題
を
解
決
し
な
が
ら

前
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
ま
ず
「
少
し

ず
つ
自
分
を
変
え
て
い
く
」

こ
れ
を
実
行
す
る
事
に
よ
り

マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
へ
あ

き
ら
め
か
ら
希
望
へ
と
必
ず

変
え
る
事
が
出
来
る
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

又
、
今
年
の
申
（
サ
ル
）

年
は
「
去
る
」
と
言
う
意
味

を
表
し「
悪
い
こ
と
が
去
る
」

な
ど
良
い
事
や
、
幸
せ
が
や

っ
て
く
る
と
い
う
年
と
す
る

一
説
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
今
年
は
ま
だ
ま
だ

厳
し
い
景
況
が
予
想
さ
れ
る

ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
で
す
が
、

ぜ
ひ
そ
の
一
説
に
あ
や
か
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
今
後
と
も
組
合
活

動
に
対
し
ま
し
て
一
層
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し

い
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
大
い
な
る
飛
躍
の
年
に
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
流
行
語
大
賞
に
も

選
ば
れ
た
『
爆
買
い
』
で
始

ま
り
ま
し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
を
取
り
込
め
と
国
際

展
示
場
の
Ｉ
Ｊ
Ｔ
、
Ｊ
Ｊ
Ｆ

を
は
じ
め
と
す
る
ジ
ュ
エ
リ

ー
フ
ェ
ア
ー
、
都
市
部
の
百

貨
店
、
商
店
街
、
観
光
地
等

は
こ
ぞ
っ
て
そ
の
対
応
を

し
、
３
月
の
香
港
ジ
ュ
エ
リ

ー
シ
ョ
ー
あ
た
り
ま
で
は
好

調
な
数
字
で
神
風
が
吹
い
た

か
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た

が
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
頃
よ
り
、
旅
行
業
等
は

変
わ
ら
ず
好
調
で
し
た
が
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
は
な
に
か

ア
ゲ
ン
ス
ト
の
風
が
吹
き
始

め
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
来
日

客
は
増
え
続
け
、
銀
座
に
は

か
つ
て
撤
退
し
た
海
外
ブ
ラ

ン
ド
が
再
出
店
し
始
め
、
新

し
い
免
税
店
も
出
店
し
、
街

並
み
も
整
備
さ
れ
、
人
気
ブ

ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
に
は
入
場

規
制
さ
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
な

店
舗
も
見
か
け
ら
れ
ま
す
。

戦
後
７０
年
か
け
て
成
長
し
て

き
た
日
本
を
、
中
国
等
は
こ

の
数
年
で
追
い
か
け
て
き
て

い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

は
あ
ら
ゆ
る
面
で
利
便
で
あ

る
と
と
も
に
予
測
不
能
な
状

態
で
す
。
ま
さ
に
先
の
読
め

な
い
時
代
の
到
来
で
す
。

そ
ん
な
中
、
昨
年
大
ブ
レ

ー
ク
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

『
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
』
は
と
て

も
痛
快
で
、
下
町
の
中
小
企

業
の
部
品
が
ロ
ケ
ッ
ト
事
業

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、
そ
の
開
発
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
物
語
は
視
聴
者
の
溜
飲
を

下
げ
る
物
語
で
し
た
。
こ
の

ド
ラ
マ
で
も
わ
か
る
よ
う

に
、
日
本
の
経
済
を
支
え
て

き
た
の
は
『
日
本
の
も
の
づ

く
り
』
で
す
。

よ
り
高
度
で
高
い
技
術
は

日
本
の
伝
統
文
化
に
源
を
発

し
、
日
本
人
の
創
意
工
夫
に

よ
り
、
日
本
の
製
品
は
正
確

で
あ
り
、
丈
夫
で
あ
り
、
ま

た
出
荷
前
検
査
の
高
水
準

等
々
で
、
高
品
質
、
安
全
性

等
で
世
界
か
ら
信
頼
さ
れ
、

信
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
日
本
の
職
人
の
手
間
を
惜

し
ま
ぬ
職
人
気
質
で
あ
り
、

も
の
づ
く
り
は
頭
で
は
な
く

『
手
と
心
』
そ
の
一
手
間
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

当
組
合
は
宝
飾
業
界
で
唯

一
の
国
家
資
格
で
あ
る
貴
金

属
装
身
具
製
作
の
技
能
検
定

事
業
を
託
さ
れ
運
営
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
当
組
合
か
ら

も
毎
年
多
く
の
優
秀
な
１
級

・
２
級
の
合
格
者
が
誕
生
し

て
い
ま
す
。
メ
イ
ド
イ
ン
ジ

ャ
パ
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
発
信

す
る
団
体
と
し
て
、
も
の
づ

く
り
日
本
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
み
『
日
本
プ
ラ
イ
ド
』

『
日
本
品
質
』
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
日
本
貴
金
属
文
化

工
芸
協
同
組
合
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

業
界
皆
様
の
一
層
の
ご
繁
栄

と
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
２０
年
に
ジ
ュ
エ
リ
ー

の
製
造
者
８
団
体
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
、
ジ
ュ
エ
リ
ー

製
造
団
体
等
協
議
会
は
、
ジ

ュ
エ
リ
ー
製
造
者
の
立
場
を

表
し
つ
つ
、
業
界
特
に
製
造

技
術
、
技
能
向
上
、
後
継
者

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

本
年
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
新
た
な

段
階
を
迎
え
ま
す
。
業
界
に

と
っ
て
、
特
に
当
ジ
ュ
エ
リ

ー
製
造
団
体
等
協
議
会
に
と

っ
て
は
重
大

な
関
心
を
持

っ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問

題
と
思
慮
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
当
協
議
会
所
属
の

技
術
者
の
う
ち
、
黄
綬
褒
章

１
名
、
卓
越
技
能
者
（
現
代

の
名
工
）
２
名
が
受
章
い
た

し
ま
し
た
。

中
で
も
、
同
じ
ジ
ュ
エ
リ

ー
業
界
に
あ
り
な
が
ら
、
従

来
は
宝
石
研
磨
、
彫
刻
の
分

野
は
ま
る
で
異
業
種
の
よ
う

に
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
の
世
界
の
大
き

な
部
門
で
あ
り
、
こ
の
分
野

か
ら
の
受
章
者
を
得
た
こ
と

は
協
議
会
全
員
と
共
に
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

宝
石
研
磨
、
彫
刻
に
は
過

去
に
も
、
幾
多
の
先
輩
方
が

受
章
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

貴
金
属
装
身
具
製
作
の
技
能

者
と
も
ど
も
、
本
年
は
何
ら

か
の
方
法
で
顕
彰
を
行
い
た

い
と
考
え
、
同
時
に
業
界
に

啓
蒙
を
は
か
り
た
い
と
思
い

ま
す
。技
能
者
の
技
術
向
上
、

後
継
者
の
育
成
や
、
情
報
の

提
供
は
、
日
本
の
ジ
ュ
エ
リ

ー
業
界
に
と
っ
て
欠
く
こ
と

の
出
来
な
い
課
題
で
す
が
、

一
口
に
言
っ
て
も
並
大
抵
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
つ
は
、
製
造
者
へ
の
経

済
的
ゆ
と
り
が
少
な
い
こ
と

が
、
思
い
切
っ
た
育
成
に
力

を
注
ぐ
こ
と
が
出
来
な
い
こ

と
で
す
。

２

つ

め

は
、
業
界
の

中
で
統
一
し

た
指
導
形
態

が
な
い
こ
と

で
す
。
各
団
体
は
そ
の
使
命

を
自
覚
し
努
力
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
似
た
よ
う
な
こ
と

を
ば
ら
ば
ら
で
行
っ
て
い
る

傾
向
を
感
じ
ま
す
。
製
造
者

の
世
界
が
ま
と
ま
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

本
年
度
は
現
在
の
状
況
を

打
破
し
、
業
界
が
一
団
と
な

っ
て
日
本
の
技
術
者
技
能
者

の
育
成
、
日
本
の
技
術
の
向

上
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
組

織
化
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ジ
ュ
エ
リ
ー
製
造
団
体
等

協
議
会
は
、
メ
イ
ド
イ
ン
ジ

ャ
パ
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
普

及
、
製
造
に
関
わ
る
規
格
等

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。業

界
の
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

も
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま

す
。こ

こ
数
年

来
、宝
飾
業
界
の
関
心
事
は
、

合
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
関
す

る
事
柄
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
合
成
技
術
の
進
歩
に

よ
り
価
格
に
割
安
感
が
出
た

こ
と
か
ら
、
既
に
海
外
に
は

合
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
市
場

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
ベ
ル

ギ
ー
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
ジ
ェ
ム
ダ
ッ
ク
ス
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
北
米
の
３５
才
ま

で
の
比
較
的
若
い
消
費
者
層

に
お
い
て
、
天
然
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
を
好
む
の
は
４５
％
に
留

ま
る
そ
う
で
す
。
裏
返
す
と

半
数
以
上
が
、
天
然
・
合
成

に
拘
ら
な
い
と
い
う
事
な
の

で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
合
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
の
製
造
技
術
は
進
歩
し
続

け
る
で
し
ょ
う
。
天
然
に
比

較
す
れ
ば
未
だ
少
な
い
生
産

量
で
あ
っ
て
も
、
１０
年
後
に

は
２
０
０
０
万
カ
ラ
ッ
ト
が

供
給
さ
れ
る
と
い
う
推
計
も

あ
り
ま
す
。
我
が
国
に
合
成

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
市
場
が
形

成
さ
れ
る
日
も
近
い
と
感
じ

ま
す
。

私
共
Ａ
Ｇ
Ｌ
に
と
っ
て

は
、
ど
の
よ
う
な
事
態
に
な

っ
て
も
、
天
然
と
合
成
を
は

っ
き
り
区
別
で
き
る
技
術
を

保
持
し
続
け
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。
最
近
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
枠
付

き
の
メ
レ
ー
の
中
に
、
合
成

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
混
じ
っ
て

い
る
も
の
を
見
受
け
る
よ
う

に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

私
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

は
疎
く
、
ま
し
て
消
費
者
の

動
向
を
把
握
す
る
こ
と
な
ぞ

で
き
ま
せ
ん
が
、
業
界
内
外

か
ら
の
天
然
・
合
成
の
識
別

技
術
に
対
す
る
強
い
要
望
は

感
じ
て
い
ま
す
。Ａ
Ｇ
Ｌ
は
、

私
達
へ
向
け
ら
れ
て
い
る
期

待
に
、
し
っ
か
り
応
え
て
い

く
覚
悟
を
持
た
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

昨
年
２
つ
の
委
員
会
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。
平
成
２０
年

版
国
民
生
活
白
書
に
「
消
費

者
市
民
社
会
」
と
い
う
目
新

し
い
言
葉
が
登
場
し
、
社
会

へ
の
参
加
意
識
の
高
い
人
々

に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
に
対
し

て
、
受
け
身
で
生
活
す
る
の

で
は
な
く
、
自
ら
情
報
を
求

め
て
判
断
す
る
消
費
行
動
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｇ

Ｌ
は
、
良
質
な
情
報
を
、
業

界
は
も
と
よ
り
消
費
者
の
皆

様
に
も
理
解
し
や
す
い
形
で

提
供
し
な
く
て
は
と
考
え
て

い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
の
活
用
に
よ

る
情
報
開
示
が
良
い
と
考
え

て
専
門
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
成
果
を
ご
披
露
で

き
る
日
も
近
い
と
思
い
ま

す
。さ

ら
に
、
宝
石
鑑
別
書
と

グ
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
・
レ
ポ

ー
ト
発
行
サ

ー
ビ
ス
に
関

す
る
ル
ー
ル

を
公
正
競
争
規
約
と
し
て
申

請
す
る
た
め
、
準
備
委
員
会

に
て
原
案
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
全
て
の
宝
石
鑑
別
会
社

が
こ
の
規
約
を
遵
守
で
き
れ

ば
、
消
費
者
か
ら
よ
り
大
き

な
信
頼
を
得
る
事
が
で
き
ま

す
。こ

れ
ら
の
活
動
が
宝
飾
業

界
の
発
展
に
少
し
で
も
寄
与

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
、
年

頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
１
年
の
流
通
市
場
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
訪
日
外

国
客
数
増
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
市
場
が
注
目
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
中
国
の
旅
行
客
の

�
爆
買
い
�
に
よ
り
、
一
部

の
百
貨
店
は
好
調
に
業
績
を

伸
ば
し
た
と
聞
き
ま
す
が
、

国
内
全
般
で
は
、
ま
だ
ま
だ

普
段
出
来
な
い
状
況
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
と
に
各
地
の
商
店
街
の

地
域
密
着
型
専
門
店
の
場
合

は
、
�１
店
主
の
高
齢
化
と
後

継
者
の
不
在
、
�２
単
価
の
下

落
、
�３
需
要
の
減
少
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
廃
業
が
増
え

て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
日
眼

連
の
会
員
店
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
々
、
転
廃
業

に
よ
り
加
盟
店
数
の
減
少
と

し
て
現
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
日
本
に
お

い
て
、
高
齢
者
の
ビ
ジ
ョ
ン

ケ
ア
の
一
端
を
担
う
私
ど
も

専
門
店
と
し
て
は
腕
の
見
せ

所
と
言
え
そ
う
で
す
が
、
消

費
者
の
購
買
行
動
の
変
化
、

商
圏
・
商
業
環
境
の
変
化
、

さ
ら
に
は
流
通
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
多
様
化
な
ど
、
我
々
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
が
創
造
以

上
に
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
進

み
、
集
客
に
苦
労
し
て
い
る

の
が
実
情
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、

消
費
者
に
よ

り
よ
い
メ
ガ

ネ
を
提
供
す

る
た
め
に
、�
眼
鏡
調
製
は

単
な
る
物
販
と
は
違
う
�
と

い
う
こ
と
を
、
声
を
大
に
し

て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

も
私
た
ち
の
使
命
と
考
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
に
向

け
た
啓
発
活
動
は
個
店
単
位

で
は
難
し
く
、
や
は
り
全
国

に
会
員
を
抱
え
る
団
体
が
発

信
し
、
社
会
に
働
き
か
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
眼
鏡
技

術
者
の
レ
ベ
ル
の
信
頼
性
を

維
持
す
る
証
と
な
る
、
現
在

眼
鏡
技
術
者
国
家
資
格
推
進

機
構
（
推
進
機
構
）
が
取
り

組
ん
で
い
る
眼
鏡
技
術
者
の

国
家
資
格
制
度
が
１
日
も
早

く
実
現
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

日
眼
連
で
は
推
進
機
構
に

対
し
て
、
発
足
当
初
よ
り
そ

の
一
員
と
し
て
支
援
・
協
力

を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
推

進
機
構
で
は
一
昨
年
の
総
会

で
学
童
の
眼
鏡
調
製
、
昨
年

の
総
会
で
は
新
し
い
活
動
方

針
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
業

界
の
総
意
を
持
っ
て
こ
の
活

動
を
拡
げ
て
い
く
に
は
、
で

き
れ
ば
眼
鏡
専
門
店
が
１
つ

に
ま
と
ま
り
、
「
消
費
者
の

た
め
の
資
格
制
度
」
を
訴
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
眼
連
で
は
、
消
費
者
に

信
頼
・
信
用
し
て
い
た
だ
け

る
１
つ
の
基
準
と
し
て
、
�１

認
定
眼
鏡
士
の
在
籍
、
�２
眼

鏡
公
正
取
引
協
議
会
の
会

員
、
�３
日
本
眼
鏡
安
全
協
会

へ
の
加
盟
の
「
３
つ
の
柱
」

（
信
頼
・
信
用
・
安
心
）
を

設
け
、
独
自
の
認
定
店
制
度

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。こ

れ
に
資
格
制
度
が
実
現

す
れ
ば
、
さ
ら
に
確
固
た
る

基
盤
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
現
在
、
組
織
強
化
の
た

め
に
会
員
増
強
に
取
り
組

み
、
准
会
員
、
賛
助
会
員
と

一
定
の
条
件
を
持
つ
会
員
制

度
を
設
け
、
広
く
志
を
同
じ

く
す
る
眼
鏡
専
門
店
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

日
眼
連
で
は
消
費
者
か
ら

の
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
が
、
購
入
し
た
メ

ガ
ネ
に
つ
い
て
、
ど
こ
で
相

談
し
た
ら
よ
い
の
か
迷
わ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
実
際
に
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ご

不
便
を
お
掛
け
し
な
い
た
め

に
も
、
メ
ガ
ネ
販
売
店
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
窓
口
が
１

つ
に
集
約
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨

年
を
振
り
返

る
と
、
主
に

以
下
の
通
り

活
動
を
し
て

参
り
ま
し
た
。

■
認
定
店
の
広
報
活
動
継
続

日
眼
連
は
発
足
当
初
よ

り
、
消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
重
視
し
て
お
り
、
昨
年
も

こ
こ
数
年
続
け
て
い
る
『
週

刊
文
春
』
の
人
気
連
載
マ
ン

ガ
�
タ
ン
マ
君
�
（
東
海
林

さ
だ
お
著
）
の
見
開
き
を
使

い
、
１
）
「
目
は
大
事
、
じ

ゃ
メ
ガ
ネ
は
？
～
メ
ガ
ネ
づ

く
り
に
は
、
専
門
的
で
複
雑

な
技
術
が
必
要
で
す
。
大
切

な
メ
ガ
ネ
は
�
Ｊ
Ａ
Ｏ
Ｓ
認

定
店
�
に
お
任
せ
下
さ
い
。」

と
、
２
）
「
初
め
て
の
メ
ガ

ネ
ど
こ
で
つ
く
り
ま
す
か
？

～
メ
ガ
ネ
の
良
さ
は
、
見
た

目
だ
け
じ
ゃ
わ
か
ら
な
い
。

大
切
な
メ
ガ
ネ
は
�
Ｊ
Ａ
Ｏ

Ｓ
認
定
店
�
に
お
任
せ
く
だ

さ
い
。
」
の
２
タ
イ
プ
の
広

告
を
展
開
中
で
す
。さ
ら
に
、

会
員
店
に
は
掲
載
誌
を
店
頭

で
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
広
告
で
は
認
定
店
の
Ｐ

Ｒ
の
ほ
か
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
誘
導
と
「
会
員
募
集

中
」
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

■
手
厚
い
援
助
が
受
け
ら
れ

る
Ｐ
Ｌ
保
険

メ
ガ
ネ
だ
け
で
は
な
く
補

聴
器
の
事
故
ま
で
、
幅
広
く

対
応
す
る
日
眼
連
の
「
新
Ｐ

Ｌ
保
険
拡
大
補
償
制
度
」（
日

本
眼
鏡
安
全
協
会
／
Ｐ
Ｌ
保

険
）
は
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

保
険
料
に
も
関
わ
ら
ず
、
弁

護
士
の
手
配
な
ど
最
大
限
の

手
厚
い
援
助
が
受
け
ら
れ
る

の
が
大
き
な
特
徴
で
、
会
員

か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
会
社
が
い
つ
ど

こ
で
ど
の
よ
う
な
事
故
が
起

き
、
そ
れ
に
対
し
て
Ｐ
Ｌ
保

険
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

か
を
ま
と
め
た
事
故
対
応
報

告
に
つ
い
て
も
、
理
事
会
や

会
報
誌
で
公
表
し
て
お
り
、

会
員
相
互
の
情
報
共
有
に
努

め
て
い
ま
す
。

■
消
費
者
相
談
に
つ
い
て

業
界
唯
一
の
店
の
全
国
団

体
で
あ
る
日
眼
連
は
、
全
国

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
及
び

直
接
消
費
者
の
皆
様
か
ら

「
メ
ガ
ネ
相
談
」
を
受
け
付

け
て
お
り
、
昨
年
１
年
間
で

約
３０
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
会
員
に
は
、
眼
鏡

公
正
取
引
協
議
会
に
寄
せ
ら

れ
た
相
談
と
合
わ
せ
、
会
報

誌
を
通
じ
て
公
開
し
て
い
ま

す
。寄

せ
ら
れ
た
相
談
内
容
と

そ
の
対
応
は
貴
重
な
デ
ー
タ

と
し
て
蓄
積
し
、
（
公
社
）

日
本
眼
鏡
技
術
者
協
会
・
消

費
者
対
策
室
と
協
力
し
、
講

習
会
な
ど
を
通
じ
て
情
報
提

供
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
相
談
内
容

を
見
ま
す
と
、価
格
の
問
題
、

店
頭
対
応
の
問
題
、
レ
ン
ズ

の
選
択
の
問
題
、
メ
ガ
ネ
の

保
証
の
問
題
な
ど
多
岐
に
亘

っ
て
い
ま
す
。

■
全
国
青
年
交
流
会
の
活
動

に
つ
い
て

東
京
眼
鏡
販
売
店
協
同
組

合
と
大
阪
眼
鏡
専
門
小
売
協

同
組
合
が
中
心
に
な
り
活
動

を
始
め
て
、
昨
年
１０
月
で
計

７
回
の
会
合
を
開
い
て
い
ま

す
。
昨
年
の
７
回
目
は
眼
鏡

記
者
会
と
懇
談
会
を
開
き
、

専
門
店
の
在
り
方
な
ど
を
テ

ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
会
合

で
は
、
日
本
眼
鏡
関
連
団
体

協
議
会
の
「
メ
ガ
ネ
も
の
知

り
検
定
」
問
題
の
作
成
、
日

本
眼
鏡
販
売
店
連
合
会
の
災

害
対
策
・
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
の
件
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
さ
ら
に
後
継
者
の
い
な

い
メ
ガ
ネ
店
支
援
の
た
め
の

人
材
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て

検
討
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
交
流
会
は
、
眼
鏡
業

界
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い

て
、
次
世
代
を
担
う
眼
鏡
店

主
が
集
ま
り
、
意
見
交
換
を

行
う
場
で
す
。
こ
こ
で
扱
う

テ
ー
マ
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
で

決
め
て
お
り
、
既
存
の
組
合

や
団
体
に
未
加
入
で
あ
っ
て

も
、
自
由
に
参
加
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
開
催
会
場
に

よ
り
、
最
寄
り
の
眼
鏡
専
門

店
を
お
誘
い
し
て
い
ま
す

が
、勧
誘
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

以
上
、
主
な
事
業
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
年
も
引
き
続
き
、
消

費
者
が
安
心
し
て
メ
ガ
ネ
を

ご
購
入
い
た
だ
け
る
業
界
を

目
指
し
、
様
々
な
情
報
発
信

及
び
啓
発
活
動
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
消
費
者
の
Ｑ
Ｏ

Ｖ
向
上
を
目
的
に
し
た
資
格

制
度
の
確
立
を
目
指
し
て
、

推
進
機
構
の
活
動
に
協
力
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中

は
、
東
京
眼
鏡
卸
協
同
組
合

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
年
頭
に
あ

た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

近
年
、
「
春
夏
秋
冬
」
日

本
の
四
季
が
乱
れ
て
お
り
、

地
球
温
暖
化
に
よ
り
亜
熱
帯

化
し
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う

に
局
地
的
な
豪
雨
や
竜
巻
な

ど
が
起
こ
り
、
従
来
で
は
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
災
害
が

頻
繁
に
発
生
し
、
昨
年
も
例

外
で
は
な
く
、
都
心
に
あ
っ

て
も
安
閑
と
し
て
は
い
ら
れ

な
い
よ
う
な
環
境
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

周
知
の
と
お
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
が
本
年
１
月
よ

り
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
準
備

段
階
と
致
し
ま
し
て
、
昨
年

１０
月
よ
り
住
民
票
を
有
す
る

す
べ
て
の
個
人
に
対
し
て

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
の
通
知

が
発
送
さ
れ
て
お
り
ま
す
が

、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ

ま
な
混
乱
や
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
お
り
、
不
安
が
高
ま

っ
て
お
り
ま
す
。

経
済
面
で
は
、
先
般
内
閣

府
が
発
表
し
た
７
～
９
月
期

の
国
民
所
得
統
計（
速
報
値
）

に
よ
り
ま
す
と
、
実
質
国
内

総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）は
前
期
比

で
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
こ
れ

で
４
～
６
月
期
に
続
き
２
四

半
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長

か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
改

定
値
で
は
プ
ラ
ス
に
修
正
さ

れ
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

相
変
わ
ら
ず
設
備
投
資
と
在

庫
投
資
が
足
を
引
っ
張
っ
て

お
り
、
中
国
な
ど
新
興
国
減

速
の
影
響
で
、
企
業
部
門
の

慎
重
姿
勢
が
強
ま
っ
た
ま
ま

で
、
消
費
や
輸
出
は
持
ち
直

し
た
よ
う
で
す
が
、
力
不
足

感
は
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

我
が
業
界
で
は
、
一
昨
年

４
月
の
消
費
税
増
税
以
降
、

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
に
入

り
５
月
頃
か
ら
上
場
大
手
眼

鏡
小
売
店
な
ど
が
回
復
し
て

き
て
お
り
ま
す
。
眼
鏡
市
場

の
縮
小
傾
向
は
下
げ
止
ま

り
、
上
向
き
傾
向
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
需
要
拡
大

に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
シ
ェ

ア
の
取
り
合
い
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
眼
鏡
市
場
を
活
性

化
し
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の

購
買
意
欲
を
高
め
る
方
法

（
眼
鏡
の
魅
力
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
楽
し
さ
・
正
し
い
眼

鏡
と
は
…
・
高
付
加
価
値
レ

ン
ズ
と
は
…
な
ど
）
を
眼
鏡

業
界
全
体
で
発
信
し
、
市
場

拡
大
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
私
ど
も
卸
に
何

が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を

こ
の
機
会
に
改
め
て
深
く
皆

様
と
考
え
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中

で
、
当
組
合
に
於
い
て
、
事

業
の
中
枢
を
担
う
共
同
宣
伝

事
業
に
つ
い
て
は
、
ご
出
展

協
賛
戴
け
る
メ
ー
カ
ー
・
商

社
様
の
目
線
に
立
っ
て
、
ま

た
、
ご
来
場
戴
け
る
小
売
店

様
の
目
線
に
立
っ
て
企
画
立

案
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
本

年
は
、
４
月
１２
日（
火
曜
日
）

～
１３
日
（
水
曜
日
）
両
日
、

都
内
の
豊
島
区
東
池
袋
に
ご

ざ
い
ま
す
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
」
に
於
い
て
第
４８
回

目
を
迎
え
た
�
２
０
１
６
年

ワ
ー
ル
ド
オ
プ
チ
カ
ル
フ
ェ

ア
�
を
開
催
致
し
ま
す
。
同

展
示
会
は
、
昭
和
４４
年
に
第

１
回
目
と
な
る
�
１
９
６
９

年
ワ
ー
ル
ド
オ
プ
チ
カ
ル
フ

ェ
ア
�
を
開
催
以
来
、
我
が

業
界
の
多
く
の
皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

半
世
紀
に
亘
り
毎
春
継
続
し

開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。
昨

年
は
、
初
め
て
４
月
開
催
を

試
み
、
同
時
期
に
開
催
し
て

お
ら
れ
る
他
の
集
合
展
・
個

展
な
ど
と
の
相
乗
効
果
に
よ

り
、
ご
来
場
者
数
・
お
取
引

高
と
も
に
大
変
好
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
も
『
４
月
の
眼
鏡
総
合

展
示
会
』
と
し
て
今
ま
で
以

上
に
魅
力
を
増
し
て
開
催
致

し
ま
す
の
で
、
当
日
は
ぜ
ひ

会
場
ま
で
足
を
お
運
び
戴
け

れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
１０
月
、
第
６５
回
通
常

総
会
に
於
い
て
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
の
結
果
、

理
事
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
。
私
ど
も
中
小
零
細
企
業

に
と
り
ま
し
て
厳
し
い
環
境

が
続
く
中
、
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
新
陣
容
を
も
っ
て

な
お
一
層
組
合
発
展
の
た

め
、
延
い
て
は
我
が
業
界
発

展
の
た
め
努
力
致
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

末
筆
と
は
な
り
ま
し
た

が
、
我
が
業
界
の
皆
様
の
さ

ら
な
る
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を

祈
念
し
、
ま
た
、
私
ど
も
卸

に
も
な
お
一
層
の
ご
指
導
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
こ

こ
に
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

は
お
健
や
か
に
新
春
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
組
合
並
び
に
組
合

員
各
社
に
対
し
ま
し
て
温
か

い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
我
が
国
経
済
は
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
に
よ
る

円
安
や
企
業
業
績
の
回
復
を

背
景
に
、
国
内
総
生
産
も
２

期
連
続
プ
ラ
ス
に
な
る
な

ど
、
景
気
は
大
企
業
を
中
心

と
し
て
緩
や
か
に
回
復
基
調

に
あ
り
ま
し
た
が
、
他
方
、

電
力
や
原
材
料
、
ま
た
人
件

費
の
上
昇
に
よ
り
、
中
小
企

業
に
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

経
営
環
境
が
続
い
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

１０
月
に
第
３
次
安
倍
改
造

内
閣
が
発
足
、
未
来
へ
挑
戦

す
る
内
閣
と
位
置
づ
け
、
少

子
化
対
策
や
社
会
保
障
改
革

を
骨
子
と
す
る
「
１
億
総
活

躍
社
会
」
の
実
現
に
総
合
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
強
調
し

ま
し
た
。
新

設
さ
れ
た
１

億
総
活
躍
相

に
大
い
に
期

待
す
る
と
共

に
、
内
容
の
あ
る
経
済
対
策

を
推
し
進
め
ら
れ
、
日
本
経

済
が
上
向
き
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

ま
た
７
月
に
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
が
世
界
遺
産

に
登
録
、
９
月
に
は
ラ
ク
ビ

ー
の
日
本
代
表
が
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会

に
お
い
て
強
豪
・
南
ア
フ
リ

カ
に
逆
転
勝
ち
し
歴
史
的
勝

利
を
収
め
、
１０
月
に
は
大
村

氏
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医

学
賞
、
ま
た
梶
田
氏
が
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
相
次
い
で

受
賞
す
る
と
い
っ
た
明
る
い

話
題
も
あ
り
ま
し
た
。他
方
、

国
内
で
は
５
月
に
各
地
で
大

き
な
地
震
が
多
発
、
ま
た
１０

月
に
は
、
爆
弾
低
気
圧
の
影

響
で
全
国
的
に
激
し
い
雨
と

風
に
よ
る
被
害
が
相
次
ぐ
な

ど
痛
ま
し
い
自
然
災
害
に
も

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
海
外
に

目
を
向
け
て
見
ま
す
と
、
１１

月
に
フ
ラ
ン
ス
で
の
同
時
多

発
テ
ロ
が
発
生
、
全
世
界
を

震
撼
さ
せ
た
一
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
１０
月
以
降
全
国
民
に

順
次
通
知
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
、
会
社
は
社
員
の
健

康
保
険
や
厚
生
年
金
の
加
入

手
続
き
を
行
な
っ
た
り
、
給

料
か
ら
源
泉
徴
収
し
て
税
金

を
納
め
る
手
続
き
に
今
年
１

月
か
ら
適
用
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
情
報
漏
え
い
を
防
ぐ
た

め
、
厳
重
な
安
全
管
理
の
実

施
も
求
め
て
お
り
、
会
社
の

負
担
も
大
き
い
も
の
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

情
勢

の

中

、

我
々
眼
鏡
卸
売

業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
中
小
企
業
と
量
販

店
の
格
差
が
一
層
広
が
り
、

売
上
の
増
加
が
望
め
な
い
中

で
、
今
後
、
目
立
っ
た
価
格

の
上
昇
や
需
要
の
増
加
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
が
、
高
齢
化

に
よ
る
市
場
が
拡
大
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
消
費
者
ニ

ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
環

境
に
あ
わ
せ
て
、よ
り
一
層
、

売
れ
筋
商
品
を
的
確
に
把
握

し
、
小
売
店
に
提
案
し
て
い

く
努
力
も
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。当

組
合
で
は
、
年
間
行
事

と
し
て
春
に
ア
イ
グ
ラ
ス
フ

エ
ア
（
Ｅ
Ｇ
Ｆ
）
、
秋
に
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
メ
ガ
ネ

・
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
フ
エ
ア（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）
を
メ
ー
カ
ー
・
商
社

様
、
眼
鏡
関
連
団
体
の
皆
様

方
の
ご
協
力
を
得
て
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
事

が
業
界
活
性
化
の
一
翼
を
担

っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
継
続
発
展
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
私
共
の
業
界
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
は
続
い
て

い
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
。
し
っ
か
り
と
足
元
を
見

つ
め
て
、
皆
様
方
と
一
層
の

団
結
を
図
り
知
恵
を
出
し
合

っ
て
業
界
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
後
と
も
、
当
組
合
活
動

に
対
し
一
層
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
新
し
い
年
が
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
多
か

り
し
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ニ
コ
ン

・
エ
シ
ロ
ー
ル
は
創
立
か
ら

１７
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

２
０
１
５
年
は
引
き
続
く

景
気
の
停
滞
か
ら
、
眼
鏡
の

消
費
行
動
も
期
待
し
た
回
復

に
は
届
か
ず
、
ま
た
毎
年
の

よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
悪
天

候
や
災
害
に
も
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
予
測
が
難
し
く
厳
し

い
市
場
環
境
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
２
０
１
７
年
４
月

に
は
消
費
税
増
税
を
控
え
、

消
費
行
動
は
変
わ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
販
売

の
浸
透
や
Ｇ
Ｍ
Ｓ
の
大
量
閉

店
な
ど
、
小
売
店
の
役
割
も

変
化
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

「
モ
ノ
」
が
ネ
ッ
ト
で
買
え

る
時
代
、
シ
ョ
ッ
プ
の
存
在

意
義
（
店
に
来
る
明
確
な
理

由
）
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
専
門
性
と
地

域
性
、
そ
し
て
人
間
と
の
つ

な
が
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
（
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
買
い
物
を
す
る
／
遠
い

所
ま
で
買
い
物
に
出
向
か
な

い
／
知
ら
な
い
人
か
ら
買
い

た
く
な
い
）
。
多
く
の
消
費

財
の
中
で
も
眼
鏡
は
シ
ョ
ッ

プ
が
必
要
で
あ
る
要
件
を
多

く
満
た
し
て
い
ま
す
。
専
門

知
識
と
多
大
な
経
験
が
必
要

な
検
査
、
そ
し
て
熟
練
の
腕

が
求
め
ら
れ
る
フ
ィ
ッ
テ
ィ

ン
グ
、
さ
ら
に
レ
ン
ズ
や
フ

レ
ー
ム
の
種
類
を
選
ん
で
お

勧
め
す
る
商
品
知
識
な
ど
、

ど
れ
も
シ
ョ
ッ
プ
に
足
を
運

ば
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
要

素
で
す
。
昨
年
、
ニ
コ
ン
・

エ
シ
ロ
ー
ル
は
全
国
セ
ミ
ナ

ー
で
２
つ
の
商
品
に
注
力
し

ま
し
た
。
ニ
コ
ン
リ
ラ
ク
シ

ー
・
デ
ュ
オ
と
ト
ラ
ン
ジ
シ

ョ
ン
ズ
で
す
。
ど
ち
ら
の
商

品
も
高
い
評
価
を
得
て
売
り

上
げ
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
眼

鏡
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
化
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
専
門
店
が

独
自
の
技
術
力
を
生
か
し
て

紹
介
で
き
る
商
品
に
人
気
が

出
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の「
専
門
店
レ
ン
ズ
」

の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。ま
た
近
年
、

選
ん
だ
フ
レ
ー
ム
に
よ
る
レ

ン
ズ
の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
パ

ラ
メ
ー
タ
ー
を
測
定
し
、
装

用
状
態
で
よ
り
精
度
の
高
い

レ
ン
ズ
を
提
供
す
る
「
フ
ェ

イ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
技
術

を
使
っ
た
レ
ン
ズ
の
売
り
上

げ
が
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
眼
鏡
店
の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン

グ
技
術
が
無
け
れ
ば
注
文
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
レ
ン
ズ

で
す
。
こ
の
様
な
専
門
性
の

高
い
レ
ン
ズ
が
今
後
も
成
長

す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

２
０
１
６
年
、
ニ
コ
ン
・

エ
シ
ロ
ー
ル
は
眼
鏡
レ
ン
ズ

の
さ
ら
な
る
価
値
創
造
を
進

め
る
た
め
に
、
新
し
い
提
案

を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
よ

り
幅
広
い
年
齢
層
に
、
よ
り

分
か
り
や
す
く
、
よ
り
具
体

的
に
伝
わ
る
よ
う
な
レ
ン
ズ

提
案
に
な
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
本
年
は
ニ
コ
ン
の

眼
鏡
レ
ン
ズ
発
売
７０
周
年
を

記
念
す
る
年
で
す
。
光
と
精

密
を
追
求
し
続
け
る
ニ
コ
ン

が
、
本
格
的
な
消
費
財
と
し

て
取
り
組
ん
だ
第
１
期
製
品

が
眼
鏡
レ
ン
ズ
で
し
た
。
ニ

コ
ン
の
眼
鏡
レ
ン
ズ
は
ニ
コ

ン
の
歴
史
と
と
も
に
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
ニ
コ
ン
は
２
０

１
７
年
に
創
業
１
０
０
年
を

迎
え
ま
す
。
記
念
行
事
の
一

環
と
し
て
、
昨
年
、
品
川
に

ニ
コ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
ニ
コ
ン
の

歴
史
と
技
術
そ
し
て
将
来
の

展
望
が
感
じ
て
い
た
だ
け
る

展
示
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
眼
鏡
レ
ン
ズ
の
ブ

ー
ス
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下

さ
い
。
ニ
コ
ン
・
エ
シ
ロ
ー

ル
で
は
、
こ
の
２
年
間
を
ニ

コ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化
す

る
期
間
と
し
、
よ
り
消
費
者

に
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
販

売
店
様
に
取
り
扱
い
や
す
い

ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
よ
う
な
活

動
に
注
力
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
き

年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

メガネのウインクチェーン

会 長 荒木 康弘

〒１１０�００１６
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ＦＡＸ０３（３８３４）１２６７
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新年おめでとう
ございます

平素は格別のお引き立てを賜り
厚く御礼申しあげます

２０１６年 新春

学校法人 東京眼鏡学園

東京眼鏡専門学校
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総合卸

�株株 中中山山眼眼鏡鏡

おかち町
０３‐３８３４‐２５６１

�株
ニ
コ
ン
・
エ
シ
ロ
ー
ル

代
表
取
締
役
社
長
兼
最
高
経
営
責
任
者

石
戸
谷

達
雄

日
本
眼
鏡
販
売
店
連
合
会

会
長

西
村

輝
和

大
阪
眼
鏡
卸
協
同
組
合

理
事
長

岸
田

二
彦

資
格
制
度
の
確
立
実
現
を

「
安
心
購
入
」で
き
る
業
界
目
指
し

Ｅ
Ｇ
Ｆ
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
を
継
続

業
界
活
性
化
の
た
め
発
展
さ
せ
る

全力でＷＯＦ２０１６

魅力ある眼鏡展示会に

ニコン再発見の年

新たなレンズ提案を用意

東
京
眼
鏡
卸
協
同
組
合

理
事
長

蟹
江

一
郎
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

当
協
議
会
は
、
１
９
９
６

年
９
月
１９
日
、
『
世
界
的
視

野
に
立
ち
、
視
生
活
の
向
上

並
び
に
業
界
の
発
展
に
貢
献

す
る
』
を
目
的
に
眼
鏡
業
界

の
製
販
流
通
を
含
む
関
連
団

体
の
賛
同
の
も
と
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
早
い
も
の
で
今
年

で
２０
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ

れ
も
ひ
と
え
に
加
盟
団
体
並

び
に
幹
事
各
位
の
格
別
の
ご

支
援
と
ご
指
導
の
賜
と
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
代
は
巨
大
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
が
形
成
さ

れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
が
創
造
以
上
の
ス
ピ
ー

ド
で
進
ん
で
お
り
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
普
及
を
は

じ
め
、
メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
型

ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
が
登
場

す
る
な
ど
、
様
々
な
分
野
に

お
い
て
消
費
者
の
「
も
の
を

見
る
」
環
境
が
変
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
あ

る
い
は
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を

長
時
間
見
る
こ
と
で
目
を
酷

使
し
、
目
の
ピ
ン
ト
調
節
力

が
低
下
す
る
た
め
、
夕
方
に

老
眼
と
同
じ
よ
う
な
症
状
に

な
る
こ
と
を「
ス
マ
ホ
老
眼
」

と
呼
ば
れ
、
子
供
や
３０
代
の

方
々
に
増
え
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
こ
れ
も
１
つ
の
現
れ

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
高
齢
化
社
会
の
日

本
に
お
い
て
、
累
進
レ
ン
ズ

や
白
内
障
手
術
後
の
メ
ガ
ネ

需
要
に
関
連
す
る
問
題
等
も

増
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
累

進
レ
ン
ズ
に
つ
い
て
は
、
最

近
、
調
製
あ
る
い
は
フ
ィ
ッ

テ
ィ
ン
グ
が
し
づ
ら
い
メ
ガ

ネ
フ
レ
ー
ム
が
増
え
、
快
適

な
累
進
メ
ガ
ネ
が
作
り
に
く

い
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、

当
会
員
の
大
手
レ
ン
ズ
メ
ー

カ
ー
が
加
盟
す
る
日
本
医
用

光
学
機
器
工
業
会
・
眼
鏡
部

会
は
昨
年
、
累
進
レ
ン
ズ
を

正
し
く
か
つ
快
適
に
使
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、「
累

進
レ
ン
ズ
専
用
メ
ガ
ネ
フ
レ

ー
ム
」
の
開
発
に
関
す
る
要

望
書
を
（
一
社
）
福
井
県
眼

鏡
協
会
及
び
全
日
本
眼
鏡
工

業
連
合
会
に
対
し
て
提
出
。

両
団
体
か
ら
各

加
盟
企
業
に
そ

の
要
望
内
容
が

通
達
さ
れ
ま
し

た
。

■
資
格
制
度
推

進
活
動
の
支
援
継
続
へ

累
進
レ
ン
ズ
を
販
売
す
る

に
は
、
高
度
な
専
門
技
術
と

知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
一
定
の
レ
ベ
ル
を
持

っ
た
世
界
に
通
用
す
る
技
術

者
の
育
成
と
と
も
に
生
活
者

の
Ｑ
Ｏ
Ｖ
の
向
上
を
目
的
に

し
た
資
格
制
度
の
確
立
が
必

要
で
す
。

当
協
議
会
は
発
足
当
初
よ

り
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

眼
鏡
技
術
者
国
家
資
格
推
進

機
構
（
推
進
機
構
）
に
関
わ

っ
て
参
り
ま
し
た
。
技
術
者

の
資
格
制
度
は
眼
鏡
業
界
の

悲
願
と
も
い
う
べ
き
制
度
で

す
。そ

の
推
進
機
構
は
、
発
足

５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

当
協
議
会
で
は
世
界
水
準

に
劣
ら
な
い
資
格
制
度
の
実

現
に
向
け
て
、
会
員
団
体
の

相
互
協
力
の
も
と
今
後
も
協

議
を
重
ね
、
全
力
で
継
続
支

援
し
業
界
の
健
全
な
発
展
及

び
国
民
の
視
生
活
の
向
上
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

■「
１０
月
１
日
メ
ガ
ネ
の
日
」

の
普
及
活
動
に
つ
い
て

一
昨
年
に
引
き
続
き
昨
年

も
、「
メ
ガ
ネ
の
日
」
と
「
眼

鏡
技
術
者
の
国
家
資
格
制

度
」
の
啓
発
活
動
の
一
環
に

シ
ー
ル
の
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
会
員
団
体
及
び
傘
下
企

業
を
は
じ
め
、
眼
鏡
技
術
者

国
家
資
格
推
進
機
構
の
会
員

に
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
呼
び
掛
け
、
名

刺
や
Ｄ
Ｍ
等
に
有
効
に
利
用

さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
１０
月
１
日
メ
ガ

ネ
の
日
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

使
用
に
つ
い
て
も
、
会
員
団

体
及
び
傘
下
企
業
か
ら
広
告

や
販
促
物
、
イ
ベ
ン
ト
等
に

積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ほ
か
、
「
１０
月
１

日
」
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
マ

ス
コ
ミ
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

が
年
々
増
え
、
社
会
に
少
し

ず
つ
定
着
し
て
き
た
こ
と
が

窺
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
メ
ガ
ネ
業

界
全
体
が
社
会
に
認
知
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
普
及
活

動
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
も
「
１０
月
１

日
メ
ガ
ネ
の
日
」
シ
ー
ル
の

販
売
を
継
続
し
て
参
り
ま

す
。
今
ま
で
御
利
用
さ
れ
て

い
な
い
方
も
、
こ
の
よ
う
な

日
眼
協
の
事
業
に
対
し
て
理

解
と
協
力
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
ぜ
ひ
各
ツ
ー
ル
を

有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
大
規
模
災
害
支
援
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
つ
い
て

眼
鏡
業
界
の
危
機
管
理
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
会
員

６
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委

員
１０
人
で
構
成
さ
れ
た
「
大

規
模
災
害
支
援
シ
ス
テ
ム
構

築
委
員
会
」
が
昨
年
４
月
よ

り
会
合
を
重
ね
て
参
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

眼
鏡
業
界
の
窓
口
は
当
協
議

会
支
援
対
策

本
部
の
一
本

と
し
、
拠
点

は
東
京
と
大

阪
に
設
け
る

こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
通

り
、
近
年
は
地
震
だ
け
で
は

な
く
、
火
山
、
大
雨
な
ど
に

よ
る
被
害
が
各
地
で
発
生
し

て
お
り
、
特
に
自
然
災
害
は

余
談
の
許
さ
な
い
状
況
で

す
。
国
民
の
視
生
活
の
保
全

に
貢
献
す
る
上
か
ら
も
、

早
々
に
こ
の
体
制
を
固
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に

つ
い
て

現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
メ
ガ
ネ
業
界
関
連
団
体
の

紹
介
と
「
メ
ガ
ネ
の
日
」
の

由
来
と
と
も
に
、
メ
ガ
ネ
に

関
す
る
情
報
発
信
に
努
め
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
「
１０
月

１
日
メ
ガ
ネ
の
日
」
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
の
多
く
は
、

当
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
経
由
し
て
行
わ
れ
お
り
、

最
近
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲

覧
し
て
か
ら
問
い
合
わ
せ
を

さ
れ
る
消
費
者
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
楽
し
み
な
が
ら
メ

ガ
ネ
の
正
し
い
知
識
や
情
報

に
接
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

２
０
１
３
年
９
月
か
ら
「
メ

ガ
ネ
も
の
知
り
検
定
」
を
開

設
。
ア
ク
セ
ス
数
は
「
メ
ガ

ネ
屋
さ
ん
検
索
」
に
続
い
て

堅
調
に
推
移
し
て
お
り
ま

す
。し

か
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
常
に
新
鮮
な
情
報
が
求
め

ら
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
研
究
委
員
会
で

は
新
コ
ン
テ
ン
ツ
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
メ
ガ
ネ

業
界
と
消
費
者
の
方
々
と
の

よ
き
橋
渡
し
に
な
れ
る
よ
う

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の

対
応
に
つ
い
て

２
０
１
４
年
４
月
、
神
奈

川
県
か
な
が
わ
中
央
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
「
ブ
ル

ー
ラ
イ
ト
カ
ッ
ト
眼
鏡
の
透

過
率
表
示
」
に
関
す
る
要
望

を
受
け
、
昨
年
は
日
本
医
用

光
学
機
器
工
業
会
・
眼
鏡
部

会
が
「
青
色
カ
ッ
ト
光
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当

協
議
会
会
員
団
体
を
は
じ

め
、
該
当
製
品
を
取
り
扱
う

事
業
者
に
周
知
徹
底
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
の
成
果
が
現
れ
つ
つ

あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

以
上
が
主
な
活
動
報
告
で

す
が
、
今
年
で
設
立
２０
年
目

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
１
つ

の
節
目
と
捉
え
、
時
代
や
環

境
の
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
、
眼
鏡
業
界
の
健
全
な
発

展
と
と
も
に
、
生
活
者
に
と

っ
て
よ
り
よ
い
業
界
の
構
築

を
目
指
し
て
、
各
事
業
活
動

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
業

界
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

組
合
員
の
皆
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。日

頃
の
組
合
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
組
合
員
相
互
の

意
思
疎
通
を
一
層
緊
密
に
す

る
目
的
で
、
長
年
続
け
て
き

た
新
年
賀
詞
交
歓
会
の
か
わ

り
と
し
て
組
合
員
の
新
春
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
組

合
員
の
意
見
交
換
を
活
発
に

行
い
、
大
変
有
意
義
な
新
年

放
談
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
本
年
は
通
例
の
新
年
賀

詞
交
歓
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
業
界
の
情
報
交
換
の
場

と
し
て
、
組
合
員
の
皆
様
が

１
人
で
も
多
く
ご
参
加
さ
れ

る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
会
員
増
強
に
向
け
て

本
年
の
目
標
は
、
組
合
員

の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

会
員
が
増
え
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

の
為
に
は
、
組
合
が
全

員
の
皆
様
に
魅
力
あ
る
活
動

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
活

動
の
１
つ
と
し
て
外
部
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
組
合
員
の

Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
新
し
い
流
通

チ
ャ
ネ
ル
の
構
築
を
検
討
し

て
お
り
、
そ
の
効
果
に
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
青
年
部
で
は
、
既

存
団
体
未
加
盟
店
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
作

り
、
次
世
代
を
担
う
専
門
店

同
士
が
、
業
界
及
び
店
舗
が

抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
で
き
る
場
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

■
消
費
者
が
参
加
で
き
る
事

業
を
充
実

２
つ
目
は
、
毎
年
１０
月
１

日
「
メ
ガ
ネ
の
日
」
に
上
野

不
忍
池
「
辨
天
堂
」
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
「
め
が
ね
供

養
会
」
は
多
く
の
都
民
の
皆

様
に
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
本
年

も
多
く
の
都
民
の
皆
様
に
ご

来
場
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
に

し
て
い
く
所
存
で
す
。
こ
の

「
め
が
ね
供
養
会
」
は
、
お

客
様
の
不
要
に
な
ら
れ
た
メ

ガ
ネ
を
供
養
さ
せ
て
い
た
だ

く
も
の
で
、
昨
年
で
第
３
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
供
養
後

は
、
使
え
る
メ
ガ
ネ
と
使
え

な
い
メ
ガ
ネ
を
選
別
し
、
使

え
る
メ
ガ
ネ
は
徳
島
県
め
が

ね
商
連
合
会
を
経
て
、
タ
イ

に
贈
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
協
力
し
て
い
ま
す
。

■
技
術
の
研
鑽
が
専
門
店
の

生
き
残
る
道

３
つ
目
は
、
専
門
店
と
し

て
の
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
に
講
習
会
を
常

時
行
う
計
画
で
す
。内
容
は
、

「
１
０
０
種
類
以
上
の
累
進

レ
ン
ズ
」
の
知
識
と
フ
ィ
ッ

テ
ィ
ン
グ
を
マ
ス
タ
ー
し
、

地
域
の
シ
ニ
ア
世
代
に
向
け

プ
ロ
の
店
と
し
て
評
価
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
で

も
特
に
優
れ
た
機
能
を
も
つ

イ
ン
デ
ィ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
レ
ン

ズ
（
個
別
設
計
レ
ン
ズ
）
を

十
分
に
生
か
す
に
は
、
眼
鏡

士
も
高
度
な
技
術
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
検
眼
・
加
工
・
フ

ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
精
度
に
よ

り
通
常
の
累
進
レ
ン
ズ
に
比

べ
、
馴
れ
や
す
く
快
適
な
メ

ガ
ネ
が
出
来
ま
す
の
で
、
専

門
店
と
し
て
の
差
別
化
に
な

る
と
確
信
し
ま
す
。
組
合
と

し
て
も
、
こ
の
レ
ン
ズ
に
関

す
る
講
習
会
に
よ
り
ノ
ウ
ハ

ウ
を
吸
収
し
て
お
客
様
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
メ
ガ
ネ
を
提

供
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ほ
か
、
昨
年
よ
り
各

組
合
員
店
個
別
の
「
累
進
レ

ン
ズ
の
勉
強
会
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
少
人
数
制

の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル

の
た
め
、
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
そ
の
場
で
す
ぐ
に

先
生
に
質
問
で
き
る
こ
と
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
組
合
員

店
が
勉
強
し
た
い
テ
ー
マ
と

都
合
の
よ
い
日
程
を
決
め
て

開
催
で
き
る
こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
て
お
り
、
本
年
も
多

く
の
組
合
員
店
舗
で
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

■
メ
ガ
ネ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も

４
つ
目
は
、
メ
ガ
ネ
と
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
表
裏
一
体
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

は
特
に
中
高
年
の
お
客
様
の

容
姿
の
衰
え
を
カ
バ
ー
し
、

よ
り
素
敵
に
み
ら
れ
る
「
メ

ガ
ネ
の
選
び
方
」
も
学
ぶ
機

会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。昨

年
は（
公
社
）日
本
眼
鏡

技
術
者
協
会
の
青
年
部
・
女

性
部
が
、�
顔
形
に
合
う
似
合

う
メ
ガ
ネ
の
選
び
方
�と�
オ

シ
ャ
レ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
�
と
い
う
テ
ー
マ
で
２
回

講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

■
資
格
制
度
の
推
進
を
支
援

５
つ
目
は
、
眼
鏡
技
術
者

国
家
資
格
推
進
機
構
が
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
「
公
的
資

格
」
の
活
動
は
、
国
民
が
快

適
な
「
Ｑ
Ｏ
Ｖ
」
に
よ
り
快

適
な
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
」
を
得
ら
れ

る
社
会
活
動
に
貢
献
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
組
合
挙
げ
て
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
国
民
の
Ｑ

Ｏ
Ｖ
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、

す
な
わ
ち
私
た
ち
は
、
普
段

か
ら
、
し
っ
か
り
し
た
技
術

と
知
識
を
身
に
つ
け
る
よ
う

に
心
掛
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
制
度
を
実

現
さ
せ
る
に
は
、
業
界
の
結

束
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
あ
ら

た
め
て
、
業
界
の
結
束
に
対

し
て
理
解
を
求
め
る
と
と
も

に
、
消
費
者
に
信
頼
い
た
だ

け
る
業
界
に
な
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
組
合
員
並
び
に
業

界
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

よ
り
良
い
年
で
あ
る
事
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
の
情
報
化
シ
ス
テ
ム

の
急
速
な
進
歩
に
は
驚
か
さ

れ
、
数
年
前
ま
で
は
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
何
処
に
い
て
も

様
々
な
情
報
を
自
由
に
利
用

で
き
る
生
活
環
境
が
出
現
し

ま
し
た
。
個
人
的
に
情
報
を

や
り
取
り
す
る
情
報
端
末
機

器
も
、
据
置
型
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
よ

う
な
携
帯
型
へ
と
展
開
し
、

そ
の
結
果
、
歩
行
時
で
も
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
釘
付
け
に

な
っ
て
い
る
人
達
を
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
、
情
報
端
末

依
存
症
を
誘
発
し
始
め
て
い

る
の
が
少
々
気
に
な
り
ま

す
。
し
か
も
、
そ
の
使
用
距

離
は
卓
上
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

端
末
の
使
用
時
と
比
べ
て
も

極
端
に
近
く
、
近
距
離
で
見

続
け
る
続
け
る
こ
と
で
「
ス

マ
ホ
老
眼
」
な
る
不
思
議
な

言
葉
も
出
て
く
る
状
況
で

す
。
更
に
進
化
し
た
ウ
エ
ア

ラ
ブ
ル
眼
鏡
型
情
報
端
末
へ

と
展
開
し
た

場
合
、
手
持

携
帯
型
で
の

問
題
点
（
観

察
姿
勢
や
調

節
・
両
眼
視
機
能
へ
の
負
荷

な
ど
）
を
解
決
し
、
快
適
な

使
用
条
件
と
情
報
の
緩
や
か

な
活
用
条
件
を
考
慮
し
た
機

材
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
軽
量
で
装
用
感

の
良
い
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
型
情

報
端
末
の
出
現
は
し
ば
ら
く

先
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
現
時
に
は
眼
鏡
自
体

も
大
き
く
変
化
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

視
生
活
に
お
け
る
快
適
性
を

手
助
け
さ
れ
て
き
た
眼
鏡
士

の
方
々
の
活
動
分
野
も
、
新

し
い
眼
鏡
型
端
末
を
効
果
的

に
利
活
用
出
来
る
分
野
へ
と

大
き
く
展
開
す
る
事
に
な
る

で
し
ょ
う
。

眼
鏡
に
関
す
る
教
育
と
研

究
を
担
当
し
て
来
た
眼
鏡
学

校
と
眼
鏡
学
会
も
、
新
し
い

視
環
境
に
対
応
で
き
る
機
能

性
を
持
っ
た
眼
鏡
に
関
す
る

情
報
を
正
し
く
提
供
す
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
学
会

で
は
、
学
会
内
の
研
究
部
会

を
よ
り
活
性
化
し
、
こ
れ
ま

で
の
眼
鏡
の
枠
を
越
え
、
新

し
い
情
報
表
示
技
術
な
ど
も

検
討
で
き
る
学
会
へ
と
展
開

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
眼
鏡
士

育
成
に
携
わ
る
教
育
機
関
で

も
、
こ
れ
ま

で
の
眼
鏡
技

術
の
基
礎
か

ら
応
用
を
再

確
認
し
、
今

後
生
ま
れ
る
新
技
術
に
も
十

分
対
応
で
き
る
体
制
へ
と
進

展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
生
活
環
境
の
変
化
や
年

齢
な
ど
に
よ
る
視
機
能
低
下

を
補
正
改
善
し
て
き
た
眼
鏡

技
術
の
重
要
性
を
礎
に
、
こ

れ
か
ら
も
社
会
か
ら
期
待
さ

れ
る
眼
鏡
士
の
育
成
に
努

め
、
そ
の
技
術
・
技
能
の
向

上
に
向
け
て
、
眼
鏡
教
育
並

び
に
眼
鏡
学
会
の
両
面
か

ら
、
そ
の
活
動
を
よ
り
積
極

的
に
進
め
て
い
く
所
存
で
お

り
ま
す
。
本
年
も
ご
協
力
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
様
に
と
っ
て
、
実
り
多

き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

眼
鏡
業
界
の
皆
様
、
新
年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
今
の
日
本
の
政
界
は
絶

対
過
半
数
を
占
め
る
自
民
党

一
党
に
よ
る
支
配
、
し
か
も

安
倍
総
理
の
強
権
に
よ
る
独

裁
が
隅
々
に
ま
で
及
ん
で
、

特
に
安
保
法
や
特
定
秘
密
保

護
法
は
激
し
い
世
論
の
反
対

を
よ
そ
に
成
立
し
て
、
わ
が

国
の
将
来
の
防
衛
や
秘
密
保

護
の
あ
り
方
に
も
大
き
な
影

を
投
げ
か
け
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
経
済
面
に
お
い
て

は
原
油
価
格
の
低
迷
も
手
伝

っ
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
が

目
標
と
し
た
小
売
物
価
指
数

２
％
引
き
上
げ
の
可
能
性
に

黄
信
号
が
点
滅
し
、
今
後
も

中
国
経
済
の
減
速
や
更
な
る

消
費
税
の
引
き
上
げ
が
、
デ

フ
レ
経
済
へ
の
逆
戻
り
を
促

し
て
、
消
費
者
マ
イ
ン
ド
は

一
向
に
回
復
の
様
相
を
み
せ

ず
、
眼
鏡
小
売
業
界
に
も
明

る
さ
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

〈
５０
周
年
を
迎
え
た
技
術
者

協
会
〉

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中

で
、
（
公
社
）
日
本
眼
鏡
技

術
者
協
会
は
昨
年
創
立
５０
周

年
を
迎
え
、
６
月
に
は
記
念

式
典
、
総
会
、
祝
賀
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和
３１

年
に
任
意
団
体
と
し
て
発
足

し
た
当
時
は
も
ち
ろ
ん
５
割

引
な
ど
の
商
法
も
始
ま
っ
て

は
お
り
ま
し
た
が
、
眼
鏡
小

売
業
界
は
全
眼
連
と
全
時
連

と
で
業
界
の
８０
％
は
構
成
さ

れ
て
お
り
、
眼
鏡
を
あ
く
ま

で
「
医
療
用
具
」
と
み
な
し

て
取
り
扱
う
傾
向
が
主
流
を

な
し
、
眼
鏡
を
雑
貨
視
す
る

よ
う
な
風
潮
は
未
だ
見
ら
れ

ず
、「
初
め
に
資
格
あ
り
き
」

と
い
っ
た
本
来
の
眼
鏡
販
売

の
あ
り
方
を

確
立
す
る
こ

と
が
出
来
た

筈
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
り
ま
す
。

〈
認
定
眼
鏡
士
制
度
の
制

定
〉そ

の
後
も
資
格
制
度
の
確

立
を
図
る
た
め
の
努
力
は
継

続
さ
れ
、
平
成
６
年
に
は
有

識
者
懇
談
会
を
開
催
し
、
ま

と
め
ら
れ
た
意
見
書
を
基
に

折
衝
が
続
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
眼
科
医
会
と
の
話
し
合

い
は
頓
挫
し
た
た
め
に
、
平

成
１１
年
に
資
格
制
度
に
関
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

技
術
者
協
会
内
に
作
り
出
さ

れ
た
の
が
「
認
定
眼
鏡
士
制

度
」
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
当
初
は
眼

鏡
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い

人
た
ち
を
も
対
象
に
し
た
た

め
、
当
初
は
Ａ
コ
ー
ス
と
Ｓ

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
生
涯
教
育
を
継
続
し

て
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
進

級
す
る
制
度
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
平
成
２２
年
に
は
３
年

制
以
上
の
眼
鏡
学
校
を
卒
業

し
た
人
に
の
み
与
え
ら
れ
る

資
格
制
度
と
し
て
Ｓ
コ
ー
ス

に
一
本
化
し
、
Ｓ
Ｓ
級
を
標

準
等
級
と
し
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

〈
国
家
資
格
推
進
機
構
の

設
立
〉

そ
の
時
点
で
、
資
格
制
度

制
定
委
員
会
の
委
員
長
で
あ

ら
れ
た
大
頭
先
生
の
提
唱
に

よ
り
、
認
定
眼
鏡
士
制
度
を

国
家
資
格
に
す
る
た
め
「
国

家
資
格
推
進
委
員
会
」
が
技

術
者
協
会
内
に
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
技
術

者
協
会
が
公
益
社
団
法
人
に

移
行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
む

し
ろ
推
進
機
構
を
資
格
問
題

に
関
し
て
小
売
業
界
全
体
を

束
ね
る
組
織
と
す
る
た
め
、

こ
の
委
員
会
を
技
術
者
協
会

か
ら
切
り
離
し
て
、
「
国
家

資
格
推
進
機
構
」
の
設
立
に

至
り
ま
し
た
。

推
進
機
構
の
初
代
代
表
幹

事
で
あ
ら
れ
た
白
山
氏
の
急

逝
に
伴
い
、
私
が
代
表
幹
事

に
就
任
し
て
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
が
、
推
進
機
構
も

当
初
３
年
で
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
一
昨
年
の
１１
月
で

そ
の
３
年
を
経
過
し
ま
し
た

が
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
の
計

画
の
う
ち
実
現
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
、
関
連
団
体
と
の

意
見
の
集
約
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
間
も
、
関
連
団
体

と
の
折
衝
は
続
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
あ
ま
り
際
立
っ
た
進

展
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
推
進
機
構
で
は
昨
年
の

１０
月
に
総
会
を
開
催
し
、
官

庁
の
折
衝
窓
口
を
従
来
の
厚

生
労
働
省
に
加
え
て
、
経
済

産
業
省
や
文
部
科
学
省
、
消

費
者
庁
に
も
広
げ
る
こ
と
を

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
経
済
産
業
省
は
内
部

に
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
課
と
い

う
部
門
が
あ
り
、
医
療
費
の

抑
制
が
強
い
ら
れ
て
い
る
高

齢
社
会
の
中
で
、
抑
制
の
た

め
に
高
齢
者
の
健
康
や
福
祉

に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
政

策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
メ
ガ
ネ
に
よ
る
ビ
ジ

ョ
ン
ケ
ア
も
そ
の
施
策
に
含

め
て
頂
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〈
眼
鏡
業
界
の
秩
序
あ
る

発
展
の
た
め
に
〉

こ
の
よ
う
に
私
が
、
２
つ

の
団
体
の
代
表
を
し
て
い
る

た
め
、
団
体
の
性
格
が
わ
か

り
に
く
い
か
と
も
思
わ
れ
ま

す
が
、
推
進
機
構
は
あ
く
ま

で
国
家
資
格
の
確
立
に
取
り

組
み
、
技
術
者
協
会
は
認
定

眼
鏡
士
の
教
育
と
登
録
が
中

心
業
務
と
な
っ
て
い
る
も
の

と
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

さ
て
、
５０
年
の
歴
史
を
有

す
る
技
術
者
協
会
の
将
来
を

考
え
る
と
き
、
我
々
は
今
何

を
な
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
、

最
近
で
は
ど
の
団
体
も
会
員

の
減
少
と
い
っ
た
問
題
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
。
技
術
者

協
会
で
も
数
の
上
で
は
６
０

０
０
人
近
い
会
員
数
を
持
っ

て
お
り
ま
す
が
、
１０
年
前
と

く
ら
べ
れ
ば
１
０
０
０
人
ほ

ど
も
減
少
し
て
お
り
、
今
後

も
こ
の
傾
向
は
止
ま
り
そ
う

も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
流
れ
を
止
め
る
有
効

な
手
段
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

や
は
り
認
定
眼
鏡
士
の
資
格

を
国
家
資
格
に
し
て
、
有
資

格
者
の
団
体
と
し
て
の
性
格

を
明
確
に
打

ち
出
す
こ
と

が
出
来
る
か

否
か
が
決
め

手
と
な
る
で

し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
資
格
制
度
を

確
立
す
る
こ
と
は
団
体
の
存

続
の
た
め
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。資
格
制
度
の
確
立
は
、と

も
す
れ
ば
、
眼
鏡
販
売
の
本

質
か
ら
逸
脱
す
る
商
法
が
横

行
し
て
、
眼
鏡
販
売
に
対
す

る
消
費
者
の
不
信
を
招
く
こ

と
を
防
ぎ
、
む
し
ろ
消
費
者

に
適
切
な
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
を

提
供
す
べ
く
、
眼
鏡
販
売
が

本
来
の
秩
序
を
と
り
も
ど
す

こ
と
が
主
眼
で
あ
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
国
家
資

格
推
進
機
構
と
（
公
社
）
日

本
眼
鏡
技
術
者
協
会
の
諸
活

動
と
運
営
に
一
層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
を
お

願
い
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

は
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は

当
組
合
に
対
し
ま
し
て
、
多

大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
、
当
誌
面

を
お
借
り
し
て
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
６
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
は
、
「
ビ
ジ
ョ

ン
ケ
ア
を
推
進
し
、
人
々
の

快
適
な
視
力
を
通
じ
て
、
社

会
・
文
化
の
発
展
に
寄
与
す

る
」を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
理
念
の
実
現
に
向
け

て
、「
教
育
」
と
「
啓
蒙
（
広

報
）
活
動
」
を
具
現
化
し
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
教
育
」
は
質
の
高
い
ビ

ジ
ョ
ン
ケ
ア
を
実
践
で
き
る

人
材
、
具
体
的
に
は
メ
ガ
ネ

は
あ
く
ま
で
も
医
療
器
具
で

あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、

「
良
く
見
え
る
」
「
長
く
掛

け
て
も
疲
れ
な
い
」
「
よ
く

似
合
う
」
良
い
メ
ガ
ネ
を
提

供
出
来
る
人
材
を
育
成
・
輩

出
す
る
た
め
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

小
売
業
は
変
化
対
応
業
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
環
境
変
化
の

著
し
い
今
日
、
自
ら
考
え
、

実
行
し
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
、
環
境

変
化
に
強
い
店
舗
を
作
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
の

人
材
育
成
も
今
後
必
要
な
教

育
と
考
え
、実
施
致
し
ま
す
。

「
啓
蒙
活
動
」
に
つ
い
て

は
、
私
た
ち
の
仕
事
を
い
か

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
か

が
重
要
で
す
。
外
部
に
対
し

て
の
ア
ピ
ー
ル
は
勿
論
の
こ

と
、
ご
来
店
さ
れ
た
お
客
様

に
対
し
て
精
度
の
高
い
視
機

能
検
査
や
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン

グ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
セ

ー
ル
ス
を
行
い
な
が
ら
、
視

力
の
大
切
さ
、
技
術
の
重
要

性
を
説
明
し
、
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

物
が
売
れ
な
い
時
代
に
、

い
か
に
物
を
売
っ
て
い
く
か

は
大
変
難
し
い
課
題
で
す

が
、
Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
店

は
お
客
様
が
い
つ
店
へ
訪
れ

て
も
、
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
応

対
し
た
と
し
て
も
一
定
レ
ベ

ル
以
上
の
高
品
質
の
サ
ー
ビ

ス
・
技
術
を
提
供
出
来
る
た

め
の
組
織
づ
く
り
、
店
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
専
門
性
を
前
面
に

打
ち
出
し
、
視
環
境
の
変
化

に
対
応
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア

を
行
っ
て
、
メ
ガ
ネ
を
販
売

す
る
と
い
う
姿
勢
を
貫
き
、

物
品
と
し
て
メ
ガ
ネ
を
販
売

す
る
メ
ガ
ネ
店
と
の
明
確
な

違
い
を
打
ち
出
し
て
い
く
こ

と
が
、
結
果
と
し
て
、
売
り

上
げ
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

昭
和
３３
年
の
創
立
以
来
、

唱
え
続
け
て
き
ま
し
た
ビ
ジ

ョ
ン
ケ
ア
の
推
進
を
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
な
が

ら
、不
易
流
行
の
精
神
に
て
、

更
に
強
力
に
推
進
し
て
い
く

所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
１
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
実
り
多
い
年
で
あ
る
こ

と
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。【

お
詫
び
と
訂
正
】
本
紙

１２
月
２０
日
号
４
面
に
掲
載
し

た
東
京
眼
鏡
卸
の
記
事
中

で
、
Ｗ
Ｏ
Ｆ
２
０
１
６
の
レ

ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー
が
４
月
１４

日
、
１５
日
と
の
記
載
が
あ
り

ま
す
が
、
４
月
１２
日
、
１３
日

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

理事長 布田 昭
〒１４１―００２２
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（公社）日本眼鏡技術者協会
会 長 津 田 節 �

副会長・役員一同

〒５３２―０００３ 大阪市淀川区宮原１―２―６

新大阪橋本ビル９Ｆ

ＴＥＬ０６―４８０７―５０７０ ＦＡＸ０６―４８０７―５００９

眼鏡公正取引協議会
会 長 馬 場 康 男

他 役 員 一 同

〒１０３―００２７ 東京都中央区日本橋３―３―５

（新日東ビル６Ｆ）

ＴＥＬ０３―５２５５―３２３１ ＦＡＸ０３―３２８１―６１６６

東京眼鏡販売店協同組合

理 事 長 片 山 敬 三

ほか組合員一同

〒１０３―００２７ 東京都中央区日本橋３丁目３番５号
（新日東ビル６Ｆ）

ＴＥＬ０３―５２０３―１６６１（代） ＦＡＸ０３―５２０３―１６６３

日 本 眼 鏡 販 売 店 連 合 会

会 長 西 村 輝 和

ほか会員一同

〒１０３―００２７ 東京都中央区日本橋３丁目３番５号

（新日東ビル６Ｆ）

ＴＥＬ０３―３２７５―１７７６（代） ＦＡＸ０３―５２０３―１６６３

大阪眼鏡卸協同組合
理事長 岸 田 二 彦

ほか組合員一同

〒５４３―０００１ 大阪市天王寺区上本町８―６―３

電 話 ０６―６７７１―２５５２代～３

東京眼鏡卸協同組合
理事長 蟹 江 一 郎

ほか組合員一同

〒１１０―０００４ 東京都台東区下谷２―１３―２１

電 話 ０３―３８７４―８６５６～７

中部眼鏡卸協同組合
理事長 小 林 成 年

組 合 員 一 同

〒４６０―０００７ 名古屋市中区新栄１―３５―１９
名古屋眼鏡�株内

電 話 ０５２―２６２―６５９６

福井県眼鏡工業組合
理事長 竹 内 良 造

ほか組合員一同

〒９１６―００４２ 福井県�江市新横江２―３―４

（めがね会館内）

電 話 ０７７８―５１―１ ７ ２ ４

東
京
眼
鏡
販
売
店
協
同
組
合

理
事
長

片
山

敬
三

日
本
眼
鏡
関
連
団
体
協
議
会

代
表
幹
事

相
澤

博
彦

（
公
社
）
日
本
眼
鏡
技
術
者
協
会

会
長

眼
鏡
技
術
者
国
家
資
格
推
進
機
構

代
表
幹
事

津
田

節

協
同
組
合
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
メ
ガ
ネ
チ
ェ
ー
ン

理
事
長

布
田

昭

東
京
眼
鏡
専
門
学
校

校
長

日
本
眼
鏡
学
会

理
事
長

畑
田

豊
彦

学
会
内
の
研
究
部
会
強
化

新
技
術
に
も
対
応
で
き
る
体
制
へ

資
格
制
度
確
立
の
意
義

販
売
を
本
来
の
秩
序
に
戻
す
た
め

各
事
業
活
動
を
活
発
に
�

設
立
２０
年
目
を
迎
え
改
め
て
決
意

ビジョンケアを推進

理念実現に向け教育啓蒙

業界発展へ５つの活動

まず組合員減少に歯止め

新春のお慶びを
申し上げます。

本年もどうぞよろしく
お願い致します。

マルマンオプティカル

株式会社
社員一同

〒１６１�００３３
東京都新宿区下落合２ ― ３ ― １８
ＴＥＬ：０３（５９８２）５１５１ ＦＡＸ：０３（５９８２）５１５５
URL : http : //www.maruman-opt.co.jp
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中央宝石研究所の各種セミナー

各種セミナー

東

京

金

銀

器

工

業

協

同

組

合

理

事

長

森

將

東

京

都

台

東

区

東

上

野

二

―

二

四

―

四

電

話

三
八
三
一
―
三

三

一

七

全

国

時

計

材

料

卸

組

合

連

合

会

会

長

東

海

林

孝

作

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
―
二
一
―
四

電

話

〇
三
―
三
八
三
一
―
四

六

〇

五

東
京
貴
金
属
工
芸
品
工
業
協
同
組
合

理
事
長

松
本

正
・
組
合
員
一
同

事
務
所

東
京
都
台
東
区
根
岸
二
―
一
九
―
一
六
（
東
京
貴
工
会
館
）

電
話

〇
三
―
三
八
七
三
―
〇
二
九
一
Ｆ
Ａ
Ｘ
三
八
七
二
―
八
六
四
九

全
日
本
時
計
宝
飾
眼
鏡
小
売
協
同
組
合

理

事

長

近

藤

千

佳

之

役

員

一

同

〒
１１０
―
０００５

東
京
都
台
東
区
上
野
一
―
十
一
―
五（
時
計
会
館
）

電

話

〇
三
―
三
八
三
三
―
七
八
二
一
�代

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
八
三
三
―
七

八

二

三

（一社）日本ジュエリー協会

〒１１０―８６２６
東京都台東区上野２丁目２３番２５号
ＴＥＬ０３（３８３５）８５６７ ＦＡＸ０３（３８３９）６５９９

理 事 氏家 和彦

理 事 加藤 久雄

理 事 川口 哲生

理 事 武内 佐忠

理 事 西田 良洋

理 事 深沢 栄二

理 事 望月 直樹

理 事 望月 尚

監 事 菅田 茂

監 事 平田 洋司

会 長 丸山 朝

副 会 長 中川 千秋

副 会 長 近藤 誠

専務理事 梅澤 貞雄

常任理事 相原 信雄

常任理事 今西 信隆

常任理事 亀山 実

常任理事 小山 藤太

常任理事 佐久間靖晃

常任理事 山口 純

東
京
貴
金
属
宝
飾
品
卸
協
同
組
合

理

事

長

加

藤

裕

役

員

一

同

〒
１１０
―
００１５

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
―
二
一
―
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
三
―
三
八
三
一
―
四
五
六
四

東
京
美
装
商
工
業
協
同
組
合

理

事

長

石

田

国

久

役

員

一

同

〒
１１０
―
００１５

東

京

都

台

東

区

東

上

野

一

―

二

一

―

三

電

話

〇
三
―
三
八
三
四
―
二

九

九

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
八
三
四
―
〇

三

〇

五

さんご製品専門卸

企画、デザイン、受注生産

天然石パーツも約５００種以上

�株 大 倉 珊 瑚 店
オークラコーラル

Since １８８３

東 京 都 港 区 浜 松 町 ２ ― ４ ― １
世 界 貿 易 セ ン タ ー ビ ル ５ Ｆ
ＴＥＬ ０３―３４３５―４ ７ ３ ５
ＦＡＸ ０３―３４３６―１ ０ ３ ５

株式会社 並木製作所

本社工場 埼玉県加須市東栄１―１３―２６
Tel.０４８０（６５）２１６０�代
Fax.０４８０（６５）５９９６

アルバ

マリ・エ・マリダイヤモンド

代 理 店

貴金属・付属全般卸

株式
会社 大 丸 時 計 店

本 社 東京都台東区東上野３―３２―１
電 話 （３ ８ ３ ４）２９８６�代
ＦＡＸ （３ ８ ３ ４）２ ９ ８ ７

営業所 長 野 県 千 曲 市 小 島 ３ ０ ６ ２
電 話 ０２６（２ ７ ２）２７５９
ＦＡＸ ０２６（２ ７ ２）２７６６

貴金属・記念品

�株 大 淵 銀 器

代表取締役 大 淵 恒 夫

本 社 東京都台東区東上野３―１―１３
電 話 ０３―３８４７―７７１１（大代表）
ＦＡＸ ０３―３８４３―１３６０

珊瑚・真珠、べっ甲、色石

酒 井 商 事 株 式 会 社

□本 社 東京都台東区東上野３―４―４
ＴＥＬ ０３（３８３５）３５１８�代
ＦＡＸ ０３（３８３５）３ ５ ２ ０

URL : http : //www.sakaishoji.jp
Ｅメール info@sakaishoji.jp

□創 作 工 房 千葉県我孫子市湖北台８―１８―８
シ ペ ー ロ ＴＥＬ ０４（７１８８）８ ７ ８ ８

ＦＡＸ ０４（７１８８）２ １ ０ ２

有限
会社 関装身具製作所

代表取締役 関 和 久

〒３４０―００２３ 埼玉県 草 加 市 谷 塚 町１３９８
ＴＥＬ（０４８）９２５―３６６７�代
ＦＡＸ（０４８）９２５―３ ６ ７ ０
〈e−mail〉info@accessary.co.jp

珍皮時計バンド各 種
高級皮革時計バンド製造

株式
会社 小林時計バンド

代表取締役 小 林 敏 彦

〒１１０�０００３
東 京 都 北 区 豊 島 ２ ― ７ ― １３
ＴＥＬ ３９１１―３ ２ ７ ２
ＦＡＸ ３９１２―６ ４ １ ０

メイコー時計修理工具
貴 金 属 細 工 用 工 具
各 種 精 密 部 品

大 阪 ジ ュ エ リ ー
工 芸 協 同 組 合

理 事 長 藤 本 久 幸

他組合員一同

〒５４３―００４５
大阪市天王寺区寺田町１―３―２
ＴＥＬ ０６―６７７９―２７１５
ＦＡＸ ０６―６７７２―４８４５

組合員募集中

近畿経済産業局認可法人

日本宝石協同組合

理事長 片 岡 清 人

〒５４２
―００８１ 大阪市中央区南船場３―６―２８

ＴＥＬ ０６―６２４３―０１６６（代）

真 珠 輸 入 卸

株式
会社 ケー・ジェー・エム

東京都台東区東上野２ノ２２ノ１４
電 話 ０３―３８３９―０７０７
ＦＡＸ ０３―３８３９―０８０５

営業所 神戸

セイコー時計部品代理店

株式会社 小 島 商 店

東京都台東区東上野２―２２―１４

電 話 ３８３１―４ ６ ２ ８

ＦＡＸ ３８３２―７ ２ ２ ８

シ
チ
ズ
ン
時
計
部
品
代
理
店

精

密

時

計

工

具

全

般

大

興

精

機

株

式

会

社

代
表
取
締
役

原

隆

昭

本
社

東
京
都
文
京
区
湯
島
三
―
一
六
―
一
四

ト
ー
キ
ョ
ー
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ル
７
Ｆ

電

話

〇
三
―

三
八
三
三
―

四
六
一
一
番
�代

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―

三
八
三
五
―

四
六
一
八
番

時
計
＆
彫
金
工
具
・
時
計
パ
ー
ツ
・
時
計
修
理

株

式

会

社

三

宝

代
表
取
締
役

�

橋

泰

子

〒
１１０
―

０００５

東
京
都
台
東
区
上
野
三
―
一
〇
―
八

電

話

〇
三
―
三
八
三
二
―
〇
二
一
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
八
三
二
―
〇
二
八
五

E
–m

ail:office@
sanpou.org

http
://w

w
w

.sanpou.org

宝
石
貴
金
属
輸
入
卸

宝

石

研

磨

千

野

宝

石

商

会

千

野

稔

〒
１６５
―
００２６

東
京
都
中
野
区
新
井
三
―
三
―
五

電

話

三
三
八
八
―
一
四
四
一

ス
マ
ー
ト
印
高
級
時
計
バ
ン
ド
製
造
発
売
元

株
式

会
社

和

久

元

取
締
役
社
長

涌

井

宏

昌

本

社

東
京
都
台
東
区
松
が
谷
一
丁
目
一
〇
番
三
号

草

加

事

業

所

埼
玉
県
草
加
市
氷
川
町
二
一
二
七
番
地
九
号

電

話

〇
四
八
―
九
二
五
―
三

二

二

六

和
久
元
（
香
港
）U

nit3,20/F,Fook
Y

ipB
ldg,K

w
airung

C
rescent53-57,K

w
aiC

hung,
N

ew
T

erritories,H
ong

K
ong

Phone
:27224730

FA
X

:27227098

時
計
修
理
全
般

有
限
会
社

ク
ワ
ナ
時
計
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

桑

名

才

次

東
京
都
台
東
区
台
東
四
―
二
九
―
一
五

上
野
永
谷
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
三
階
、
三
〇
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
三
―
三
八
三
二
―
三
六
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
八
三
七
―
二
一
六
七

株

式

会

社

エ

ク

ミ

ス

代
表
取
締
役
社
長

山

田

悟

〒
１１０
―
００１５

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
丁
目
二
〇
の
四

第
一
日
笠
ビ
ル

電

話

〇
三
―
五
六
八
八
―
六

〇

八

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
五
六
八
八
―
六

〇

八

〇

日
本
リ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
議
会
正
会
員

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
正
会
員

U
R

L
http

://w
w

w
.ecm

is.jp
E

-m
ail

yam
ada@

ecm
is.jp

宝石貴金属装身具用

美術ケース及ディスプレイ製造

〒１１０―００１６
東京都台東区台東４―２―１１
CLOVER BUILDING １Ｆ

TEL.（０３）５８１８―６５６６
FAX.（０３）５８１８―６５６７

E−mail : info@act−case.com
HP : www.act−case.com

宝
石
・
貴
金
属
卸

藤

本

商

店

〒
５４３
―
００４５

大
阪
市
天
王
寺
区
寺
田
町
一
丁
目
三
―
二

電

話

〇
六
（
六
七
七
九
）
二
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
六
（
六
七
七
二
）
四
八
四
五

ｅ
―

メ
ー
ル

gem
-fujim

oto@
oct.zag.ne.jp

大
阪
時
計
宝
飾
眼
鏡
商
業
協
同
組
合

会

長

藪

内

正

明

理
事
長

辰

巳

貞

一

〒
５４２
―
００８２

大
阪
市
中
央
区
島
之
内
一
丁
目
十
一
―
十
三

板
硝
子
会
館

電
話

〇
六
（
六
二
五
三
）
〇
六
〇
〇
番（
代
表
）

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
六
―
六
二
五
三
―
〇

六

〇

二

た

つ

み

宝

石

店

代
表
取
締
役

辰

巳

貞

一

〒
５４２
―
００８１

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
三
丁
目
十
二
の
六

電

話

〇
六
―
六
二
五
一
―
三
二
一
二

※上記日程は都合により変更となることがありますので、あらかじめお問い合わ

せの上お申し込みください。

●受講料

・ベーシックコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・ダイヤモンドコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・パールグレーディングコース（１日間）￥１２，０００＋消費税

・宝石鑑別コース（２日間） ￥３０，０００＋消費税

●セミナー開催時間：東京 １０：００～１７：００

大阪 １０：３０～１７：００（会場の都合により）

博多 １０：００～１７：００（開講最低人数５名）

お申し込みは下記までお願い致します

３月

３～４

２４～２５

１０～１１

１７～１８

２８

２月

４～５

１８～１９

２５～２６

１２

１月

１４～１５

２６～２７

１８

各種セミナースケジュール

ベーシックコース（東京）

ベーシックコース（大阪）

ダイヤモンドコース（東京）

ダイヤモンドコース（大阪）

パールグレーディングコース（東京）

宝石鑑別コース（東京）

博多ダイヤモンドコース

東 京 ＴＥＬ：０３（３８３７）０８５５ ＦＡＸ：０３（３８３９）１４５５ 大 阪 ＴＥＬ：０６（６２４５）５１８７ ＦＡＸ：０６（６２４５）５１９７
博 多 ＴＥＬ：０９２（４７２）３０３８ ＦＡＸ：０９２（４７２）３８４６

新年明けまして
おめでとうございます

�����	�
������� 	�（第三種郵便物認可）������
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２
０
１
６
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
と
昨

年
は
企
業
の
経
常
利
益
が
過

去
最
高
水
準
に
達
し
、
賃
上

げ
率
は
２
年
連
続
で
前
年
を

上
回
る
伸
び
を
示
す
な
ど
、

日
本
経
済
は
デ
フ
レ
脱
却
ま

で
も
う
一
息
の
と
こ
ろ
ま
で

き
て
い
る
と
言
え
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
個
人
消
費
の

改
善
は
遅
れ
気
味
で
あ
り
、

一
部
富
裕
層
の
購
買
が
活
発

に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

経
済
状
況
は
全
体
と
し
て
弱

さ
も
み
ら
れ
ま
す
。加
え
て
、

少
子
高
齢
化
と
い
う
構
造
的

な
問
題
も
あ
り
、
将
来
、
経

済
規
模
縮
小
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
政
府

は
「
ニ
ッ
ポ
ン
１
億
総
活
躍

プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
全
員

参
加
型
の
強
い
経
済
社
会
の

実
現
に
向
け
施
策
を
ス
タ
ー

ト
。
経
済
成
長
の
加
速
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
売
業
界
に
目
を
向
け
る

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
を

取
り
込
ん
で
い
る
百
貨
店
業

界
は
今
の
こ
と
こ
ろ
業
績
好

調
が
続
い
て
は
い
る
も
の

の
、
総
合
ス
ー
パ
ー
の
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
堂
や
ユ
ニ
ー
が
大

量
の
店
舗
閉
鎖
を
発
表
す
る

な
ど
大
型
店
舗
の
苦
戦
が
続

い
て
い
ま
す
。
ま
た
ア
パ
レ

ル
業
界
で
は
ネ
ッ
ト
通
販
に

押
さ
れ
以
前
の
よ
う
な
テ
ナ

ン
ト
出
店
の
勢
い
は
な
い
よ

う
で
あ
り
、
業
種
、
業
態
に

よ
る
収
益
の
格
差
が
開
い
て

い
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

眼
鏡
業
界
に
お
い
て
は
依

然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
市
場
規
模
は
僅
か
な

が
ら
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う

で
す
が
、
増
加
要
因
は
補
聴

器
な
ど
他
部
門
の
伸
び
と
推

察
さ
れ
ま
す
。
眼
鏡
購
買
人

口
、
眼
鏡
一
式
平
均
単
価
と

も
に
下
落
傾
向
で
、
業
界
自

体
が
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
し

て
成
熟
期
、
も
し
か
す
る
と

既
に
衰
退
期
に
入
っ
て
い
る

可
能
性
も
否
め
ま
せ
ん
。
業

界
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
変

わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
お

客
様
の
消
費
形
態
の
有
り
方

が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
店
の
お
客
様
は
誰
で

そ
の
方
々
に
何
を
特
徴
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ

て
い
く
の
か
…
。
そ
の
こ
と

を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
企
業
の
存
続
自

体
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
、
眼
鏡
店
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
店
舗
の
置
か
れ

た
環
境
で
方
向
性
は
多
様
で

す
が
、
自
店
の
特
徴
を
よ
り

深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
元
来
、
眼

鏡
業
界
は
半
医
半
商
で
、
技

術
的
な
側
面
が
強
く
、
他
業

界
よ
り
動
き
が
緩
や
か
で
幾

分
救
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
す
で
に
旧
来
の
価
値
基

準
で
は
生
き
残
れ
な
い
時
代

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
達
は
こ
の
よ
う
な
時
代

の
変
化
を
捉
え
、
今
年
は
各

加
盟
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自

社
の
有
り
方
を
今
一
度
見
直

す
年
と
捉
え
、
「
立
ち
位
置

に
応
じ
た
魅
力
的
な
店
舗
の

再
構
築
」
を
重
要
課
題
に
掲

げ
ま
す
。
従
来
の
店
舗
運
営

を
画
一
的
に
継
続
し
て
い
る

だ
け
で
は
、
時
代
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。
加
盟
企
業
、
チ
ェ
ー
ン

本
部
と
も
に
強
い
危
機
意
識

と
問
題
意
識
を
持
ち
、
お
客

様
か
ら
の
支
持
を
得
る
べ

く
、
店
舗
の
改
善
、
改
革
を

図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
全
国
の
販
売

店
様
、
お
取
引
先
の
皆
様
に

は
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
訪
日
観
光

客
に
よ
る
爆
買
い
と
、
一
方

企
業
業
績
の
好
調
さ
を
反
映

し
た
賃
上
げ
・
失
業
率
の
低

下
に
も
関
わ
ら
ず
回
復
の
兆

し
が
な
か
な
か
見
え
な
い
国

内
個
人
消
費
な
ど
、
景
気
動

向
を
把
握
し
に
く
い
１
年
だ

っ
た
気
が
し
ま
す
。
ま
た
中

国
の
景
気
減
速
傾
向
や
テ
ロ

に
よ
る
不
安
定
な
国
際
情
勢

な
ど
、
今
後
の
経
済
情
勢
は

昨
年
以
上
に
混
沌
と
し
た
不

透
明
な
状
況
が
続
く
の
で
は

と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は

あ
り
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
、

国
内
ジ
ュ
エ
リ
ー
市
場
の
本

格
的
な
回
復
を
期
待
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

当
社
は
今
年
、�
シ
チ
ズ

ン
ら
し
さ
の
追
求
�
を
テ
ー

マ
に
、
商
品
企
画
、
展
示
会

運
営
の
レ
ベ
ル
向
上
に
取
組

ん
で
参
り
ま
す
。

先
ず
商
品
企
画
面
で
す

が
、
昨
年
は
、
�１
ブ
ラ
イ
ダ

ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
で
シ
ン
デ
レ

ラ
が
依
然
好
調
に
推
移
。
主

力
の
マ
リ
ッ
ジ
リ
ン
グ
も
よ

う
や
く
回
復
基
調
に
。
�２
純

国
産
無
調
色
パ
ー
ル
「
Ｗ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
」
が
全
国
有
力
売

場
の
定
番
商
品
と
し
て
シ
ェ

ア
拡
大
。
な
ど
、
比
較
的
分

か
り
や
す
い
差
別
化
特
性
に

よ
り
支
持
さ
れ
た
商
品
が
一

定
の
成
果
を
上
げ
る
事
が
出

来
た
気
が
し
ま
す
。
引
続
き

今
年
も
、
�１
お
客
様
に
シ
チ

ズ
ン
ら
し
い
と
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
身
近
な
差
別

化
商
品
の
開
発
。
�２
品
質
・

保
証
へ
の
信
頼
に
基
づ
く
シ

チ
ズ
ン
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
再

構
築
。
等
に
よ
り
、
シ
チ
ズ

ン
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
向
上
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

次
に
展
示
会
で
す
が
、
ま

す
ま
す
多
様
化
す
る
お
客
様

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
展

示
会
運
営
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。
お
客
様
に
満
足
感
を

お
届
け
で
き
る
�
お
も
て
な

し
�
の
心
を
ベ
ー
ス
に
、
何

よ
り
も
�
宝
石
が
主
役
�
の

展
示
会
の
実
践
が
肝
要
で

す
。
そ
の
上
で
他
社
の
展
示

会
と
は
違
う
シ
チ
ズ
ン
ら
し

さ
を
ど
う
打
ち
出
せ
る
か
が

鍵
を
握
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
課
題
山
積
で
は
あ
り

ま
す
が
、
社
員
一
同
鋭
意
研

鑽
し
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
、
当
社
は
今
年
よ

り
２
０
１
８
年
度
ま
で
の
３

ヵ
年
中
期
計
画
の
実
践
に
入

り
ま
す
。
３
年
後
の
あ
る
べ

き
姿
実
現
を
目
標
に
、
社
員

一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
と

意
識
統
一
、
そ
し
て
�
や
り

抜
く
�
と
い
う
強
い
団
結
力

を
持
っ
て
取
組
ん
で
い
く
所

存
で
す
。

以
上
、
今
年
の
取
組
み
姿

勢
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
不
透
明
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
今
一
度
足
元
を
見
つ

め
直
し
、
自
社
の
強
み
と
は

何
か
、
お
客
様
や
販
売
店
様

が
当
社
に
期
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
何
か
、
そ
の
た
め
に

我
々
は
何
を
す
る
べ
き
か
、

社
員
一
人
ひ
と
り
自
ら
問
い

続
け
て
参
り
ま
す
。
ど
う
か

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ジ
ョ
ウ
・
ジ
ャ
パ
ン
組
合

員
の
皆
様
、
関
係
業
界
の
皆

様
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
国
内
の
景
気
動

向
は
堅
調
に
推
移
し
た
一

方
、
海
外
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
定
要
素
も
見
ら
れ
た
１

年
と
な
り
ま
し
た
。
時
計
市

場
に
目
を
向
け
る
と
、
本
物

の
価
値
を
求
め
る
お
客
様
に

加
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
後
押
し
も
あ
り
、
中
高
価

格
帯
を
中
心
に
大
変
好
調
に

推
移
し
て
い
る
と
お
聞
き
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が

ら
私
ど
も
中

小
の
時
計
専

門
店
で
は
、

い
ま
だ
こ
の
好
景
気
が
実
感

と
し
て
は
伝
わ
っ
て
き
て
お

り
ま
せ
ん
。
腕
時
計
だ
け
を

例
に
す
れ
ば
、
高
級
腕
時
計

で
は
百
貨
店
や
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
直
営
店
が
ラ
イ
バ
ル
と

な
り
、
中
価
格
帯
ま
で
の
商

品
で
は
全
国
に
展
開
す
る
家

電
量
販
、
カ
メ
ラ
量
販
が
ラ

イ
バ
ル
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
昨
今
は
、
テ
レ

ビ
や
ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
販
も

盛
況
を
極
め
、
我
々
時
計
専

門
店
は
厳
し
い
景
況
に
置
か

れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ

り
、
業
界
内
に
著
し
い
格
差

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

時
計
小
売
専
門
店
が
置
か

れ
た
厳
し
い
状
況
を
打
破
す

る
た
め
は
何
を
お
い
て
も
時

計
を
販
売
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
我
々
が
何

を
す
べ
き
か
？
と
い
う
こ
と

で
、
仕
入
三
社
（
ウ
オ
ッ
チ

・
ジ
ャ
パ
ン
�株
、
ジ
ュ
エ
リ

ー
・
ア
ン
ド
・
ワ
ー
ル
ド
タ

イ
ム
�株
、
オ
プ
ト
・
ジ
ャ
パ

ン
�株
）
に
よ
る
新
規
株
主
の

募
集
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
共
同
仕
入
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
い
た
だ

け
れ
ば
、
支
払
条
件
な
ど
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
を

ご
享
受
い
た
だ
け
、
積
極
的

な
仕
入
を
実
現
で
き
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
は
小
さ
な
『
時
計
小
売
専

門
店
』
で
あ
っ
て
も
、
団
結

し
て
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と

で
、
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
も

�
物
言
え
る
存
在
�
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
が
、
販
売
と

一
対
に
な
っ
て
い
る
時
計
修

理
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら

は
２
０
１
２
年
に
誕
生
し
ま

し
た『
時
計
修
理
技
能
士
会
』

が
機
能
し
て
お
り
、
店
舗
で

の
修
理
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
日
々
進
化
す
る
時
計

に
も
最
新
の
設

備
と
技
術
を
も

っ
て
対
応
し
て

お
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
ウ
オ
ッ

チ
以
外
の
ク
ロ
ッ
ク
に
お
き

ま
し
て
も
指
定
修
理
業
者
と

の
提
携
を
密
に
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
客
様
の
大
切
な

時
計
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
お

預
か
り
い
た
だ
き
、
修
理
を

受
注
し
て
事
業
の
柱
の
ひ
と

つ
に
据
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

関
係
団
体
に
つ
き
ま
し
て

は
、
宝
飾
で
は
日
本
ジ
ュ
エ

リ
ー
協
会
が
実
施
し
て
お
り

ま
す
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
資
格
を
支
持
し
、

資
格
取
得
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
眼
鏡
で
は
眼
鏡
技

術
者
国
家
資
格
推
進
機
構
が

中
心
と
な
っ
て
活
動
さ
れ
て

い
る
懸
案
事
項
の
国
家
資
格

取
得
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
全

日
本
時
計
宝
飾
眼
鏡
小
売
協

同
組
合
と
し
て
協
力
で
き
る

こ
と
を
模
索
し
、
で
き
る
限

り
連
携
を
と
り
つ
つ
、
推
進

す
る
の
は
こ
れ
ま
で
通
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
日
本

眼
鏡
技
術
者
協
会
の
認
定
眼

鏡
士
制
度
を
推
進
し
な
が

ら
、
組
合
員
に
対
し
て
生
涯

教
育
の
告
知
な
ど
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
良
い
お
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

（
今
年
の

干
支
は
【
丙

申
（
ひ
の
え

さ
る
）
】
で

す
。
申
年
の
特
徴
は
、
�１
明

る
く
人
づ
き
あ
い
が
得
意
で

活
発
で
あ
る

�２
思
慮
深

く
、
頭
の
回
転
が
早
く
、
行

動
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
豊
臣
秀
吉
が
そ
の

代
表
的
な
存
在
で
あ
り
ま

す
）ふ

と
思
い
起
こ
す
と
私
が

Ｎ
Ｇ
Ｃ
理
事
長
を
拝
命
し
て

４
期
目
、７
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
私
ど
も
業
界
は
低
空

飛
行
状
態
で
、
な
か
な
か
上

向
く
気
配
す
ら
感
じ
ま
せ

ん
。
安
倍
政
権
発
足
か
ら
の

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
『
３
本
の

矢
』
、
最
初
の
２
本
は
円
安

・
株
高
の
恩
恵
を
も
た
ら
し

ま
し
た
が
、
成
長
戦
略
に
つ

い
て
は
予
想
ど
お
り
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
『
新
３
本
の
矢
』

の
内
容
も
不
明
確
で
政
策
的

に
も
問
題
が
山
積
み
、
困
難

が
予
想
さ
れ
る
と
思
う
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
残
念

な
が
ら
、
景
気
が
上
向
い
て

い
る
感
が
な
く
、
厳
し
い
状

態
が
続
い
て
い
く
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
最
大
の
商
戦
期

で
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
、

し
っ
か
り
販
売
で
き
た
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
年
末
年
始
、

初
売
り
、
良
い
ス
タ
ー
ト
が

出
来
ま
し
た
か
。

と
こ
ろ
で
、
我
々
の
業
界

に
非
常
に
関
係
の
あ
る
金
価

格
に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年

は
１
月
に
高
値
を
つ
け
て
、

年
末
に
は
最
低
値
を
、
年
初

か
ら
１０
％
以
上
値
を
下
げ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
値
動
き

に
よ
っ
て
、
金
や
金
製
品
の

買
い
取
り
は
激
減
、
逆
に
プ

ラ
チ
ナ
地
金
は
２
０
０
０
年

代
の
前
半
の
値
動
き
に
な

り
、
資
産
用
プ
ラ
チ
ナ
地
金

の
年
間
販
売
量
が
過
去
最
高

を
更
新
、
１１
月
末
ま
で
に
累

計
１
万
４
４
４
６
�
に
な

り
、
最
も
多
か
っ
た
２
０
０

８
年
の
年
間
販
売
量
（
１
万

３
５
９
６
�
）
を
上
回
り
ま

し
た
。
（
２
０
１
５
／
１２
／

４
日
経
新
聞
掲
載
記
事
よ

り
）
こ
れ
ら
地
金
の
動
き
も

我
々
業
界
で
は
、
大
変
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
も
今
後

ど
う
運
用
し
て
い
く
の
か
同

様
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
さ
て
こ
こ
で
、
私
ど
も

Ｎ
Ｇ
Ｃ
加
盟
店
全
体
の
数
字

を
あ
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
平
成
２７
年
８
月
期
は
平

成
２６
年
４
月
の
消
費
増
税
後

の
売
上
高
の
落
ち
込
み
を
乗

り
越
え
、
加
盟
店
の
全
体
売

上
高
は
、
前
年
対
比
９９
・
９９

％
の
水
準
に
戻
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
宝
飾
品
９７
・
５

％
、
メ
ガ
ネ
９６
％
、
時
計
１

０
９
％
と
な
り
、
宝
飾
品
・

メ
ガ
ネ
は
若
干
苦
戦
し
ま
し

た
が
、
時
計
が
大
き
く
躍
進

を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

「
爆
買
い
」
等
に
よ
り
、
高

額
な
高
級
時
計

な
ど
が
大
き
く

売
り
上
げ
を
増

や
し
た
結
果
で

あ
り

ま

し

た

が
、
全
体
と
し
て
は
、
前
年

と
ほ
ぼ
同
一
の
水
準
で
終
わ

り
ま
し
た
。

最
後
に
副
理
事
始
め
理
事

の
方
々
、
加
盟
店
の
皆
様
の

力
を
お
借
り
し
て
、
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ

る
宝
飾
小
売
業
で
す
が
、
一

致
団
結
・
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
日
本
ゴ
ー
ル
ド
チ
ェ

ー
ン
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
得
意
先
を
訪
問
し
た

際
、
天
気
の
話
題
か
ら
入
る

の
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
ぬ
日

本
の
慣
習
で
す
が
、
昨
年
は

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
」
と

い
う
、
日
本
経
済
に
と
っ
て

予
期
せ
ぬ
「
恵
み
の
雨
」
に

つ
い
て
の
話
題
か
ら
始
ま
る

事
が
常
だ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
私
共
も
こ
の
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
」
の
恩
恵
に

浴
す
る
べ
く
、
中
国
語
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
採
用
を
積
極
的
に

進
め
、
彼
ら
と
一
緒
に
仕
事

を
す
る
中
で
売
上
と
は
別
の

予
期
せ
ぬ
学
び
や
気
づ
き
も

得
る
事
が
出
来
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

以
前
、
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生

命
創
業
者
出
口
治
明
社
長

（
当
時
）
の
講
演
で
「
企
業

経
営
と
は
『
世
界
経
営
計
画

の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
』で
あ
り
、

こ
の
世
界
を
ど
の
よ
う
に
理

解
し
、
ど
の
よ
う
に
変
え
た

い
と
思
い
、
自
分
達
に
何
が

出
来
る
か
を
は
っ
き
り
認
識

し
、
チ
ー
ム
で
そ
れ
を
達
成

し
て
行
く
事
で
あ
る
」
と
伺

い
ま
し
た
。
「
世
界
を
ど
の

よ
う
に
理
解
し
、
ど
う
変
え

た
い
と
思
う
か
」
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
が
、
多
く
の
識
者

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
２１

世
紀
は
ア
ジ
ア
の
時
代
で
あ

り
、
ア
ジ
ア
の
東
の
端
に
位

置
す
る
日
本
は
ア
ジ
ア
の

国
々
と
お
互
い
を
理
解
し
合

い
良
い
と
こ
ろ
を
活
か
し
合

い
、
日
本
の
独
自
性
を
活
か

し
な
が
ら
ア
ジ
ア
の
発
展
と

同
期
さ
せ
、
世
界
の
繁
栄
に

資
す
る
存
在
に
し
て
行
き
た

い
」
と
い
う
よ
う
な
事
か
と

思
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
各
地
域

出
身
の
社
員
達
と
共
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
に
向
き
合
う

事
を
通
し
て
、
既
存
の
日
本

人
社
員
に
と
っ
て
は
日
本
に

居
な
が
ら
に
し
て
ア
ジ
ア
各

地
で
育
っ
た
若
者
達
の
考
え

方
や
、
外
国
で
母
国
語
で
は

無
い
言
語
を
習
得
し
そ
れ
を

活
か
し
て
活
躍
し
よ
う
と
い

う
意
欲
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら

刺
激
を
受
け
、
自
分
達
の
あ

り
方
を
客
観
視
す
る
事
も
で

き
ま
す
。
ア
ジ
ア
か
ら
の
お

客
様
に
対
し
て
は
、
日
本
の

強
み
で
あ
る
安
心
感
信
頼
感

を
持
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
お
届

け
す
る
事
で
、
日
本
に
対
す

る
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

お
帰
り
頂
く
事
が
で
き
る
は

ず
で
す
。
ま
た
当
社
に
入
社

し
た
ア
ジ
ア
圏
出
身
社
員
達

が
弊
社
に
お
い
て
、
個
人
主

義
で
は
な
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
大
切
に
し
て
目
標
達
成
す

る
と
い
う
日
本
的
な
組
織
文

化
に
触
れ
る
事
で
、
元
々
持

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
日
本
に

対
す
る
興
味
関
心
が
、
よ
り

実
体
験
を
伴
っ
て
肯
定
的
な

イ
メ
ー
ジ
に
繋
が
れ
ば
、
そ

の
認
識
は
海
を
越
え
彼
ら
の

故
郷
に
少
な
か
ら
ず
波
及
し

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

だ
け
で
な
く
、従
来
の
営
業
、

販
売
業
務
等
の
活
動
を
通
し

て
「
よ
り
良
い
社
会
、
よ
り

良
い
世
界
を
作
る
こ
と
に
繋

が
る
存
在（
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
）

で
あ
り
た
い
」
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
、
今
年
も
１
年
精

進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
景
況
面
で
は
緩

や
か
な
景
気
回
復
が
進
み
ま

し
た
が
、
日
常
生
活
で
は
回

復
の
実
感
が
湧
か
ず
、
消
費

市
場
で
は
停
滞
感
の
続
く
１

年
と
な
り
ま
し
た
。
海
外
に

お
い
て
も
中
国
で
の
株
価
急

落
や
景
気
減
速
の
顕
在
化
、

好
調
が
伝
え
ら
れ
る
米
国
で

の
利
上
げ
実
施
な
ど
、
世
界

経
済
へ
の
影

響
が
懸
念
さ

れ
る
出
来
事

が
続
き
ま
し

た
。
一
方
、

国
内
で
は
２
０
２
０
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
に
向
け
て
の
期
待

感
の
高
ま
り
と
、
科
学
・
技

術
分
野
で
日
本
の
底
力
を
再

認
識
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
続

き
、
意
気
揚
が
る
年
納
め
と

な
り
ま
し
た
。

ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
に
お
い

て
も
昨
年
は
厳
し
い
一
年
と

な
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
も

や
や
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る

結
果
で
し
た
。
し
か
し
、
消

費
は
弱
含
み
な
が
ら
も
、
消

費
者
も
新
鮮
な
商
品
提
案
に

対
し
て
は
関
心
が
高
く
、
消

費
マ
イ
ン
ド
を
動
か
す
製
品

ア
イ
デ
ア
や
、
宝
石
の
美
し

さ
を
伝
え
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
の

創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。

当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
今

年
、製
品
企
画
の
分
野
で
は
、

「
も
の
づ
く
り
に
込
め
る
想

い
」
を
独
創
性
や
、
技
術
力

で
具
現
化
し
た
新
製
品
を
、

国
際
的
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
展
で

発
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
繊
細
な
ド
レ
ー
プ
ジ
ュ

エ
リ
ー
や
、
３
Ｄ
技
術
を
駆

使
し
た
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン

は
、
高
い
評
価
を
頂
け
る
も

の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
製
造
の
分
野
で
は
、
当

社
グ
ル
ー
プ
の
タ
イ
製
造
拠

点
で
あ
る
Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
ｙ

Ｇ
ｅ
ｍ
Ｃ
ｏ
�
�
Ｌ
ｔ
ｄ
の

増
床
工
事
が
昨
年
完
了
し
て

増
産
体
制
が
整
い
、
中
国
で

は
第
２
工
場
と
な
る
広
州
桑

山
珠
宝
有
限
公
司
が
本
年
年

初
よ
り
稼
働
開
始
と
な
り
、

製
品
供
給
力
の
強
化
に
努
め

る
所
存
で
す
。

お
陰
様
で
当
社
グ
ル
ー
プ

は
、
昭
和
３９
年

の
創
業
か
ら
半

世
紀
を
超
す
業

歴
を
築
く
こ
と

が
出

来

ま

し

た
。
新
し
い
年
を
迎
え
、
ジ

ュ
エ
リ
ー
市
場
の
順
調
な
回

復
と
業
界
の
発
展
を
祈
念

し
、
ま
た
当
社
グ
ル
ー
プ
に

お
き
ま
し
て
は
、
設
立
か
ら

５０
周
年
と
な
る
２
０
２
０
年

に
向
か
っ
て
、
業
界
の
発
展

に
貢
献
す
る
所
存
で
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
景
気
の
あ
ま

り
良
い
中
で
の
、
単
一
職
種

団
体
と
し
て
、
会
員
皆
様
方

の
ご
支
援
の
も
と
・
技
術
技

能
デ
ザ
イ
ン
と
、
現
状
の
市

場
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
全
国

的
に
認
知
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
技
能
士

会
上
部
団
体
に
お
け
る
西
新

宿
匠
の
技
フ
ェ
ア
に
参
加
、

好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
も
の
づ
く
り
教
室
も

厚
生
労
働
省
庁
の
教
室
小
中

高
の
教
室
等
技
術
公
開
の
場

と
し
て
、
３
０
０
名
を
超
え

ま
し
た
。
匠
の
技
等
、
商
品

の
展
示
も
で
き
ま
た
、
２６
年

卓
越
技
能
賞
に
副
会
長
佐
藤

貞
章
氏
が
認
定
さ
れ
、
２７
年

度
の
黄
綬
褒
章
受
章
あ
り
、

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
の
入
賞

歴
、
後
継
者
、
育
成
に
努
め

て
小
・
中
・
高
校
生
の
手
作

り
の
技
術
体
験
、
成
果
と
な

り
、
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
会
の
運
動
方
針
と

し
て
、
昨
年
度
の
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
も
の
づ

く
り
体
験
教
室
（
後
継
者
育

成
）
２
０
０
名
を
目
標
に
行

い
、
技
術
技
能
研
さ
ん
に
励

み
た
い
と
、
作
品
展
示
場
所

の
確
保
に
務
め
ま
す
、
国
の

検
定
研
修
そ
の
他
情
報
発
信

を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
多
く

の
講
習
等
も
計
画
い
た
し
て

い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
技
能

の
啓
蒙
と
デ
ザ
イ
ン
の
研
究

会
等
、
上
部
団
体
の
講
習
会

に
参
加
。
５
月
に
は
手
作
り

に
よ
る
技
能
コ
ン
テ
ス
ト
の

競
技
会
を
行
い
ま
す
。３
月
、

５
月
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
い
た
だ
き
参
加
く
だ

さ
い
。
全
国
組
織
の
匠
の
技

ネ
ッ
ト
に
も
参
加
で
き
ま

す
。
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

（
創
立
の
技
能
士
会
の
原
点

に
返
り
技
術
の
継
承
に
努
め

ま
す
）。技
能
検
定
研
修
等
毎

年
行
い
、
コ
ン
テ
ス
ト
、
匠

の
技
ネ
ッ
ト
等
参
加
で
き
ま

す
、
こ
れ
か
ら
の
皆
様
に
ご

利
用
で
き
る
よ
う
会
員
一
同

お
待
ち
い
た
し
て
い
ま
す
。

謹 賀 新 年
花と宝石と安全な街

ジュエリータウン
おかちまち

会長 高橋隆之

会員一同

〒１１０―０００５ 東京都台東区上野５―１１―２
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貴
金
属
製
造
卸

�株
小
野
孝
蔵
商
店

東
京
都
文
京
区
千
駄
木
二
―
二
六
―
一
二

電

話

三
八
二
一
―
六

四

六

三

Ｆ
Ａ
Ｘ

三
八
二
一
―
六

六

三

〇

貴
金
属
宝
石
卸

森

工

芸

興

業

�株

取
締
役
社
長

森

得
之
輔

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
三
―
一
九
―
一
一

電

話

三
八
六
二
―
〇

四

〇

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

三
八
六
四
―
九

八

〇

五

貴
金
属
・
装
身
具
製
造

（
リ
フ
ォ
ー
ム
も
ご
用
命
下
さ
い
）

�株
岡
松
貴
金
属
工
芸

代
表
取
締
役

岡

松

実

東
京
都
文
京
区
千
石
一
―
一
八
―
一

電

話

三
九
四
四
―
六

五

三

七

Ｆ
Ａ
Ｘ

三
九
四
四
―
六

五

三

九

全
日
本
時
計
宝
飾
眼
鏡
小
売
協
同
組
合

ジ
ョ
ウ
・
ジ
ャ
パ
ン

理
事
長

近
藤

千
佳
之

�株
桑
山

社
長

桑
山

貴
洋

�株
ホ
ッ
タ

取
締
役

社

長

堀
田

峰
明

協
同
組
合

日
本
ゴ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン

理
事
長

武
内

佐
忠

全
日
本
貴
金
属
技
能
士
会
連
合
会

東
京
貴
金
属
技
能
士
会

会
長

内
田

博
紹

サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
推
進

よ
り
良
い
世
界
づ
く
り
に
繋
げ
る

今
年
も
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

創
立
の
原
点
に
帰
り
技
術
を
継
承

独
創
的
な
新
製
品
発
表

中
国
の
第
２
工
場
も
稼
動
開
始

果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
年

一
致
団
結
し
こ
の
難
局
乗
り
切
る

新
規
株
主
の
募
集
を
開
始

時
計
修
理
へ
の
対
応
に
も
力
注
ぐ

魅
力
的
な
店
舗
再
構
築

画
一
的
で
な
く
立
ち
位
置
に
応
じ

「らしさ」の追求を

商品企画、展示運営を向上

ウ
イ
ン
ク
チ
ェ
ー
ン

会
長

荒
木

康
弘

シ
チ
ズ
ン
宝
飾
�株

代
表
取
締
役

社

長

平
田

洋
司

���	
����
����（第三種郵便物認可）���������
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体の不自由な人も笑顔満面で眞美さんと楽しみを分かちあう

本
紙
、
昨
年
８
月
２０
日
号
に
掲
載
し
た
本
紙

専
属
顧
問
の
本
澤
康
之
氏
と
熊
本
・
清
田
時
計

店
の
清
田
祐
一
氏
の
紀
行
文
「
大
町
桂
月
を
訪

ね
て
」
が
大
反
響
を
呼
び
、
読
者
と
の
縁
で
大

町
桂
月
の
血
縁
に
当
た
る
人
を
知
ら
さ
れ
た
。

そ
の
人
が
堀
江
眞
美
さ
ん
だ
っ
た
。本
紙
の「
つ

れ
づ
れ
語
り
」
の
欄
で
２
度
紹
介
し
た
眞
美
さ

ん
（
こ
こ
か
ら
は
こ
う
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
）
の
生
き
方
を
体
感
す
る
た
め
、
１２
月
１９
日

と
２０
日
に
高
知
へ
飛
び
、
２
カ
所
で
行
わ
れ
た

コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る
眞
美
さ
ん
の

魅
力
を
紹
介
す
る
。

２０１５年１２月１９日、２０日の高知コンサートルポ

１９
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

高
知
市
の
住
宅
街
に
あ
る
小

さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
「
エ
ヴ
ァ

ン
ス
」
の
２
階
。
こ
の
会
場

は
、
眞
美
さ
ん
の
魅
力
に
惹

か
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ
ー

ナ
ー
が
器
材
を
買
い
集
め
て

用
意
し
た
会
場
で
あ
る
。
今

回
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
、
ハ

モ
ン
ド
オ
ル
ガ
ン
、
電
子
ピ

ア
ノ
と
３
台
の
楽
器
が
用
意

さ
れ
た
部
屋
に
約
４０
人
が
集

ま
り
、
午
後
６
時
半
か
ら
コ

ン
サ
ー
ト
開
か
れ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
始
め
に
眞

美
さ
ん
は
「
今
日
は
、
こ
こ

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

が
、
健
康
で
幸
せ
に
な
れ
る

よ
う
に
私
の
演
奏
と
歌
を
お

届
け
し
ま
す
」
と
話
し
て
演

奏
が
始
ま
る
。
何
曲
か
演
奏

し
た
後
に
は「
皆
さ
ん
、リ
ク

エ
ス
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
声
を
か
け
る
と
、
参
加
者

か
ら
は
、
色
々
な
曲
名
が
飛

び
出
し
て
来
る
。
そ
れ
ら
の

曲
全
て
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応

え
て
い
く
。そ
れ
も「
ど
の
よ

う
な
曲
調
で
や
り
ま
し
ょ
う

か
」と
聞
き
、そ
の
要
望
に
も

全
て
応
え
て
い
く
。
ポ
ッ
プ

ス
調
、タ
ン
ゴ
調
、ジ
ャ
ズ
調

な
ど
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の

曲
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。

途
中
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を

持
参
し
た
参
加
者
の
女
性
と

コ
ラ
ボ
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
女
性
か
ら
曲
名
を

聞
き
「
キ
ー
の
高
さ
は
、
テ

ン
ポ
は
」
と
質
問
し
た
だ
け

で
す
ぐ
に
演
奏
を
し
て
し
ま

う
。
そ
れ
も
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

奏
者
を
引
き
立
て
る
ピ
ア
ノ

の
響
き
で
あ
っ
た
。

休
憩
に
入
る
と
何
人
か
の

女
性
が
、
自
分
で
作
っ
た
酵

素
を
眞
美
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。
こ
の
酵
素
は
、
眞

美
さ
ん
が
勧
め
た
も
の
で
、

今
回
は
愛
媛
か
ら
来
た
参
加

者
が
１０
年
に
一
度
し
か
花
の

咲
か
な
い
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン

か
ら
つ
く
っ
た
と
い
う
貴
重

な
も
の
だ
っ
た
。
愛
媛
で
は

酵
素
新
聞
も
発
行
す
る
ほ
ど

酵
素
づ
く
り
が
盛
ん
だ
と
言

う
。休

憩
の
後
も
参
加
者
か
ら

の
リ
ク
エ
ス
ト
曲
を
募
り
、

さ
ら
に
「
ど
の
楽
器
で
演
奏

し
て
ほ
し
い
？
」
と
３
台
あ

る
楽
器
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
も

応
え
る
。
こ
の
間
に
も
「
一

緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
」
と
声

を
か
け
、
参
加
者
が
知
っ
て

い
る
曲
は
、
み
ん
な
が
自
然

に
歌
い
出
し
、
会
場
が
一
体

と
な
っ
て
い
く
。

い
つ
ま
で
も
続
く
リ
ク
エ

ス
ト
に
応
え
な
が
ら
午
後
６

時
半
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ン
サ

ー
ト
も
午
後
１０
時
半
に
近
づ

く
と
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
ナ
ー

が
「
あ
と
２
曲
」
と
の
声
が

か
か
る
。
２
曲
が
終
わ
る
と

「
あ
と
３
曲
」
と
一
向
に
終

わ
る
気
配
が
な
く
リ
ク
エ
ス

ト
に
応
え
続
け
て
行
く
。

「
こ
れ
で
は
キ
リ
が
な
い

で
す
ね
」
と
眞
美
さ
ん
。
最

後
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
は
、
眞

美
さ
ん
が
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
・
石
巻
を
訪
問
し
た

と
き
に
作
っ
た
『
あ
り
が
と

う
』を
全
員
が
立
ち
上
が
り
、

眞
美
さ
ん
が
手
話
を
交
え
て

歌
い
出
す
。
足
の
悪
い
女
性

も
立
ち
上
が
っ
て
一
緒
に
手

話
を
や
り
な
が
ら
歌
う
。
ま

さ
に
会
場
が
一
体
と
な
り
、

眞
美
さ
ん
の
優
し
さ
、
人
を

思
い
や
る
気
持
ち
が
聴
く
人

を
元
気
に
さ
せ
て
い
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
が
終
わ
っ
た
後
、

眞
美
さ
ん
に
聞
い
た
と
こ
ろ

「
コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
す
る

曲
は
、
考
え
て
い
か
な
い
。

頭
は
空
っ
ぽ
で
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
う
」と
い
う
。
そ
し
て
、

ど
ん
な
リ
ク
エ
ス
ト
で
も
大

丈
夫
な
の
で
す
か
と
聞
く
と

「
小
さ
い
頃
か
ら
聞
い
て
い

た
曲
が
体
の
中
に
染
み
込
ん

で
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
体

で
表
現
し
て
演
奏
し
ま
す
」

と
さ
り
げ
な
く
応
え
て
く
れ

た
眞
美
さ
ん
は
、
全
て
独
学

で
身
に
付
け
た
と
言
う
。

コンサートでの
堀江眞美さん

全員が立ち上がり堀江眞美さんと一緒に
手話を交えて『ありがとう』を歌う

人
間
は
日
々
、
命
を
使
っ

て
生
き
て
い
る
。
命
は
一
人

に
一
つ
し
か
な
く
、
失
わ
れ

れ
ば
一
人
が
こ
の
世
か
ら
な

く
な
る
。
尊
い
命
な
の
だ
か

ら
、
大
切
に
使
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

そ
う
思
う
の
だ
が
、
「
大

切
に
」
と
は
ど
う
い
う
意
味

だ
ろ
う
か
。私
に
と
っ
て「
大

切
に
」
と
は
、
「
激
し
く
」

と
イ
コ
ー
ル
の
関
係
に
あ

る
。
激
し
く
命
を
使
う
な
ん

て
大
切
に
し
て
い
な
い
で
は

な
い
か
、
と
言
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か

し
、
激
し
く
し
か

生
き
ら
れ
な
い
。

激
し
さ
か
ら
し

か
、
生
き
て
い
る

こ
と
の
実
感
を
得
ら
れ
な

い
。
不
眠
症
や
癌
な
ど
「
病

の
定
期
便
」
に
襲
わ
れ
肉
体

は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
は
激
し
さ
の
代
償
と
割

り
切
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
生

き
様
し
か
で
き
な
い
人
間
な

の
だ
。

生
き
様
�
	
自
分
の
過
ご

し
て
き
た
ぶ
ざ
ま
な
生
き

方
。
転
じ
て
、
人
の
生
き
方

（
広
辞
苑
第
５
版
）。

自
分
の
視
点
で
見
た
と
き

に
、
み
っ
と
も
な
い
と
思
う

生
き
方
を
し
て
き
た
こ
と
が

生
き
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
言
葉
の
使
わ
れ
方
は
時

代
に
応
じ
て
変
わ
る
の
で
、

現
在
は
激
し
い
人
生
を
肯
定

的
に
捉
え
て
用
い
る
ケ
ー
ス

が
多
い
が
、
広
辞
苑
の
定
義

は
否
定
的
・
自
嘲
的
な
見
方

に
基
づ
い
て
い
る
。

不
思
議
に
思
っ
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
る

と
、
意
外
な
こ
と
に
広
辞
苑

に
こ
の
言
葉
が
登
場
し
た
の

は
１
９
９
８
年
発
刊
の
第
５

版
か
ら
で
、
９１
年
の
第
４
版

ま
で
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。
も

と
も
と
あ
っ
た
死
様
と
い
う

言
葉
か
ら
の
連
想
で
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
見

方
が
強
い
よ
う
だ
。
な
か
に

は
、
生
き
様
と
死
様
は
同
じ

も
の
で
、
命
が
終
わ
っ
た
瞬

間
に
表
現
が
変
わ
る
だ
け
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
日
々

生
き
て
い
る
有
り
様
が
死
様

に
な
る
の
な
ら
ば
、
一
所
懸

命
に
生
き
よ
う
と
い
う
肯
定

的
な
解
釈
だ
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
々

こ
れ
か
ら
を
一
所
懸
命
に
生

き
る
事
が
、
人
生
を
い
か
よ

う
に
も
変
え
て
い
く
。
そ
れ

が
生
き
様
で
あ
り
、
本
澤
流

に
言
え
ば「
激
し
い
生
き
様
」

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
生

き
ざ
ま
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
人
間
が
、
と
み
に
少
な
く

な
っ
た
。
そ
ん
な
折
に
奇
跡

的
、
衝
撃
的
と
も
言
え
る
出

会
い
が
あ
っ
た
の
だ
。
本
紙

で
も
再
々
に
わ
た
り
紹
介
し

て
き
た
、
堀
江
眞
美
さ
ん
で

あ
る
。

出
会
っ
て
１
年
に
も
満
た

な
い
が
、
や
り
と
り
し
た
手

紙
や
メ
ー
ル
は
膨
大
な
量
と

な
り
、
本
の
１
冊
や
２
冊
で

は
収
ま
ら
な
い
ほ
ど
だ
。
そ

こ
に
迸
（
ほ
と
ば
し
）
っ
て

い
る
の
は
、
眞
美
さ
ん
の
生

き
様
以
外
の
何
物
で
も
な

い
。赤
裸
々
な
真
実
の
連
続
。

「
激
し
い
」
と
形
容
す
る
こ

と
も
加
飾
に
過
ぎ
な
い
。
眞

美
さ
ん
の
経
歴
や
血
筋
を
知

り
教
学
も
し
た
が
、
も
は
や

そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い

い
。生
き
様
こ
そ
が
重
要
で
、

す
べ
て
な
の
だ
。
こ
れ
ほ
ど

他
人
の
生
き
様
に
圧
倒
さ
れ

た
の
は
初
め
て
の
こ
と
だ
。

し
か
し
、
眞
美
さ
ん
の
存

在
、生
き
様
を
知
る
者
が
今
、

ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
か
。

眞
美
さ
ん
の
生
き
様
は
必
ず

や
人
を
動
か
し
、
変
え
る
。

そ
の
証
し
と
な
る
一
人
が
私

だ
。
最
も
世
に
出
現
し
て
ほ

し
い
人
「
堀
江
眞
美
」
の
生

き
様
を
伝
え
る
た
め
、
す
で

に
動
き
始
め
て
い

る
。
こ
の
生
き
様

を
知
れ
ば
、
人
、

店
、
地
域
、
日
本
、

世
界
が
変
わ
る
。

大
風
呂
敷
で
は
な
い
。
そ
れ

ぐ
ら
い
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
も
た
な
け
れ
ば
、
事
を
興

し
、
成
す
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
今
年
も
私

は
激
し
く
、
さ
ら
に
激
し
く

生
き
て
い
く
こ
と
を
宣
言

し
、
新
年
（
信
念
）
の
言
葉

と
し
た
い
。

翌
日
２０
日
は
、
重
度
身
体

障
害
者
施
設
「
土
佐
希
望
の

家
」
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
施

設
は
、
ほ
と
ん
ど
寝
た
ま
ま

で
自
力
で
は
起
き
上
が
れ
な

い
状
態
の
方
々
が
入
所
す
る

施
設
で
、
１
９
６
９
年
に
設

立
さ
れ
た
。
こ
の
施
設
が
設

立
さ
れ
た
当
初
に
、
眞
美
さ

ん
の
お
母
さ
ん
が
看
護
師
と

し
て
住
み
込
ん
で
献
身
的
な

介
護
を
行
っ
て
い
た
。
眞
美

さ
ん
も
小
さ
い
頃
は
、
こ
の

施
設
で
入
所
者
の
人
た
ち
と

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
思
い

出
深
い
場
所
で
も
あ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
な
る

３
病
棟
西
に
、
昨
日
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
っ
た
「
エ
ヴ
ァ
ン

ス
」
の
オ
ー
ナ
ー
が
眞
美
さ

ん
の
演
奏
す
る
電
子
ピ
ア
ノ

を
運
び
込
み
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

を
す
る
。
ま
た
、
急
き
ょ
出

演
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
バ

イ
タ
ル
リ
ア
ク
ト
セ
ラ
ピ
ー

の
創
始
者
で
あ
る
山


雅
文

先
生
も
自
分
の
ド
ラ
ム
を
持

ち
込
む
。
山


先
生
は
以
前

に
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
を
や
っ
て

い
た
と
い
う
。
こ
の
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
中
も
車
椅
子
を
押
さ

れ
な
が
ら
、
ま
た
、
床
を
這

い
な
が
ら
入
所
者
た
ち
が

続
々
会
場
に
集
ま
っ
て
く

る
。
そ
の
人
た
ち
一
人
ひ
と

り
に
眞
美
さ
ん
が
声
を
か
け

な
が
ら
電
子
ピ
ア
ノ
の
準
備

を
行
っ
て
い
く
。

車
椅
子
で
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
た
会
場
に
は
、
寝
た
き
り

の
人
も
い
る
。
み
ん
な
真
剣

な
表
情
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
が
始
ま
る
の
を
待
ち

わ
び
て
い
る
。
職
員
の
方
々

も
大
勢
集
ま
っ
て
く
る
。

そ
し
て
午
後
２
時
に
、
眞

美
さ
ん
の
演
奏
と
歌
が
始
ま

る
。
ほ
と
ん
ど
自
力
で
は
、

何
も
で
き
な
い
入
所
者
た
ち

が
音
楽
に
合
わ
せ
て
手
や
足

を
動
か
せ
始
め
る
。
眞
美
さ

ん
の
音
楽
の
波
動
が
入
所
者

た
ち
の
身
体
に
響
い
て
い
く

の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
眞
美
さ
ん
が
立

ち
上
が
り
入
所
者
一
人
ひ
と

り
に
話
し
か
け
る
よ
う
に
歌

う
と
、
動
け
な
い
は
ず
の
入

所
者
が
手
を
伸
ば
し
て
眞
美

さ
ん
を
触
ろ
う
と
必
死
に
手

を
動
か
そ
う
と
す
る
。
そ
の

手
を
握
っ
た
り
、
肩
に
や
さ

し
く
触
れ
な
が
ら
一
人
ひ
と

り
と
接
し
て
歌
う
と
入
所
者

の
中
に
は
、
涙
を
流
す
人
も

出
て
き
た
。

最
後
に
は
、
職
員
の
方
々

や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し

た
職
員
も
混
じ
り
、
手
話
を

交
え
た
『
あ
り
が
と
う
』
の

大
合
唱
と
な
り
、
入
所
者
の

方
々
も
体
を
揺
ら
せ
て
一
体

と
な
っ
て
い
く
。
短
い
時
間

で
は
あ
っ
た
が
、
動
け
な
い

入
所
者
の
方
々
の
『
あ
り
が

と
う
』
と
い
う
感
謝
の
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

２
カ
所
で
行
わ
れ
た
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
「
他
人
（
ひ
と
）

の
為
に
何
か
を
し
て
あ
げ
た

い
」
と
い
う
眞
美
さ
ん
の
心

配
り
が
自
然
に
溢
れ
出
る
感

動
的
な
も
の
と
な
り
、
眞
美

さ
ん
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
手

伝
い
を
す
る
方
々
の
献
身
的

な
姿
も
印
象
的
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

魅
力
に
溢
れ
る
堀
江
眞
美
さ

ん
を
全
国
に
打
ち
出
す
こ
と

を
時
計
工
芸
新
聞
社
創
刊
７０

周
年
の
事
業
と
し
、
宝
飾
・

時
計
・
眼
鏡
業
界
の
発
展
に

つ
な
げ
る
も
の
に
し
て
い
き

た
い
。

新
年
早
々
カ
ネ
の
話
題
で
申
し

訳
な
い
が
、
め
で
た
い
話
な
の
で

ご
勘
弁
願
い
た
い
。

広
島
の
黒
田
博
樹
が
昨
年
暮
れ

に
契
約
を
更
改
し
４
億
円
か
ら
２

億
円
ア
ッ
プ
と
な
る
６
億
円
プ
ラ

ス
出
来
高
に
な
っ
た
、
メ
ジ
ャ
ー

か
ら
の
１６
億
円
提
示
を
蹴
っ
て

「
最
後
は
日
本
球
界
に
恩
返
し
し

た
い
」
と
帰
国
。
昨
年
は
１１
勝
８

敗
、
防
御
率
２
・
５５
と
活
躍
し
、

観
客
道
委
員
数
は
過
去
最
高
の
２

１
１
万
人
と
広
島
に
黒
田
旋
風
を

巻
き
起
こ
し
た
。

今
年
は
あ
と
７
勝
に
迫
っ
た
日

米
通
算
２
０
０
勝
を
目
指
す
こ
と

に
な
り
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な

く
な
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
カ
ネ
で
ビ
ッ
ク
リ
し

た
の
が
４
５
１
０
万
円
。

黒
田
の
年
俸
額
に
比
べ
た
ら
小

さ
い
が
、
い
っ
た
い
な
ん
だ
ろ

う
？

と
予
想
す
れ
ば
、
大
方
は

都
内
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
、
と

し
か
思
い
つ
か
な
い
。

カ
ー
マ
ニ
ア
な
ら
ラ
ン
ボ
ル
ギ

ー
ニ
か
、
ゴ
ル
フ
好
き
な
ら
有
名

ゴ
ル
フ
場
の
会
員
権
と
い
っ
た
と

こ
ろ
か
。

ま
あ
、
ピ
ン
と
こ
な
い
向
き
の

方
が
多
い
は
ず
だ
。

こ
れ
が
腕
時
計
の
値
段
と
と
聞

け
ば
誰
で
も
ひ
っ
く
り
返
り
そ
う

に
な
る
。

昨
年
、
一
昨
年
と
２
年
連
続
で

日
本
男
子
ツ
ア
ー
の
三
井
住
友
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ａ
太
平
洋
マ
ス
タ
ー
ズ
に
出

場
し
た
バ
ッ
バ
・
ワ
ト
ソ
ン
が
は

め
て
い
た
時
計
の
値
段
だ
。
「
時

計
界
の
Ｆ
１
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
の

リ
シ
ャ
ー
ル
・
ミ
ル
製
の
高
級
腕

時
計
で
あ
る
。

時
計
メ
ー
カ
ー
が
ワ
ト
ソ
ン
を

契
約
し
た
の
は
、
強
烈
な
ス
イ
ン

グ
時
の
加
速
度
に
も
耐
え
ら
れ
る

よ
う
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
性
能

の
高
さ
を
証
明
す
る
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
強

烈
だ
か
ら
だ
。

ち
な
み
に
こ
の
高
級
時
計
メ
ー

カ
ー
は
「
藍
ち
ゃ
ん
の
お
兄
ち
ゃ

ん
」
で
知
ら
れ
る
宮
里
優
作
プ
ロ

と
も
契
約
し
て
お
り
、
ツ
ア
ー
会

場
で
は
１
２
０
０
万
円
の
腕
時
計

を
キ
ラ
リ
と
光
ら
せ
て
プ
レ
ー
し

て
い
る
。
ト
ッ
プ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ナ
ダ
ル
の

時
計
は
９
５
０
４
万
円
。
こ
う
な

る
と
実
用
品
よ
り
も
宝
石
の
よ
う

で
あ
る
。

超
高
級
腕
時
計
を
は
め
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
や
る
こ
と
も
粋

だ
。バ

ッ
バ
・
ワ
ト
ソ
ン
は
「
私
に

と
っ
て
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
得
た
も

の
は
と
て
も
大
き
い
。
そ
し
て
今

度
は
お
返
し
を
す
る
番
」
と
３
位

賞
金
１
０
２
０
万
円
を
ポ
ン
と
寄

付
。
そ
の
前
年
は
２４
位
賞
金
１
２

６
万
円
を
寄
付
し
て
お
り
２
年
で

総
額
１
１
４
６
万
円
に
な
っ
た
。

米
ツ
ア
ー
プ
ロ
は
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
活
動
に
積
極
的
だ
。

ワ
ト
ソ
ン
は
父
親
を
ガ
ン
で
亡

く
し
て
お
り
、
ガ
ン
撲
滅
の
た
め

に
試
合
で
使
う
ピ
ン
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
で
３
０
０
ヤ
ー
ド
超
え
る
ご
と

に
３
０
０
�
を
関
連
施
設
に
寄
付

し
て
い
る
。
社
会
貢
献
の
意
識
が

高
い
の
だ
。

日
本
選
手
も
ち
ゃ
ん
と
チ
ャ
リ

テ
ィ
活
動
を
し
て
い
る
の
だ
が
、

あ
ま
り
表
に
出
て
こ
な
い
。
奥
ゆ

か
し
い
と
い
う
の
か
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
な
い
。

女
子
プ
ロ
の
大
山
志
保
は
２
０

１
４
年
か
ら
ミ
ヤ
ギ
テ
レ
ビ
杯
ダ

ン
ロ
ッ
プ
女
子
オ
ー
プ
ン
で
獲
得

し
た
賞
金
を
す
べ
て
毎
年
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
寄
付
し

て
い
る
。
１４
年
は
２０
位
６７
万
２
０

０
０
円
、
１５
年
は
２
位
と
活
躍
し

て
６
３
０
万
円
を
贈
っ
た
。
ち
な

み
に
黒
田
も
１１
年
に
５
万
�
を
東

日
本
大
震
災
へ
の
被
災
者
へ
届
け

て
お
り
、
ガ
ン
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
も
寄
付
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
こ
う
い
う
魅
力
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
選
手
が
増
え
た
ら
、
日
本
の
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
界
も
フ
ァ
ン
が
増
え

る
は
ず
だ
。
（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ

ー
・
三
山
辰
男
）
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全
員
立
ち
上
が
り

手
話
交
え
て
合
唱

１９日

他
人
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い

音を楽しませ笑顔
にさせ元気にする 堀江眞美さんの実像に迫る

車
椅
子
の
入
所
者

感
激
の
笑
顔
と
涙

２０日

ド
リ
ー
ム
ア
ッ
プ
ミ
ー
・
ダ
ム
代
表

本
澤

康
之「

生
き
様
」こ
そ
が
人
を
動
か
す

２０１６年 年頭所感

有
限

会
社

清

田

時

計

店

会

長

清

田

祐
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社

長

清
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ひ
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み
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金
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宝
飾
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メ
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カ
ー
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ホ
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締
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堀

克
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埼
玉
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市
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吉
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七
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